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プロローグ







　深夜、広葉樹の葉も大半が落ちた晩秋の山中――麓ふもとの街から車で二〇分ほどを要する私道の行き止まりには頑がん丈じようなフェンスが張はり巡めぐらされ「茂も木ぎ化学工業私有地・立入禁止」という古びた看板が掲かかげられている。

　山道を登ってきたセダンとコンテナトラックが、一いつ旦たんゲートで止められた。

「私だ」

「社長でしたか。失礼いたしました」

　自らセダンのハンドルを握にぎる社長の顔を確かく認にんし、門に立つ男は軽く一礼した。

　レザーに似た黒い材質のジャケットにプロテクター、特とく殊しゆ警棒や銃じゆう刀とう法ほうに触ふれる刃は渡わたりの大型ナイフまで装備している。地元に根付く平へい凡ぼんな中ちゆう堅けん企き業ぎようの施し設せつを守る警備員とは思えない物々しさだった。

「いや。構わないよ。規則だからね。補ほ充じゆう物資を運んできた。通してくれないか？」

　四〇がらみの社長が温おん厚こうな笑えみで告げると、警備員は笑え顔がおでゲートを開いた。口元から覗のぞいた異常に長い犬歯は、人間ではない証あかし。

　人の血から力を得て永遠に近い時を生きる魔ま性しよう――吸血鬼ヴアンパイア。

　セダンにトラックが続き、敷しき地ちの奥おくに位置する大きな建物の搬はん入にゆう口ぐちにコンテナ後こう尾びが付けられた。兵舎や体育館、倉庫などに用いられる蒲かま鉾ぼこ型がたの施設だ。

「おお、来たか」

　社長が建物に入ると、壮そう年ねんの男が出で迎むかえる。

　他にも四〇人以上の若い男女がいるが、こちらは社長の来訪にも特に注意を払はらわない。全員、ゲートの警備員同様の装備で、激しい戦せん闘とう訓練を続けている。手にしているのは更さらに剣けん呑のんな槍やりや短刀だ。

「父さん、お久しぶりです」

　茂木社長は、男をそう呼んだ。見た目の年ねん齢れいは大差ないにも拘かかわらず。

「お元気ですか……というのはナンセンスでしたね」

「はは、身体からだは快調そのものだからな。まあ、気軽に街に出られないのは多少退たい屈くつではあるが、人里で得られる快楽など既すでに味わい尽つくした。永遠の命をもてあまし気味に隠いん遁とんしていたところへ久々の仕事を授さずかって、張り切っているところだ」

　息子むすこより若々しい口調で、茂木の父は力こぶを誇こ示じするかのように腕うでを曲げた。

　先代の社長は吸血鬼ヴアンパイアとなってから、既に一〇年以上が経過しているのだ。

「重要な任務を与あたえられるのも、我わが一族が代々貴婦人ダーメ閣下にお仕えし、多大な貢こう献けんをしてきたからこそだ。父も祖父も適かなわなかったが、私はこうして〈恩おん寵ちよう〉を受け、晴れて血族ともなれた。お前も、表の仕事を励はげめば望みはあるぞ」

　鷹おう揚ような態度で、父は息子の肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「例のターゲットを狙ねらうための戦闘部隊の訓練――ほとんどが人間と聞いてますが……」

「うむ。何しろ我々血族は、直接手出しはできんからな。標的の小こ僧ぞう――神み鎚づち黎れいとか言ったか。全く忌いま々いましい存在だ。だが、しょせん血の力に頼たよっているだけの青二才。ＢＤ計画が実現すれば、簡単に始末できる」

「今回の訓練も、そのＢＤとやらのためだとか……」

「そうだ。人間の戦闘要員だけでなく、吸血鬼ヴアンパイアも揃そろえて役立てるという話だ。もっとも、この訓練所で預かっている血族は、私を別にしてほんの八人だけだがな」

「そうですか。それを、確認できれば充じゆう分ぶんです」

　茂木社長がにやりと口くち唇びるを歪ゆがめて呟つぶやくと同時に、トラックの荷台が開いた。

　搭とう載さいされていたのは、本来の荷物である日用品や食料、輸血バッグなどではない。

　たった三人の人間――いや、ひとりの少年と人間ならざるふたりの少女だった。

「見ろ！　そして傾けい聴ちようしろ！」

　進み出て、少年が澄すんだ声を上げた。

　戦闘訓練中の黒服たちが、一いつ斉せいに視線を送る。動きが止まる。

「最後の王ロードたる神鎚黎の名において命じる」

　完全に硬こう直ちよくしているのは、先代社長を含ふくめて九人。他の戦闘要員は驚きよう愕がくのために反応できずにいるだけだ。

　一秒か二秒で何人かが我に返り、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしようと動き出す。

　だが――。

「〈貴族派アリストクラシスト〉の吸血鬼ヴアンパイアは、人間の戦闘要員を抹まつ殺さつしろ！　僕ぼくの安全を守れ！」

　即そく座ざに新たな命令が下った。

　九人の目が、赤く輝かがやく。

　手にした武器が、三〇人の人間たちに向かって振ふるわれる。

「ぐがっ！」

　少年――黎を襲おそおうとした者の背後から、ナイフが突つき立たてられた。

　腹を抉えぐられる者、胸を貫つらぬかれる者、首を落とされる者――瞬しゆん時じに、多くの人間が物言わぬ屍しかばねと化して倒たおれる。

「や、奴やつだ！　標的が向こうからやって来たんだから、チャンスじゃねえか！　ぶち殺せ！　俺おれたちにはできるんだ！」

　それでも数の差で難を逃のがれた数人が、黎に向かって走る。

　しかし、黎の傍かたわらから飛び出した少女が、彼かれらの前に立ちはだかる。

　厳いかめしい戦闘要員とは対照的に、黒絹を白いフリルで飾かざったゴシックロリータスタイル。長くなびく髪かみはきらめく銀色。

　そして瞳ひとみは、赤みを帯びた紫むらさき。

　彼かの女じよ――リーリヤもまた吸血鬼ヴアンパイアだ。

　白くたおやかな手が、長大な鉾槍ハルバード――〈敵意の聖像ホリステイス〉を握る。

　磔たつ刑けいの聖者を象かたどった斧ふ刃じんで膝ひざを切られ、槍で額を打うち抜ぬかれ、敵兵は黎に近寄る事さえ叶かなわない。

「ひっ！」

　逃にげ出だそうとする女に目がけ、リーリヤは鉾槍ハルバードを振るった。長い柄えが中国武術の多た節せつ棍こんのように伸のび、斧刃とは逆側のフックが女を捕とらえ、転てん倒とうさせる。

　柄が縮むのに引きずられ、女はリーリヤに抱だきすくめられた。

　赤い口くち唇びるが白い首筋に寄せられ、更に白い牙きばが突き立てられる。

「あぅ……あはぁ……」

　忘ぼう我がと恍こう惚こつの表情で、女は引ひき締しまった身体を戦慄おののかせた。手からは短たん剣けんが零こぼれ、半開きになった口からだらしなく唾だ液えきが滴したたり落おちる。

「手て駒ごまを増やす必要はないぞ」

「承知しております、黎様」

　口くち唇びるを離はなして、リーリヤは黎に答える。

　既に単なる死体になった女の身体を左手で支え、他の敵が突き出す槍への盾たてに使う。

　突き刺さされても、既に空になった乾かわいた身体から流血はない。

　右手一本で操あやつられる〈敵意の聖像ホリステイス〉が、自在の間合いで戦闘部隊を屠ほふっていく。

「くっ！」

　敵のひとりが、苦くるし紛まぎれにダガーを投げた。

　だが、もうひとり。スポーティだが平凡な服装の少女が前に躍おどり出でて、掌てのひらを広げる。

　刃やいばは、突き刺さる事なく掴つかまれた。

　あくまで訓練であるため、使用していた武器は通常のカーボンスチール製だ。

　リーリヤが手にする〈敵意の聖像ホリステイス〉のように、吸血鬼ヴアンパイアを傷つけうる特殊合金――〈穢銀アルゲントウム〉では作られていない。

　捕らえられた刃は、白く細い指に握られてたわみ、潰つぶれ、ぐしゃぐしゃに歪んだ金きん属ぞく塊かいとなって床ゆかに落ちた。

　吸血鬼ヴアンパイアにも稀まれな、圧あつ倒とう的てきな力だ。

「女には構うな！　標的だけを殺せ！」

　男が思い出したように走って奥の箱から、短たん機き関かん銃じゆうを取り出した。

　再び接近し、黎に向けて構える。もうひとりがそれに倣ならう。

　法の外で生きる〈貴族派アリストクラシスト〉吸血鬼ヴアンパイアの組織であっても、日本国内では調達も運用も難しい兵器だ。

　連続音が響ひびき、黒い銃じゆう口こうで光が瞬またたく。

　先刻の少女の姿が、一いつ瞬しゆんブレた。

　乱射された弾だん丸がんは、黎には届かない。

　瞬時に移動して彼の前に立ちはだかった少女――美み紘ひろが庇かばったのだ。

「お兄ちゃんに、手を出さないで！」

　呟く美紘が右手を開くと、大量の銃じゆう弾だんがぱらぱらとこぼれ落ちた。

　再び彼女の姿が霞かすんだかと思うと、次の瞬しゆん間かんには銃手ふたりは倒れた。全身が真っ白な霜しもに覆おおわれ、凍こおり付ついた髪の先や指から衝しよう撃げきで砕くだける。

　敵から熱――エネルギーそのものを奪うばい取とり、瞬しゆん間かん的てきに凍とう結けつさせる。

　並の吸血鬼ヴアンパイアにはあり得ない、美紘だけの特殊能力だ。

「貴方あなたたちがお兄ちゃんを傷つけようとするなら、その前にわたしが貴方たちを殺す。何もできないようにしてあげる」

「ひっ！」

　悲鳴を上げる大男の襟えりを掴つかんで手元に引き寄せ、持ち上げ、振り回まわし、そのまま床に叩きつける。

　防ぼう弾だん・耐たい刃じんのプロテクターでも、衝撃には耐たえられない。

　手て脚あしも首もあらぬ方向に曲げ、男は絶息した。戦せん闘とう服ふくは裂さけなかったので、口だけから大量の血が溢あふれた。

「お兄ちゃんの敵は、わたしが絶対に許さない。近づくのも許さない」

　リーリヤと美紘の動きに加え、同どう士し討うちで敵の人間は見る間に全ぜん滅めつしていた。既に残っているのは、吸血鬼ヴアンパイアの八人と茂木親子だけだ。

「〈貴族派アリストクラシスト〉ども。武器を捨てろ。その場に跪ひざまずいて動くな」

　黎の言葉に、血まみれの八人が――そして先代社長が、恭きよう順じゆんの姿勢を取る。戦闘要員ではない先代の手も赤く濡ぬれていた。

　通常の武器しか用意していないので、吸血鬼ヴアンパイア同士が互たがいに致ち命めい傷しようを与えるのが難しい。強きよう靱じんな皮ひ膚ふを持ち、〈穢銀アルゲントウム〉以外で受けた傷は瞬時に再生する。鉄の刃は物もので心臓を抉ろうと、胴どう体たいを両断しようと致命傷にはならない。

　だが吸血鬼ヴアンパイアは圧倒的な力や生命力と引き替かえに、逃れられない刻印も背せ負おっている。

　それが「王の血」に対する服従だ。

　特別な血を持つ者――神鎚黎に危害を加える事はできず、命じられれば従わなければならない。

　黎自身が放つ一種のオーラがトリガーとなるため、直接対面しなければ効果はないが、一度受けた命令は解除や変へん更こうがない限り永続する。

　この後何もしなければ、跪いた九人は世界が終わる日まで姿勢を変えないだろう。

　強力だが、格別使いやすいという訳でもない。

　黎自身の意志に拘かかわらず常時作用していて効果を止める事はできないし、口にした命令は聞こえる範はん囲いの全すべての吸血鬼ヴアンパイアに等しく作用する。

　だから今も〈貴族派アリストクラシスト〉と対象を言葉で限定して、リーリヤと美紘を命令から除外しなければならなかった。

　そして、人間に対しては全く意味がない。

　だからこそ、敵は戦闘部隊として人間も鍛きたえているのだ。

　黎を殺すために。

「リーリヤ、どうする？　この連中から、吸う必要があるか？」

「いいえ。今のところ、わたしは大だい丈じよう夫ぶです」

「よし。それなら――」

　逐ちく一いち言葉に出すまでもなく、リーリヤは黎の真意を読み取って小さく頷うなずいた。

　手にした〈敵意の聖像ホリステイス〉を振り上あげる。

　跪いた吸血鬼ヴアンパイアの顔が、恐きよう怖ふで歪む。

　それでも、逃げようとする心に身体は応こたえてくれない。

　本能より、反射より、生理より、王ロードの命令は強力で絶対なのだ。

　動かぬ吸血鬼ヴアンパイアに向かって、鉾槍ハルバードの斧刃が振り下おろされた。

　首の断面を晒さらして、頭が転げ落ちる。

　数秒、瞬まばたきと喘あえぎを繰くり返かえしていたが、程ほどなく頭も、残された胴体も黒ずんだ灰の塊かたまりと化した。

　その作業を淡たん々たんと繰り返す。

〈貴族派アリストクラシスト〉の戦闘部隊は、文字通り全滅した。

　敵意を込め、残った灰を美紘が踏ふみにじる。

「ありがとうございます。神鎚さん」

「こちらこそ。貴方の情報と手引きのおかげで、無事に目的が達成できました」

　深く頭を下げる茂木社長に向かって、黎は右手を差し出した。社長も、それを握り返す。

　年齢は親子ほども離れているが、黎の表情には僅わずかな遠えん慮りよも萎い縮しゆくも、そして驕きよう慢まんもない。対等な取引相手への態度だ。

「う、裏切ったのか！　お前は何という事を……。貴婦人ダーメ閣下に忠節を尽くし、恩寵を賜たまわれば永遠の命が得られるというのに！」

　頭こうべを垂れた姿勢のまま、先代が批ひ難なんする。

「永遠の命だと！」

　凍るような低音で告げたのは、茂木社長だった。

「いつまでも父親が健在で、表おもて舞ぶ台たいには出なくなっても自分を支配するのが当然と思っているのが、どれほどの苦痛か考えた事はあるか？　覆くつがえせない序列の中で永遠に生き続けなければならない地じ獄ごくから、私は解放されたいんだ！」

「貴方が利益と思っているものは、茂木社長には何のメリットでもなかった。だから、僕たちとの間で取り引きが成立する。全ての人間が同じ欲望を抱いているなどとは考えない事だ」

　見下ろしたまま、黎が告げた。

「き、貴様があの神鎚黎だな！　私に、貴婦人ダーメ閣下に背そむく真似まねをさせるとは！　閣下から預かった大切な兵士を、この手で殺させ……っ！　死の恐怖を知らず、永遠の命の素す晴ばらしさを理解せぬ小僧が、息子を誑たぶらかして……！　長年の我が一族の苦労を――」

　強こわ張ばった姿勢のまま、先代社長は黎を詰なじる。

「王の血」は「危害を禁じる」「命令に従わせる」だけだ。

　無条件かつ自動的に、内心の忠誠や敬意まで強制する作用はない。だから、禁じられていない限り罵ののしるのは許されている。

「黙だまれ」

「――！」

　これは、明確な命令。

　黎が抑おさえた声で告げると、先代の口は中ちゆう途と半はん端ぱに固まったままで硬直した。

「死の恐怖なら知っている。多分、貴様よりもな。僕はずっと死を身近なものとして恐おそれ、警けい戒かいしてきた。全く理り不ふ尽じんに、両親が死ぬのを二度も体験した」

　実の両親を失った交通事故と、その後引き取って育ててくれた神鎚夫妻の殺害。

　そのどちらでも、黎自身死にかけている。

「お前たちは、命に真しん剣けんに向きあう事を避さけ、死から目を逸そらし続けているだけの卑ひ怯きような臆おく病びよう者ものだ」

　敵意に満ちた黎の罵ば倒とうに、先代の身体が小刻みに震ふるえる。

「さて、答えてもらおう。僕に対たい抗こうするための〈貴族派アリストクラシスト〉の動きについて、知っている事を全部話せ」

「わ……私は、ここの訓練を管理するよう命じられただけだ。同様の事は他にも何か所かで行われているはずだが、詳くわしい事は何も」

　動作だけでなく、この強制にも吸血鬼ヴアンパイアである先代は逆らえない。

　ふん――黎は鼻を鳴らした。

　予想通りだ。

　黎が「王の血」を持つ以上、口止めは無意味。情報漏ろう洩えいを防ぐためには、伝達のルートを分断するしかない。個々の小部隊の拠きよ点てんを潰したところで、得るものは少ない。

「噂うわさ程度の不確かな話でも構わない。言え。さっき口にしてたＢＤ計画とは何だ？」

「……く、詳しい事は知らん。ただ、そういうコードネームで新たな武器が開発されているという話で……。それを用いれば、吸血鬼ヴアンパイアでも標的を殺せるとか……」

「兵器？　どんなものだ？　正直に話せ」

「げ、現在、日本国内で実用化に向けて研究が進んでいるとか……。それ以上の事は私は知らないんだ……」

「わかった――茂木社長、貴方の方で他に何か要求は？」

「ありません。どうせ、法的にはとっくの昔に死んだ事になっている男です。ここで始末しても、何の問題もない」

　返答を受け、黎は数歩後退した。茂木社長にも、離れるよう促うながす。

　代わりに近寄ったリーリヤが、〈敵意の聖像ホリステイス〉の先せん端たんで先代社長の額を刺し貫いた。

　槍を引き抜くと同時に、人間ではあり得ない赤黒い血液がどろりと流れ落ち、死体が崩くずれ落ちる。〈穢銀アルゲントウム〉で致命傷を受けた身体は、ほどなく灰と化して崩れ落ち、衣服だけがその場に残る。

「では、茂木社長。後始末はお任せします」

「ええ。これでもう、吸血鬼ヴアンパイアどものいいなりになる事もない。父の亡ぼう霊れいからも解放される。会社だって、正しよう真しん正しよう銘めい私のものだ！」

　晴れやかな顔で、茂木は答えた。

「〈貴族派アリストクラシスト〉も当面表だった行動は避けるでしょうが、報復もあり得ます。前もって約束した通り、僕たちとしては貴方を守るための人手は割さけないのをご理解ください」

「承知してますよ。父を除いてくれただけで充分だ。私には、どれほど憎にくくてもこいつを殺す手段がなかった」

　もう一度肯うなずき合うと、黎は踵きびすを返して歩き出した。

　絶対的な「王の血」を持つとはいえ、単純な戦力・組織力では〈貴族派アリストクラシスト〉に劣おとる。安全のためにも、次のミッションのためにも、用件が片付いたならすぐに移動しなければならない。

　リーリヤが、影かげのように黎に寄より添そう。

　だが、美紘は動かない。

「どうした、美紘？」

　訝いぶかしんで、黎が振り返る。

「お……おにい……ちゃん……」

　歩き出そうとした美紘の脚あしが、もつれる。

「美紘っ！」

　黎は咄とつ嗟さに駆かけ寄る。

　倒れてきた身体を、ぎりぎりのタイミングで受け止める。

　強力な吸血鬼ヴアンパイアに変じていてなお、美紘の身体は柔やわらかく、軽く、華きや奢しやだった。







第一章　穏やかな日々は息を潜め







　山やま梨なしにある茂木の私有地からリーリヤが運転する車で夜通し飛ばし、黎れいたちは未明に東京の西の外れ、魁かい国こく市しに戻もどってきた。

　かつては〈貴族派アリストクラシスト〉が陰かげから支配していたが、その構造を全部奪い取った。住まいにしている新築マンションは、一棟とう丸ごと〈王党派ロイヤリスト〉――黎に従う吸血鬼ヴアンパイアたちの拠点であり、都市内の要よう塞さいとも呼ぶべき存在だ。

　単にセキュリティを固め、寝ね泊とまりするだけでなく、生活と戦いに必要な基本的な事が賄まかなえるようになっている。

　例えば、医い療りようもだ。

「容態は？」

　美み紘ひろを診みる白衣の男に、黎は尋たずねる。

　医務室のベッドに横たわる妹に意識はない。

「はっきりした事は言えません。少なくとも外傷はありませんから、ダメージを負っているというよりは、著いちじるしく消しよう耗もうしているという状態と考えた方がいいでしょう」

　流りゆう暢ちような日本語で答えたのは、白人の男性だ。

　元々医学者である上に、自らが変化してからは吸血鬼ヴアンパイアの生理機能についても研究を進めている。見た目は三〇代前半で、実じつ年ねん齢れいは一〇〇歳さい以上。これでも吸血鬼ヴアンパイアとしてはリーリヤ同様の若手だが、この分野では貴重で優ゆう秀しゆうな専門家だ。

　戦いに際して世界に散らばっている〈王党派ロイヤリスト〉から要員を呼び寄せているが、黎がリーリヤに真っ先に依い頼らいしたのが医師だった。

　吸血鬼ヴアンパイアに普ふ通つうの病院や医者は無意味だし、殺人事件の重要参考人扱あつかいの黎も怪我けがや病気をしても治ち療りように出かける訳にはいかない。何より、美紘の特異な体質を調べなければならない。

「消耗……？」

「ええ。妹君は、吸血鬼ヴアンパイアとしても特殊です。恐らくは大きすぎる能力に対し、肉体そのものが均きん衡こうを保てないのでしょう。取りあえずは生来の回復力を信じて通常の栄養補給で様子を見ますが、ご無理をさせない方がよろしいかと。何しろ前例のない事です。我々にも適切な対処法がわかりません」

　毛布から出された美紘の左ひだり腕うでには、血液バッグから伸びたチューブが繋つながっている。

〈王党派ロイヤリスト〉にも人間の協力者やコネクションはそれなりに存在する。生きている人間の血を直接吸わなくても、補える手段は持っているのだ。

　美紘は、黎とは血の繋がりはない。

　それでも彼女は生来「王の血」の要素を部分的に有しているし、吸血鬼ヴアンパイアとして最初に摂せつ取しゆしたのも黎の血液だ。

　様々なイレギュラー要素が巧たくまずして作用した結果、美紘は原種――太古に生みだされた生体兵器としての吸血鬼ヴアンパイアにも匹ひつ敵てきする能力を得たが、その分消耗や反動も激しいという推測だった。

「黎様」

　傍らに控ひかえていたリーリヤが、声を掛かける。

「しばらくの間、彼女は休ませた方がよろしいのでは？　その分はわたしが何とか……」

「提案はありがたい。だが……」

　黎は口ごもる。

　第一に、戦力の絶対的な不足だ。

〈王党派ロイヤリスト〉は数で〈貴族派アリストクラシスト〉に劣る。

　美紘を診る医者のように、必要なメンバーを国外から呼び寄せて体制を整えてはいるが、充分とは言いがたい。ここを守る戦闘向きの吸血鬼ヴアンパイアは、現状一〇人程度だ。国外各所の拠点も維い持じ防衛しなければならないし、敵の目が自分に向いている状じよう況きようを利用して海外での作戦も展開させている。

　何より数が劣る側が一か所に集まれば、一いち網もう打だ尽じんの危険が増す。

　様々な特殊能力を持ち、並の吸血鬼ヴアンパイアの何倍もの力を持つ美紘は、リーリヤと並ぶ貴重な戦力なのは動かしがたい事実だ。

　それに、その分リーリヤの負担が増えるというのは妥だ当とうだろうか。

　血の繋がりがなくても、今では美紘だけが黎に残された唯ゆい一いつの家族だ。美紘を、失いたくはない。

　だが、それは神み鎚づち黎個人のエゴだ。

　妹を助けたいがために、他人にリスクを押しつけるのは「王ロード」として、君臨する者として許される事なのか。

「……いいよ。お兄ちゃん……」

　弱々しいが、明るい声が黎の煩はん悶もんを断たち切きった。

　ベッドの中で、美紘が微笑ほほえんでいる。いつの間にか意識を取り戻していたらしい。

「言ったよね？　わたし、お兄ちゃんのために戦える、役に立てるのが嬉うれしいんだって。守られるだけの足手まといなんかでいたくないの」

「その気持ちは、僕も嬉しい」

　点てん滴てきを受けている手を、両手でそっと包み込み、優やさしく力を込める。

「だけど、現にこんな風に戦える状態じゃなくなる事だってある。身体の事がよくわかっていないから、安全を見み極きわめるのが難しい。無理はしてほしくないんだ」

　一方的な責任感で、美紘自身の意志を否定するのは正しいのか――その事も、黎を悩なやませる。

「それなら、遠慮なく敵から血を吸うべきです」

　膝を屈かがめて顔を寄せ、リーリヤが美紘に助言する。

「昨日の戦いでも、機会はありました。新たな同族を増やす必要がなくても、わたしたちの活力を補充するだけでも意味があります」

　輸血用の血液バッグ、あるいは化学的に合成した代用品など、直接吸血しなくても命を保つ方法は存在する。そもそも生物兵器として生みだされた吸血鬼ヴアンパイアは、血への渇かつ望ぼうを抑よく制せいできなくなる事は、ほとんどない。

　それでも、人間から直じかに吸うのが最高の食事であるのは確かだ。

　吸血鬼ヴアンパイアの力の源は血液の化学的な成分のみでなく、生体のエネルギーだと判明している。牙から吸い上げるのが最適であり、点滴などはあくまで急場しのぎだ。

　だから、リーリヤは必要に応じて敵から吸う。〈貴族派アリストクラシスト〉協力者の人間なら、気を遣つかう必要もない。

「……それはわかるんだけど……何だか、嫌いや。知らない人の血が、入ってくるのは……」

　遠慮と不満が微び妙みように入り交じった口調で、美紘は答えた。

　いっそ伝説のように、吸血の欲望が抑おさえられないものなら、必要に迫せまられればいくらでも標的に牙を突き立て、乾きを癒いやしただろう。なまじ己おのれの意志で制せい御ぎよできるから、生き血への嫌けん悪おが先に立ってしまう。

　美紘は、吸血鬼ヴアンパイアとしては初心者なのだ。

「ごめんな。僕の血をやれたらよかったんだけど……」

　黎自身が許せば、吸血鬼ヴアンパイアも「王の血」を飲む事はできる。

　それは単なるエネルギーではなく、能力を何倍にも増ぞう幅ふくさせるが、効果が切れれば動くのも難しくなる諸もろ刃はの剣つるぎ。美紘には特に効果が大きく、襲しゆう撃げきに際しても予あらかじめ摂取していた。未熟な戦せん闘とう技術を、強い能力で補うための判断だった。

　激しい消耗も「王の血」摂取の副作用だろうが、使用のたびに反動が大きくなっているような気がする。

「知らない人が嫌なら、わたしのはどう？」

　医務室のドアが開き、微かすかなモーター音を伴ともなって車くるま椅い子すが入ってきた。

　肩を過ぎる程度に伸ばした髪に縁ふち取どられた、端たん整せいで知的な顔立ち。浮うかんでいるのは、知的で穏やかだが芯しんの強さを感じさせる笑み。

　魁かい冥めい寺じ京きよう香か――〈貴族派アリストクラシスト〉に恭順する父を廃はいし、一七歳にしてカイ・ケミカルグループの社長の座を奪い取った少女。このマンションも、彼女が用意したものだ。

　黎にとっては同級生で、吸血鬼ヴアンパイアの戦いに巻き込まれる前からの同志であり、戦友。

「……でも、いいの？」

「いいのか？」

　美紘と黎の声が重なった。

「もちろん量は加減してもらうし、間ま違ちがっても吸血鬼ヴアンパイアにはしないでよ。わたしはあくまで、人間として資金や人脈の面で助けるのが役目だから。だけど、戦力としての貴女あなたが万ばん全ぜんじゃないと、わたしのサポートも活いきない。だから、血を提供するの。もし〈貴族派アリストクラシスト〉に負けたら、こっちもお終しまいだもの」

　あくまで合理的な根こん拠きよを述べながら、京香は左手を差し出した。

「美紘」

　名前だけを口にして妹を促す。

　命令の形を取ると、美紘は意志に拘わらず実行してしまう。

　小さく頷いて上体を起こした美紘は、その手を取ると、伸ばされた人差し指の先をそっと咥くわえる。

「……ん……っ」

　京香の眉まゆ根ねが、僅かに歪んだ。

「普通に、注射された時みたいにちくっとするだけなのね。吸血されるって、何かもっと変な感覚があるかと思ってたのに」

「少量をエネルギーとして吸うだけなら、特別な作用はありません」

　美紘ではなく、吸血鬼ヴアンパイアとしてのキャリアが長く、知識も豊富なリーリヤが答えた。

「相手を血族に変える因子を送り込む時、あるいは一気に吸い尽くす時などは抵てい抗こうされないよう特殊な成分で陶とう酔すい感を味わわせる事はあります。抵抗されると厄やつ介かいですし、凝ぎよう固こを阻そ害がいする作用もあります」

「なるほど。蚊かみたいなものね。合理的だわ」

「……たまに、そう言われます」

　京香の軽口に、リーリヤは微かに眉まゆをひそめた。

「……ありがとう、京香さん」

　吸血を終えて離した口くち唇びるから、唾液が細い糸を引く。美紘は指先で濡れた口元を拭ぬぐい、京香はティッシュで小さな傷口を押さえる。

「ほんのちょっとだるいけど、この程度なら問題ないわね。四〇〇cc献けん血けつより気軽なくらい。わたしの立場としては、吸血鬼ヴアンパイアを研究して本業に役立てたいわね。人間に問題なく応用できるものもあるんじゃないかな？」

　現状で利用されている代用血液は、吸血鬼ヴアンパイアのエネルギー以外の用法はない。これを改良して輸血に使えるようにする道はあり得る。

「一部の成果は協力企き業ぎようの利益のためにフィードバックされていたようですが、従来はあくまで吸血鬼ヴアンパイア側の都合優先でしたからね。今後の研究次し第だいで、可能性は大きいかと」

　白衣の医師が答える。

〈貴族派アリストクラシスト〉はさておき、カイ・ケミカル規模の企業が本格的に〈王党派ロイヤリスト〉と手を組むのは、少なくともこの数十年では初めてのケースだ。

「さて、と。わたしの方の本題があるの。一いつ緒しよに来てくれる？」

「ああ。美紘は、そのまま休んでいればいい」

　再び横になった妹の頭を、そっと撫なでる。

「……うん。またね、お兄ちゃん」

　名残なごり惜おしそうな妹をその場に残し、黎たちは京香の執しつ務む室しつに移動した。

　並んだパソコンには、様々なデータが表示されている。

　株や外貨の値動き、世界的な気象の変動とそれに伴う農産物の状況、戦争や紛ふん争そうに関わる人や物資の動向、政治状況――これらに基もとづいて京香が得た利益は、黎たちの活動資金になっている。

　カイ・ケミカルグループが持っているコネクションや影えい響きよう力りよくは活用するが、資産面では極力持ち出ししないのが京香の方針だ。

　会社の事は、基本的にかつての教育係であり執しつ事じ役でもある橘たちばなに任せてある。

　京香が以前から運用蓄ちく積せきしてきた個人的な財産だけでなく、〈王党派ロイヤリスト〉からの資金も加わっているし、仲間にも経済や資産運用の専門家はいる。

〈貴族派アリストクラシスト〉がどれほどの金を持っているのかはわからないが、少なくとも現状経済面での不自由はない。

「これが、現在の勢力図ね」

　京香が膝の上のタブレットを起動すると、それに対応して一台の画面が切り替わった。表示されたのは、数か所に赤青二色のピンマークがついた日本地図。数は、圧倒的に赤が優勢。青のうちの一本は、ここ魁国市の位置だ。

「それで、ここが陥かん落らく、と」

　山やま梨なし県けん西部にある赤いピンを右の人差し指でフリックすると、色が青に変わる。同時に表示されているメッセージウインドウには「茂も木ぎ化学」の名。

　西東京、山梨、神か奈な川がわ、静しず岡おか――首しゆ都と圏けんの南西部を中心に青が優勢のエリアが広がっているが、東北や四国、九州にもぽつりぽつりといくつかの青ピンが刺さっている。

　赤は〈貴族派アリストクラシスト〉が支配する都市、青は黎たちに協力する勢力だ。

「これで、敵がここを襲おうとしても、近場に拠点を設けるのは難しくなったな」

「餌えさ場ば」として〈貴族派アリストクラシスト〉が目をつける街には、適した条件がある。

　特に好まれるのは、同族経営による老舗しにせ企き業ぎようが支配する城下町だ。経済的・政治的な変動が起きにくく、少数の地元有力者を押さえれば永続的な支配が容易になる。

　魁国市が、かつてそうだったように。

　つまり「条件に合がつ致ちした街」を探すのはさほど難しくないし、目星をつければ調べるのも容易だ。公表されている財務資料を精査したり、興信所を使って探さぐりを入れたり、経済人同士のネットワークを刺し激げきしたり。

〈貴族派アリストクラシスト〉の協力者だった父が残した資料は大した手がかりにならなかったが、そうやって洗い出した標的を、この四か月で何か所も奪だつ取しゆ・解放してきたのだ。

「それと、ここも」

　京香の指が触ふれると、新にい潟がたの一か所が赤から青に変わった。

「後は、このラインを崩せば〈貴族派アリストクラシスト〉を東西に分断できますね」

　長野から岐ぎ阜ふにかけての何点かを、リーリヤが指差す。

「恐らくそこは敵も警戒するだろうし、戦国時代じゃないんだ。土地を押さえたからといって情報や物資の流通を止められる訳じゃない。だいたい吸血鬼ヴアンパイアとは無関係のエリアを合法的に通過するのは、どちらにとっても簡単だからな」

　黎は、淡々と指し摘てきする。

「ただし、近きん隣りん同士の連れん携けいを阻害する効果はある。人数の動員も困難になるし、このまま〈貴族派アリストクラシスト〉についていて大だい丈じよう夫ぶかという気にもなるだろう。そこが、付け目だ。いずれにせよ、しばらくは直接攻こう撃げきは控えた方がいいか。美紘の回復待ちだ」

　妹本人には聞かせられないが、ここでなら素す直なおに言える。

　美紘については、消耗の著しさ以外にも医師から警告を受けている。

　元々の体質も覚かく醒せいも特とく殊しゆだったせいか、普通ならあり得ない症しよう状じようが現れているという。直接の「親」であるリーリヤに服従しないのもそうだが、感情が不安定だったり認にん識しきや記憶にも僅かながら齟そ齬ごが生じているという。

　覚醒した後、両親の死についてさほど悲しんだ様子がないのも「王ロードであり、兄である黎の役に立ちたい」という動機の強さ故に、行動を阻害する感情を抑える何らかの作用が働いているのではないかというのが、医師の推測だった。

　しかも前例がないので、この状態で落ち着くのか、更さらに進行するのか、それとも反動があるのかさえ想像もつかない。

　本来なら、この事を美紘自身にきちんと告げるべきなのだろう。

　だが、黎は決断を先延ばしにしている。

「結論の出しようがない事で思おもい悩むのはやめて。今できる事を考える。そのために必要な情報を集める。それが原則でしょう？　わたしたちは、そうして戦ってきた」

　不意に、京香が声をかける。

　無意識のうちに、黎は眉み間けんを押さえていた。

「あ、ああ。そうだな」

「経済関係からの〈貴族派アリストクラシスト〉協力者の洗い出しや切り崩しは、わたしが続ける。これは、美紘ちゃんとは無関係に進められるわ。黎くんは、黎くんにしかできない事をやる。それでベストを尽つくしましょう」

「そうだな。京香は、そろそろ登校の時間じゃないか？」

「あ、そうね」

　隠かくれ暮くらしている黎や美紘とは違ちがい、京香は未いまだに普通の高校生だ。よほどの事がない限り、ここから毎日普通に通学している。

　万一のセキュリティを考えて書類上の住所は元の屋や敷しきから移していないが、ひとりで暮らすには広すぎるし、造りが古くて何かと不便だ。保存するほどの価値もないし、何より碌ろくな思い出がない。遠からず、処分する予定だという。

　京香が出て行くのに続いて、黎とリーリヤも部屋を後にしてエレベーターで地下まで降りた。

　地下駐ちゆう車しや場じようには二輪から普通の乗用車、ワンボックス、マイクロバス、軍用四よん駆く車しやの民間仕様まで、様々な車が駐とまっている。ほとんどが〈王党派ロイヤリスト〉の作戦行動で使用するためのものだ。

　その一角に、コンテナがいくつか置かれていた。それぞれの間には、数多くのケーブルやパイプが通っている。

「状態は、どうだ？」

　手前のコンテナ内に入り、黎は訊たずねる。

「昨日と変わりありません、我らが王ロード」

　三人のスタッフ――白衣の男女が振ふり返って答える。

「その王ロードという呼び方は控えてくれないか？　ちょっと居い心地ごこちが悪い」

「そうでしたね。失礼しました、黎様」

　赤い瞳ひとみの女性が、苦く笑しようで会え釈しやくする。

〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアは黎を「王ロード」と呼びたがるが、普通より複雑な事情を背負っているとはいえ、日本で暮らしていた黎にとっては面おも映はゆい。

　交こう渉しようや威い圧あつなど、必要ならば自ら名乗りもするし、束ねる者としての自覚が必要なのも理解しているものの、現状では周りのほとんどは〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアだ。始終「我らが王ロード」などと言われるのは落ち着かない。

「黎様」というのは妥だ協きよう点てん。

　研究員たちの前にはコンピュータや様々な計測機器、記録装置が並び、複数のモニターには無数のセンサーを身体に付けた半はん裸らの男が映っている。

　ひとりではない。同じ状態の三人だ。

「さすがに一日程度では変化はないか」

「過去には、一いつ切さいのエネルギー補給なしに四〇年以上生存した例があります。それも自然死した訳ではなく、その状態で致命傷を受けたから記録が途と切ぎれたというだけです。何しろ理論上は不死ですから」

　アフリカ系の研究員が説明する。

　彼かの女じよたちも、海外から呼び寄せた〈王党派ロイヤリスト〉の科学者たちだ。

　これまでの戦いで、黎たちは〈貴族派アリストクラシスト〉吸血鬼ヴアンパイアを何名か捕ほ獲かくしている。戦力としてではなく、「王の血」の効果効能を研究するための実験動物として。

　支配できるが精神的な忠誠を誓ちかう訳ではないので、手て駒ごまとして抱かかえておくには管理が面めん倒どうでリスクが大きい。黎への直接的な危害はあり得ないとしても〈王党派ロイヤリスト〉の仲間や施し設せつに危害を加えるのを自動的に禁じる訳ではないのだ。

　だから捕とらえるのは必要最小限だけ。

　残りは、効率よく殺す。

　長い歴史の中で吸血鬼ヴアンパイアの一いつ般ぱん的てきな性質はかなり調べられたが、「王の血」の効果についてはほとんど知られていない。何しろ黎はおよそ六〇〇年ぶり――近代科学が確立して以降、初めて降臨した王ロードなのだ。

　研究施設をマンション内ではなく、地下でコンテナとして設置したのは、万一の際に速すみやかに隔かく離りし、処分できるようにだ。

「じゃあ、今日の分の実験を始めたいと思うが、準備はできているか？」

「ええ。いつでもどうぞ。黎様」

　研究員に確かく認にんを取り、リーリヤを伴ってもうひとつのコンテナに移動する。万一に備え、彼女は〈敵意の聖像ホリステイス〉を手にしている。

　上半身裸はだかで座すわり込んでいた男たちは、入室してきた黎に敵意の眼まな差ざしを向けるが、それだけだ。

　直接攻撃できないのは無条件にして絶対の原則だが、予め「新たな命令が下るまで一切の行動を禁止。声も出すな」と命じているからだ。

　上書きしない限り、最後に告げた命令が効果を持ち続ける。

「サンプル一番、静止命令を解除する。立って、その場で気をつけだ」

　黎の言葉に、男のひとりが立ち上がる。裸の胸に「１」の文字が直接記されている。

　その映像に、黎は己の眉が僅かに強張るのを感じていた。

　捕ほ虜りよを用いての生体実験――非人道的なのは百も承知している。

　だが〈貴族派アリストクラシスト〉との戦いにおいて遠慮や躊ちゆう躇ちよは禁物だ。両親の仇かたきであるだけでなく、強大な組織力を有し、医学や生物学の常識が通じず、人間社会の法や倫りん理りの外に存在する敵なのだから。

　それに「王の血」の限界を理解するのは、黎自身が不用意にそれを使ってしまわないためにも必要だ。認識が不ふ充じゆう分ぶんなら、美紘やリーリヤ、そして新たに加わった仲間たちの尊厳を侵おかし、生命を危険に晒さらしてしまうかも知れない。

「さて……。サンプル一番に命じる。Ｒｅｌｅｖｅｚ　ｕｎｅ　ｍａｉｎｓ！」

　事前に確認しておいたフランス語で命じたが、男は反応しない。数秒、待つ。

「サンプル一番に命じる。Ｒａｉｓｅ　ｙｏｕｒ　ｈａｎｄ」

　今度は、片手が挙がる。

『どちらの場合も、脳は命令受信時の反応を示しました。ただ、フランス語では待機状態が継けい続ぞくしていましたが、英語の場合は即そく座ざに行動フェイズに移行しています』

　サンプルの生態情報をモニタリングしていた女性研究員の声が、スピーカーから響ひびく。

「やはりあくまで命令の内容を理解する必要があるか」

　これまでの資料や実験からも予測されていた事だ。

「王の血」による命令の効果は、かなり「形式主義」的だとわかってきた。

　あくまでも言葉として発せられた時のみ有効。血の持ち主から放たれる一種のオーラを認識する必要があり、録画や録音、回線越ごしの命令では無効。「誰だれかに従え」という間接的な命令も無効。そして理解できない言語であれば、命令を受けた可能性を鑑かんがみて待機するが実行は不可能。

　逆に、黎自身が「命令文」の内容を理解していない外国語を読み上げても、それが命令として有効で、聞く側が理解していれば従わざるを得ない。これは、捕とらえた敵に都合のいい外国語を解する者がいなかったので、女性研究員自身からポーランド語の発音だけ教えてもらって実証してみた。

　このシステムは、黎にとってかなりありがたい事だった。

　頭の中で思っただけでも有効だったり、距きよ離りが無制限だったりすると、美紘やリーリヤと接するのさえ面倒になってしまう。

　敵に対する使い勝手の悪さがあっても、暴走の危険よりはマシだ。

　これまでにも、様々なデータが確認できている。

　黎自身が目の前で書いたものであれば、声ではなく文章でも有効。印刷物や他人が書いたものを提示するだけでは無効。署名入りの自書であっても、その場で書かれたのでなければこれも無効。命令書の偽ぎ造ぞうはできない。音声と文章で矛む盾じゆんする内容を同時に命令した場合、ぎりぎりまで遂すい行こうを試みるがコンフリクトを起こして硬こう直ちよく。

　黎を攻撃させないという制限は望遠レンズやカメラ越しでも有効なのに、命令が届く距離は案外短い。文字で書いた場合でも同様だった。

　原理は未解明だが「命令に従わせる」よりも「王ロードを傷つけない」方が遙はるかに優先順位が高く、王ロード自身の過失や錯さく誤ごであっても危険が及およばないように設定されている。

「では……例のテストをやってみたいと思うけれど、構わないか？」

『どうぞ、黎様』

　研究員が答える。リーリヤが鉾槍ハルバードを手に身構える。

　黎は、ポケットから小型ナイフを取り出し、左手小指に切っ先を当てた。

「ん……っ！」

　ほんの微かすかな痛みに続いて、傷口から小さな赤い血の珠たまが現出する。それをティッシュペーパーに吸わせて丸め、サンプル一番に向かって放ほうり投なげる。

「サンプル一番。それで、僕ぼくの血を摂せつ取しゆしろ」

　命じられた通り、男はそのティッシュを飲み込んだ。

　黎の身体から直接吸わずとも、流血して数十秒であれば効果を持つ。これも実験済み。

「お、おあぁああっ！」

　男の身体が、ビクンと震ふるえた。

　見開かれた目が真っ赤な光を放ち、裸の上半身で筋肉が膨ふくれあがる。

「王の血」摂取による強化ドーピング作用だ。

「よし……。サンプル一番、僕を攻撃しろ。ただし、重傷や致ち命めい傷しようを与あたえるようなものは駄だ目めだ。肌はだに、浅く傷をつける程度に限定する」

　命令を下しながら、黎は前進する。その一歩前をリーリヤが先行し、武器を構えた。

「うぅ……おぁああっ！」

　呻うめき声ごえを上げ、サンプルが近づいてくる。

　黎が、左手を差し出す。

　男の手が、黎に届きそうになる。

　リーリヤが〈敵意の聖像ホリステイス〉を振り上あげる。

　触ふれる寸前で、男の手が止まった。

　鉾槍ハルバードの斧おの刃ばは完かん璧ぺきには静止せず、サンプル一番の手首に僅わずかな傷を刻んでいた。

「申し訳ありません。限界まで見み極きわめるはずでしたのに」

　黎に詫わびながら、リーリヤは武器を引き上げる。

　赤い傷きず跡あとは、そのままだ。「王の血」を口にすればあらゆる身体機能が向上する。治ち癒ゆ力りよくも例外ではないが、〈穢銀アルゲントウム〉による傷はふさがらないという大原則は覆くつがえらない。

　そして、王ロード自身を傷つけられないというのも。

「古代の――最初の王ロードが仕込んだセキュリティとしては、当然か」

　吸血鬼ヴアンパイアの性質は「王ロード自身に危険が及およばぬ事」を最優先に定められている。

　例えば「目の前の男を始末しろ」と王ロード自筆の紙を第三者が示したり、あるいはうっかり「死にたい」と呟つぶやいたりしても安全という訳だ。

　呆あきれるほどの臆おく病びようさ――古代の、最初の王ロードへの軽けい蔑べつが黎の胸に沸わき上がる。

『サンプル一番の強化現象、治まりました。やはり摂せつ取しゆ量りようと持続時間の間には一定の相関傾けい向こうはあっても、個人差が大きく定式化は難しいようですね。強化状態でも、脳の基本的な反応は変わりません』

　見ると、目の前の男の筋肉は元通りに萎しぼみ、顔にも――吸血鬼ヴアンパイアらしくもなく――疲ひ労ろうの色が浮かんでいた。

　強化の反動だ。

「サンプル一番。その場で、手の傷口を提示して動くな」

　黎の命令に従ったサンプルの傷に、リーリヤが止血パッチを当てる。〈穢銀アルゲントウム〉の傷は些さ細さいであっても自然治ち癒ゆしないので、放置すれば血が流れっぱなしだ。実験動物だからこそ、無む駄だ遣づかいはできない。同じ個体で継続してデータを取らなければ、精度は低下する。

「よし、サンプル一番。与えられたエネルギーを補給した後は、待機姿勢になって次の命令まで動くな」

　万全を期して命じた黎は後ずさって、リーリヤが今度は血液バッグを手て渡わたす。ストローを咥くわえ、一気に吸い上げると奥おくに戻って蹲うずくまる。

「……零ゼロ号サンプルはどうなっている？」

　研究チームへの質問を告げると、口の中に苦い味が湧わきだしたような感覚を覚える。

「特に変化はありません。各種の数値も平常通りです。ご覧になっていきますか？」

「いや。その必要はない。零ゼロ号を使った新しい実験が必要になったら、遠えん慮りよなく僕に言ってほしい」

　零ゼロ号サンプルもまた捕らえた〈貴族派アリストクラシスト〉で、「王の血」の効果や吸血鬼ヴアンパイアの生理機能を研究するための標本だ。他とは用法が異なるため、より厳重に別のコンテナ内に納められているが、正直あまり積極的に対面したいような相手でもない。

　覚かく悟ごしてなお、嫌けん悪お感が付きまとう存在だ。

「ああ、そうだ。『王の血』の資料は足りているか？　必要なら、採血を」

「恐おそれ入いります」

　白衣のひとり――初老の男性が注射器を取り出し、黎は自ら袖そでをまくり上げた。消毒の脱だつ脂し綿めんでひんやりする肌に、ちくりと針が突つき刺ささる。

　彼かれは古くからの〈王党派ロイヤリスト〉協力者だが、人間だ。吸血鬼ヴアンパイアは治療などの目的でも王ロードの身体に刃は物ものを当てる事ができない。

「今回はあくまで調査用の補ほ充じゆうです。いずれ、体調の宜よろしい時に保存血を」

「わかった」

　針が抜ぬけた痕あとに圧あつ迫ぱく処置が為なされる。負傷などに備え、輸血用にＬエルｎエヌ－バーの血を定期的に採血・保存する。これは、戦いが始まる前からの習慣だ。

「次はどういたします、黎様？」

　研究室を出ると、リーリヤが訊ねてきた。

「予定だと訓練のはず。相手は、空いているか？」

「それは平時の日程です。昨夜から働きづめですし、採血したばかりです。お休みになった方が……」

　リーリヤの声に、不安が滲にじむ。

「車の中で多少仮か眠みんを取ったし、血も少量だ。京香だって、血を抜いて普通に登校しただろう？　それに妙みように目が冴さえてるから、眠ねむるために身体を疲つかれさせたい」

「わかりました。では、用意させますので、黎様はお着き替がえを」

　リーリヤは内線電話に向かい、黎は更に一階分を階段で降りた。

　本来の設計ならここも駐車場だが、戦せん闘とう訓練などに使う運動場というか、体育館になっている。

　片かた隅すみに設置されたプレハブの小部屋――研究室に比べると厳重にする必要がないからだ――で動きやすいハーフパンツのトレーニングウェアに着き替がえて黎が出て行くと、リーリヤともうひとり、ジャージ姿の男が待っていた。名前は森もり村むら。年ねん齢れいは三〇がらみで、体格は引ひき締しまっている。人相は、あまり良くない。

「それじゃいきますよ、神鎚さん」

　森村の手には、ナイフが握にぎられていた。

「ああ、頼たのむ」

　相手は吸血鬼ヴアンパイアではなく人間――垂たる木き興業の構成員だ。魁国市支配の折に味方につけた、古くから魁冥寺家の下で汚よごれ仕事を受け持つ地回りヤクザ。

　吸血鬼ヴアンパイア相手のような絶対の主従ではなく、年上の人間。しかも、立場からすれば垂木興業が仕えているのは京香であって黎自身ではない。それでも威い厳げんを保ち、上下関係のけじめを付けるために、敢あえて尊大な態度で接する。

　自発的に忠誠を誓ちかう〈王党派ロイヤリスト〉相手とは違い、常にこちらの立場が上だと意識させる必要があるのだ。

　森村が低く身構え、じりじりと近づく。右手のナイフの切っ先がちらちらと揺ゆれる。

　黎は、それに対たい峙じして構える。

　すっ！

　素す早ばやく接近した森村が、ナイフを繰くり出だす。

　黎は身を捻ひねって、ぎりぎりで刃を躱かわした。

　伸のびきった腕うでを素早く掴つかみ、敵の勢いを利用して地面に押おし倒たおしながら、手首を固める。森村の手から、ナイフが落ちる。

　だが――。

　左手がポケットからもう一本のナイフを取り出す。

　不自由な姿勢だが、黎の太ふと股ももに手が届く。

　ナイフが、強ごう引いんに突き立たてられた。

　黎の眉が歪ゆがむ。

　ぐにっ。

　刃が、曲がった。

　訓練用・硬こう質しつゴム製のダミーだが、強く押し当あてられれば少しは痛い。

　だが、その感かん触しよく以上に苦痛だったのは、己の技わざと判断の未熟さだった。

　手にしている以外に武器がある危険性を考こう慮りよしていなかったし、押さえ込みが不完全だったからこそ左ひだり腕うでが自由に動かせたのだから。

「神鎚さん、予測や反応は悪くないですけどね。関節の極きめが甘あまいですよ。やっぱ身体の鍛きたえ方かたが足りない。頭じゃわかってんでしょうから、反復練習で鍛えてください。身体動かすってのは、理り屈くつ知ってるだけじゃどうしようもないんで」

　解放された森村が立ち上がって講評する。

　垂木構成員の中では若く、一応格かく闘とう技ぎをかじった経験もあるので、黎のトレーニングパートナーを主に務めているのだ。

「ああ、気をつけるよ」

　健康維持には配はい慮りよしているし人並みの体力はあるものの、怪我けがを避さけるために激しいスポーツ、殊ことに格闘技は避けてきた。

「リーリヤも見ていて気づいた事があったら、助言してほしい」

「はい」

　側そばにリーリヤが控えているのは観察し、アドバイスするだけでなく、事故などに備え、万一の際に黎の身を守るためでもある。

　更に数回、武器や間合い、状況を変えながらトレーニングは続いた。

「んじゃ、このあたりで切り上げます。神鎚さんもお疲れでしょうから」

　ぺこりと頭を下げ、森村は去って行った。

　黎も片手を挙げて謝意を示すが、疲ひ労ろうのせいで床ゆかに腰こしを下ろしたままだ。

　体力や体術となると、黎はありきたりの高校生に過ぎない。己の至らなさに、つい嘆たん息そくしてしまう。

「お疲れ様さまです、黎様」

「ありがとう」

　リーリヤから手渡されたボトルを受け取り、スポーツドリンクを吸い上げる。心地ここちよく冷えてはいるが冷たすぎず身体に負担をかけない、絶ぜつ妙みような温度だった。

　そっ。

　柔やわらかいものが頬ほおに触れる。

　顔を覆おおう汗あせを、リーリヤがタオルで拭ふき取とってくれたのだ。座り込む黎の隣となりで、自然な姿勢で腰を下ろす。広がったスカートが、黎の脹ふくら脛はぎに触れた。汗で汚してはいけないと判断して脚あしを退ひいたが避よけきれない。

　ちらりと見たが、リーリヤ当人が平気のようなので必要以上に忌き避ひしても仕方ないと諦あきらめる。

「ありがとう」
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「黎様のため、万全を尽くすのがわたしの役目ですから」

　リーリヤは静かに微笑ほほえんだ。

「君たちに守ってもらえるし、吸血鬼ヴアンパイアには直接手出しができないとはいえ〈貴族派アリストクラシスト〉が僕を殺そうとしているのは変わらない。万一に備え、最低限身を守る術すべを身につけておかないとな……」

「わたしが直接手ほどきできれば、もっと上手うまく教えられるのですが……」

　心得があり、荒あら事ごとにも慣れているとはいっても、森村はやはり本格的に格闘技を習得したという程ではないし、大きな前科がつくような場数を踏ふんでいる訳でもない。コーチとしては物足りない。

　リーリヤの戦闘術も我が流りゆうではあるが、百年の実戦で磨みがかれた本物だ。教えるにしても、彼よりは上手くできるだろう。

　だが、万一にも「王ロードである黎を傷つける恐れがある行動」を、積極的に取る事ができない。

「これも古代の王ロードの、執しつ拗ようなセキュリティだな」

　リーリヤから受け取ったタオルに汗を吸わせながら、黎は苦笑した。

「自分の血の効果効能を知ってから、僕だったらどうやってこの制約を突とつ破ぱするか、いろいろ考えてみた。ロボット工学三原則って知っているか？」

「小耳に挟はさんだ程度なら」

　小首を傾かしげるリーリヤに、黎は解説を続けた。

　二〇世紀のＳＦ作家アイザック・アジモフが考案した、ロボットに組み込む基本的にして絶対の行動原則だ。

　第一条・人間に危害を加えない。危険を看過もしない。第二条・人間の命令に従う。第三条・自分自身を守る。

　優先度もこの順番だ。人間が「自分を殺せ」と命令しても、一条に反するので実行できない。「自殺しろ」なら三条より二条が優位なので死ぬしかない。

「『王の血』の制約に似ていますね。第三条は組み込まれていませんが、元が人間である以上死を恐れるのが普ふ通つうですし、そもそもわたしたちは簡単には死なないように作られていますから」

　口元に柔らかな自じ嘲ちようを浮かべ、リーリヤは己の手を見下ろした。

「有能で、意志と知性を持つ存在を道具として支配しようと考えると、似たような結論に至るんだろうな」

　最大の違いは、小説家はあくまで娯ご楽らくや思考実験のルールとして考えたのに、古代の王ロードは生なま身みの人間をそういう道具に実際に作つくり替かえ、同類を増やして支配下に置くシステムまで組み込んだという事だ。

　しかも自分の特権性だけは揺るがない。

　君臨と隷れい従じゆうの無限連れん鎖さ講こう。

「僕も、原典の小説をそれほど読み込んだ訳じゃない。だけど、物語として規則を定めたという事は『どうしたらその規則を破れるか』『規則そのものが内ない包ほうする矛む盾じゆんを悪用できないか』という発想に至るのは、ある意味当然だ」

　実際、少し調べた限りでは「ロボットが人に危害を加える」話が何作もあるらしい。

「同じロジックは吸血鬼ヴアンパイアでも利用できるんじゃないかと、いろいろ考えてみた」

　例えば「これは殺傷力のないダミー」と騙だました上で本物の凶きよう器きを与え、黎に突き立てる事は可能か。直接視し認にんせずカメラなどで間接的に見た場合でも制約は有効なのか。超ちよう長ちよう距きよ離りからの狙そ撃げきはどうか。視界そのものを封ふうじる事でオーラを認識しないという手段は使えるか。

　これまでの実験結果は、どれも不可だった。

　目め隠かくしをしても、王ロードから放たれるオーラは触しよつ覚かくや嗅きゆう覚かくのような形で感知される。超ちよう望ぼう遠えんやカメラ越しでは認識できないはずなのに、加害行こう為いは禁じられてしまう。理由は未だにわからない。

　その一方で抜き取り、身体から離して時間が経過した血液には何の効果もない。成分を分ぶん析せきすれば「王の血」であるのは判別できるのだが、保存しておいて後から飲んでも強化効果も得られない。吸血鬼ヴアンパイアをパワーアップするのは、黎自身の身体から流れ出た鮮せん血けつだけなのだ。

　もちろん、吸血鬼ヴアンパイアの性質とは無む縁えんな人間の殺し屋を使っての狙撃は警けい戒かいする。違い法ほうな手段でも銃じゆうの入手や訓練が難しい日本だが、万一はあり得る。

「人間を差し向けても、わたしたちの警護を突破できない。吸血鬼ヴアンパイアに襲おそわせるのは不可能。黎様が普通に生活していればまだ手もあったでしょうが、現状では難しいでしょうね」

「無防備な頃ころの襲しゆう撃げきを切きり抜けられたのは、君たちのおかげだ。感謝している」

　下校時の尾び行こう、自宅への強きよう襲しゆう――一歩間ま違ちがえばあそこで落命していた。

「黎様の用心深さと思し慮りよ深ぶかさあっての事です」

　リーリヤの表情には、誇ほこらしさと後こう悔かいが入り交じっていた。

　黎は守れた。しかし両親は死に、美紘は吸血鬼ヴアンパイアになるしかなかった。

「ありがとう。だけど、どこまで行っても僕はただの死にやすい人間だ。それに『王の血』を活用するためには、ただ引きこもっている訳にもいかない」

　敵の前に出て行かなければ、効果を発揮しない――武器としての「王の血」の限界だ。

　立てこもって策を弄ろうするだけでは有効活用できない。危険を押しても前線に出るべきケースの方が多いのだ。

　他の駒こまで守るだけではない。キング自体を戦力として駆使する必要がある。

　だからこそ、未熟なりに護身術も身につけようとしている。

「最初の王ロードの時代には、機械技術については現代ほど進んでいなかったと、長老エルダーから聞いています。人間を吸血鬼ヴアンパイアに変えたのも、今のバイオテクノロジーとは幾いく分ぶん異なる手法だったとか。もしも放送や通信の技術があったら、それらも織り込んだルールを作ったでしょうね」

「まったく……呆あきれるほど臆病で、猜さい疑ぎ心しんと警けい戒かい心しんが強くて、そのくせ想像力に乏とぼしくて無責任な人間だ。最初の王ロードというのは」

　彼も、茂も木ぎの先代や魁冥寺義よし貴たか同様、死と真しん摯しに向き合う事なく、恐きよう怖ふから目を逸そらすだけだったのだろう。だから、己おのれの死後の後始末さえ怠おこたり、その悪あく影えい響きようを一万五千年後にも残す羽は目めになった。

「……リーリヤ」

「はい？」

「もう一度訊ねるが、君自身もっと生きていたいという気持ちはないのか？」

「ありません」

　穏おだやかで自然な笑え顔がおで、リーリヤは即そく答とうした。

「僕は〈貴族派アリストクラシスト〉を倒すだけでなく、吸血鬼ヴアンパイアの歴史そのものを終わらせると誓った。そうしなければ、また歴史が繰り返かえされるかも知れないからだ」

「理解してます」

　今の〈王党派ロイヤリスト〉だけが残ったとしても、何百年何千年と生き続ければ気持ちが変わるかも知れない。異なる思想を持つ者が、新たに吸血鬼ヴアンパイアになるかも知れない。新たな〈貴族派アリストクラシスト〉が生まれないという保証はどこにもない。

「けれどそれは僕の都合、僕の価値観でしかない。もしも〈王党派ロイヤリスト〉の中に生き続けたいという者がいるなら、全すべてを滅ほろぼして終わらせるというのは、正しいのか……」

　他者に――味方に自死を強制できるからこそ、黎は逡しゆん巡じゆんする。

　必要な局面では慈じ悲ひも良心も封ふう印いんできるよう、己を律してきた。だが、あくまでも封じるだけだ。捨て去ってはいけない。

「以前にもお答えした通りです。わたしも、長老エルダーも――〈王党派ロイヤリスト〉は皆みな、黎様の決断に同意しております。〈貴族派アリストクラシスト〉に対たい抗こうするため、敢えて不自然で長い生を選せん択たくしただけなのですから。敵が滅んだ後は自らも姿を消すのは、最初から織り込み済みです」

　リーリヤの言葉にも、黎は沈ちん黙もくする。

　それは建前ではないのか。個人としての感情は別ではないのか。

　確証を得るのは簡単だ。「本心を告げろ」と命じるだけでいい。

　だが、それもぎりぎり必要になるまでは避けなければ。

「そういえば、黎様にはまだわたしが変へん貌ぼうした時の話をした事がありませんでしたね」

「あ、ああ」

　一〇〇年生きているとは聞いているが、それだけだ。興味は引かれるが、根ね掘ほり葉は掘ほり訊ねるべきではないと判断していた。

「わたしが生まれたのは、東とう欧おうの小さな街です。国境に近いせいで、戦乱のたびに属する国が変わるような……そんな場所でした」

　リーリヤの年齢と吸血鬼ヴアンパイアになった頃ころ合あいを考えれば、生まれたのは第一次大戦末期で、変化したのは第二次大戦との戦間期だ。

「先代――という言い方も変ですが、黎様のひとつ前に〈王党派ロイヤリスト〉が仕えた方の地元に近かったため、一五世紀から〈王党派ロイヤリスト〉との接せつ触しよくがあった協力者の家系でした」

　リーリヤの言葉に、黎は思い当たった。

「一五世紀の東欧……それは……」

「ご推察の通りです。ワラキア公ヴラド三世。俗ぞくに、ドラキュラのモデルになったと言われている方です」

　敵に対しては苛か烈れつにして残ざん忍にん。龍りゆうとも悪あく魔まとも称しようされるが、カトリック諸国とオスマン帝てい国こくの争いに翻ほん弄ろうされながらもワラキアを守り、治めた英えい雄ゆうだ。

　現代では医学も情じよう報ほう網もうも発達しているので、稀き少しようなＬエルｎエヌ－バーの人間は見つけやすく、「王の血」該がい当とう者しやが生まれても、新生児段階で洗い出される。事実、四〇年ほど前にもひとり現れたが、即座に〈貴族派アリストクラシスト〉に殺されたという。

　しかし、中世では事情が違う。

　ヴラド三世が該当者だと発覚したのは少年期――オスマン帝国の人ひと質じちになっていた時だ。偶ぐう然ぜん、そして幸運にも最初に気づいて接触したのが〈王党派ロイヤリスト〉だったため彼は生き延びてその力を我わが物とし、祖国を守るために活用した。

　一方で遅おくれを取った〈貴族派アリストクラシスト〉はヴラドを殺すため、周辺諸国や教会の背後から糸を引いて軍隊や暗殺者を差し向けた。しかしヴラドはそんな中で戦いくさでの勇ゆう猛もうさと巧たくみな外交を駆く使ししてワラキアを守り、最後は戦場に斃たおれたという。

「〈王党派ロイヤリスト〉同どう胞ほうの中には、実際にヴラド三世に仕える騎き士しだった者や、代々人間社会での窓口となって資金などを提供している者もいますが、わたしの家はそんな立派なものではありません。伝承を細々と受うけ継つぎ、求められれば隠かくれ家がを提供する……そんなささやかな協力者だったんです。両親も、祖父母も、その前の代も――ずっと平へい穏おんに暮らしていました」

　数百年の平和は、たまたま生じた散発的な〈王党派ロイヤリスト〉と〈貴族派アリストクラシスト〉の戦闘で消失した。

　戦いに巻き込まれたリーリヤの家族は全ぜん滅めつし、リーリヤ自身も瀕ひん死しの重傷を負って吸血鬼ヴアンパイアになる事で生きながらえたのだ。

　状じよう況きようは、美紘に似ている。

「どんな形であっても生きたい。死にたくない。仇かたきを討うちたい――あの時は、薄うすれる意識の中で切実に願いました」

　あの時は――ならば、今はどう思っているのか。

　口から出かかった質問を、黎は飲み込む。

　リーリヤ自身が語るまで、じっと待たなくては。

「幸い、直接の仇を倒す機会には恵めぐまれました。ですが、市し井せいの協力者ではなく〈王党派ロイヤリスト〉という組織の一員となった以上、自分の感情だけで動く事はできません。他にも、沢たく山さんの相手をこの手に掛かけてきました。吸血鬼ヴアンパイアも、人間も――〈貴族派アリストクラシスト〉だけではありません。全く無関係の人間も」

　冷たい微び笑しようを浮うかべながら、リーリヤは己おのが白い手を見つめていた。

　傭よう兵へいや暗殺者は、〈王党派ロイヤリスト〉が資金を得たりコネクションを構築したりするためのありふれた手段だ。特に、若く美しい少女であるリーリヤは相手を油断させたり、内うち懐ぶところ深くまで潜もぐり込むには適している。

「個人的な怨うらみは別にしても〈貴族派アリストクラシスト〉の考えには賛成できません。けれど〈王党派ロイヤリスト〉はずっと劣れつ勢せいでした。わたしがどれだけ戦い、他人の血を流しても、現状維い持じさえ覚おぼ束つかない。正直、戦いが嫌いやになった事もあります」

　以前、リーリヤ自身が言っていた。

　吸血鬼ヴアンパイアは長命だが、肉体的な年齢にある程度縛しばられ、精神的に老成しきる事はないと。それは長い生に疲れ、絶望しないための「安全装置」でもあるのだろう。別の角度で見れば人間と同質の、そして遥かに長い苦く悩のうや悲ひ哀あい、煩はん悶もんを背せ負おい続けるという事だ。

　自分たちを特権階級と見なし、欲望を満たそうとする〈貴族派アリストクラシスト〉の方が、生き方としては気楽なのだろう。

「そんな中で、わたしを支えたのは希望です」

「希望？」

「ええ。いつか王ロードが現れるという希望」

　独特の色の瞳が、真まっ直すぐに黎に向けられる。

「優すぐれた王ロードがわたしたちを率いてくれれば〈貴族派アリストクラシスト〉を倒せるかも知れない。長老エルダーが言うように戦いの歴史が終わるかも知れない。そんな希望です、黎様」

「その……くすぐったいな、正直」

　黎は、つい視線を逸らす。

「わたしは長老エルダーや古い同志と違ちがい、具体的な王おうに仕えた経験はありません。生まれた国はまだ王制でしたけど、田舎いなか暮らしの子供には実感もありませんでしたし。だから王様という存在には……そうですね、おとぎ話のような憧あこがれがありました。ですが、不安もぬぐい去れませんでした」

　言葉を選ぶための、数秒の沈黙。

「もし『王の血』を持つ方が、わたしたちの力を私欲に用いようとしても、命令には逆らえないのです。たとえ内心でどれだけ憎にくみ、軽けい蔑べつしようと。血が顕けん現げんするのは完全に偶然。ワラキア公のような意志と武勇の持ち主である保証などありません」

　反射的に自問する。

　自分は、「王の血」を満たすに相応ふさわしい器うつわだろうか。

　以前にもリーリヤや長老エルダーから評価の言葉は聞いているが、ちょっと成績がいいだけの凡ぼん庸ような高校生でしかない。普通と違うのは、境きよう遇ぐうから常に「死」を身近なものとして考えているという点くらいか。

　その不安を、リーリヤの笑えみがかき消す。

「黎様は、期待以上です。英明で決断力と意志力に優れ、直接の復ふく讐しゆうだけでなく、吸血鬼ヴアンパイア全体のあり方までを考え〈王党派ロイヤリスト〉が一万五千年掲かかげてきた願いと同じ結論に自らたどり着いた――それは、素す晴ばらしい事です」

　これまで彼女が見せた事のない、素す直なおで朗ほがらかな、十代の少女らしい笑顔。

「……ありがとう」

「わたしたちは、血の命令には逆らえません。ですが、支配できるのは行動だけ。臣下ではあっても奴ど隷れいでも道具でもないのです。主あるじと願いが一いつ致ちするからこそ自ら考え、工く夫ふうし、積極的に行動できるのです」

　一いつ瞬しゆん、目を伏ふせてリーリヤはまた顔を上げる。

　間近で顔と顔が見つめ合う。

「そんなのは、綺き麗れい事ごとですね。率そつ直ちよくに、言います。わたしが巡めぐり会あった王ロードが、決して離れられない運命の人が、貴方あなたであってよかった――そう思える事が、嬉うれしいんです」

　白く華きや奢しやな手が、黎の手をぎゅっと握りしめる。

　肌は、冷たい。

　それでも握りしめる力の強さが、彼かの女じよの思いの熱さを伝えてくる。

「どうか、この命を本ほん望もうな形で使い切らせてください。〈王党派ロイヤリスト〉の歴史を、宿しゆく業ごうを終わらせてください。貴方なら、それが可能だとわたしは信じています」

「そうだな」

　黎が頷うなずくと、リーリヤはそっと手を解ほどいた。

「少し弱気になっていたみたいだ」

「気持ちが揺れるのは、生きて、心のある存在なら自然な事です。絶対に揺るがず、迷わないと張はり詰つめるよりは、自らの弱さを認めた上で疲れたら休み、進むべき道を見つめ直せればいいのではありませんか」

「アドバイス、心に刻むよ」

「多少は長生きしていますから、これくらいは」

　リーリヤの頬が緩ゆるんだ。

「そうだ、黎様」

　座った姿勢のまま、長いスカートを手た繰ぐり上げる。

　黎は思わず目を逸らそうとしたが間に合わない。露あらわになった腿ももに巻き付いたベルトには数本の細いダガーが差されていた。

　その一本を鞘さやごと外して、黎の掌てのひらに乗せる。

「これを、お持ちください。〈慈悲の毒牙ミゼリコルデイア〉と銘めいされています」

　材質は〈穢銀アルゲントウム〉。内部に特とく殊しゆな薬物が仕込まれており、戦闘用というよりは吸血鬼ヴアンパイアを安楽死させるためのものだと、リーリヤは説明した。

「単に斬きりつけるだけでなく、心臓に突き刺して使用します。全てを果たし、わたしが生きる必要がなくなったその時は、黎様の手でとどめを刺してください」

「わかった」

　短たん剣けんの鞘を、ぎゅっと握りしめる。

　決断に要したのは、ほんの一いつ瞬しゆん。

　終わらせる王ロードとしての責任を果たすというのは、この事を視野に入れるという事だ。

　自ら命を絶つように命じるのは簡単だが、この手で直接死を感じ取る覚悟から、逃にげてはいけない。

「その時までこれは大切にする。だから、リーリヤも生き抜いて欲ほしい。もちろん、不本意な形でこれを使うのもご免めんだ」

「ええ。黎様以外に殺されたりはしません。約束いたします」

　肯うなずき合い、黎は立ち上がった。

　リーリヤが渡わたしてくれたタオルは、そのまま首に掛ける。

「取りあえず、今僕がしなければならないのは休息だな。部屋に戻もどる。リーリヤも必要なら休んだ方がいい」

　疲れた身体の火ほ照てりも、いい具合に鎮しずまってきている。

　戦い、指揮を執とる者にとっては、休息して頭と身体の状態を維持するのも役目のうちだ。

「はい。そうします」

　最初に目覚めぬ美紘を抱かかえて、一いつ緒しよに逃げていた時とは違う。

　拠きよ点てんがあり、少数だが眠りの間を守護する仲間だっているのだから。




「……ん……」

　訓練の後、自室でシャワーを浴び、ベッドに潜もぐった黎を目覚めさせたのはアラームの電子音ではなく、漂ただよってくる懐なつかしい香かおりだった。

　時刻を確かめると、午後二時過ぎ。疲れが溜たまっていたのか、予定より一時間ほど寝ね過すごしてしまっている。

　普通に高校生をやっていた時に比べて、生活のサイクルは不規則だ。特に、敵地に夜や襲しゆうを仕し掛かけたりした後は。

　無意識に目覚ましを止めてしまっていたのなら、想像以上に疲ひ弊へいしていたという事か。

　ベッドから起きて軽い体操で身体を解ほぐした後、ガウンを羽織る。

　一いつ般ぱん市民を巻き込まない意図もあり、一棟とう丸ごと拠点で〈王党派ロイヤリスト〉の関係者以外は入らない。部屋は余っていて皆が集まるための会議室などの大部屋も別にあるが、黎が居室にしているのは単身者用のありふれたマンションタイプだ。

　身ひとつで脱だつ出しゆつしてきたので私物がないし、無意味な贅ぜい沢たくに浸ひたる趣しゆ味みもない。最小限の衣類と数冊の本、パソコン以外には何もない殺風景な部屋。

　やはりここはただの「住まい」ではなく「基地」なのだと実感してしまう。

「あ、お兄ちゃん？　起きたの？」

　ダイニングキッチンでは、部屋着の上にエプロンをつけた美紘が料理をしていた。

　さっき感じたのは、カレーの芳ほう香こうだったのだ。

「身体の具合は、いいのか？」

「うん。ちゃんと休んだし、栄養補給もしたし。お医者さんも、気分転てん換かんした方がいいだろうって」

　玉たま杓じやく子しで鍋なべをくるくるかき混ぜながら、笑う。

　元々美紘は料理好きだった。吸血鬼ヴアンパイアになり、ここに移り住んだ直後に二、三度キッチンに立ったが、その後は戦いが激しいせいもあって遠ざかっている。

「気分転換か……。そうだな。とりあえず、ストレスや心配事は溜ためないようにしないと。何かあったら、気軽に言ってくれよ」

　実際の戦いもそうだが、緊きん張ちようが続き、この建物に立てこもっている状態では心理的な負担も少なくない。メンタルケアも重要な問題だ。

「引きこもりには慣れてるもん。やる事がはっきりしてる分、あの頃よりは楽といえば楽だよ。暇ひまつぶしも、本やゲームばっかりじゃ飽あきちゃうし」

　冗じよう談だんめかして美紘が笑った。

　黎と京香も、家族を失った上での入院経験がある。巻き込まれた十代の三人とも、耐たえて待つのは初めてではない。楽観視はできないが、安心材料のひとつではある。

　もちろん美紘だってただじっと待機しているだけでなく、リーリヤから戦闘の訓練は受けている。ただし経験不足で不安定な美紘は、どうしても技術より能力に頼たよる形になってしまう。

「マトンカレーだな？」
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　くん、と鼻を鳴らし、香りを確かめてから訊たずねる。

　母が、得意にしていたメニューのひとつだ。

　今どき市し販はんのルウは絶妙に配合されているので、素人しろうとが下手な工夫で何か足すとバランスが崩くずれると言われているが、スタンダードな牛や鳥に比べると、やはり羊には癖くせがある。神鎚家ではルウそのものは弄いじらずに、下した拵ごしらえで肉に味付けしていた。

「食べ物とか、いくらでも配達してもらえるけど、お兄ちゃんも我が家の味が恋こいしくなるでしょ？　だから材料買ってきてもらっちゃった。作り置きもできるし」

「そうだな。ありがとう」

　黎や美紘はもちろん、〈王党派ロイヤリスト〉の他の吸血鬼ヴアンパイアが買い物に出かけたりはしないし、安全を考えて直接のデリバリーも避けている。食料や日用品などは、原則垂たる木き興業を通じて運ばせているのだ。日ひ頃ごろの食事は簡単なもので、本格的な手作りは久しぶりな気がする。

「ご飯も炊たけてるし、食べる？　それとも起きたばっかりでカレーは重いかな？」

「大だい丈じよう夫ぶさ。むしろいつもより食欲があるくらいだ。前の晩の残りのカレーっていうのも、珍めずらしくなかったしな」

　翻ほん訳やくの方が多た忙ぼうになると、たっぷり作っておけるカレーやシチューになるのが神鎚家のパターンだった。あるいは、母に代わって美紘がキッチンに立つか。黎も最低限の技術はあるものの、腕うで前まえでは一歩も二歩も譲ゆずるのでサラダの盛りつけくらいしか手伝わせてもらえなかった。

　何もかも、過ぎ去って帰らない日々。

　しかしそれを懐かしんでいる余よ裕ゆうはない。

　黎がテーブルに着くと、ほどなく皿に盛られたマトンカレーが運ばれてくる。

　見た目はとろみの強いスタンダードな日本風のカレー。付け合わせのピクルスは別添ぞえの小皿。もちろん冷たい水も一緒だ。

　いい香りの湯気を立てているのは、ひとり分。

　美紘自身の分は、ない。

「いただきます」

　はっきり発声し、ひと匙さじすくって口に入れる。ピリッとした刺し激げきに、羊肉特有の風味が馴な染じんでいる。ラムよりもマトンの方が濃のう厚こうなエキスが出てカレーに負けないというのが、母の弁だった。肉にも、しっかり胡こ椒しようと醤しよう油ゆの下味が染み込んでいる。

　懐かしい、神鎚家のカレーだった。

「どう？　美味おいしい？」

「ああ、最高だよ」

　頬ほお杖づえを突いて訊ねる美紘に答える。

　お世辞やお為ためごかしではない。素直に飛び出してきた感想だ。

　やや硬かために炊きあげたライスが口の中でほろりと解け、スパイシーなルウとほどよく調和する。ピクルスは市し販はん品ひんだが、これも神鎚家で愛用していた銘めい柄がらだ。コリコリした歯ごたえと甘あま酸ずっぱさが、カレーの刺激を巧たくみに和やわらげる。養子だった黎は以前に訊ねた事があるが、母はやはり「まずピクルスありき」で、それに合わせてカレーの味付けを工夫したらしい。

　食べる、味わう――ただ機能を維持するための栄養補給ではなく、生きているという手て応ごたえを全身で感じ取るための行為。

「よかったぁ。失敗してたら、どうしようと思った」

　安あん堵どする美紘の言葉に、しかし黎のスプーンは止まった。

「……味、わからないのか？」

　料理は手慣れている美紘だ。食べても栄養にならないとしても、作って味見をしないはずがない。動作の流れとして、身体が忘れていないはずだ。

「ていうか、前とは感じ方が違っちゃってる。スパイスの配合とか、細かくわかっちゃう。近視の人がいきなり眼鏡めがねをかけた……っていうのともちょっと違うかな？　成分表を直接見せられる感じに近いかも」

　精密に理解できるが、実感はないという事か。

　吸血鬼ヴアンパイアの肉体は「性能」が向上するのは確実でも、それが「感かん触しよく」として機能するとは限らない。

　エネルギーは人間の血。食べ物を口にするのは可能でも、それは人間と同席する際の「偽ぎ装そう」として必要だからであって、吸血鬼ヴアンパイアにとっては「害にならない」程度の意味しかない。

「だから、ママから教わったレシピの通りに正確に作ったんだけど、味が思った通りになったかは確かめられなかったの」

　美紘の笑顔は、作り笑いだ。

　以前よりも変化が進行している。

　やはり、一いつ般ぱん的てきな吸血鬼ヴアンパイアとは異なる現象だ。普通は、因子を注ぎ込まれて吸血鬼ヴアンパイアになった時点で完成する。そこからは成長や老化は抑よく制せいされ、数か月程度で変化が進行する事はあり得ない。

「あ、でも、この身体が嫌いやなんじゃないよ。お兄ちゃんが助けてくれなかったら、こうしてカレーを作ったりできなかったし、お兄ちゃんを守る事もできなかった」

　誇ほこらしげに、両りよう腕うでを大きく広げる。

「美紘……」

「それにほら、学校に行けなかったり、気軽に外出できなかったりは元のままだしね」

　痛々しい笑みを、黎は真っ直ぐに見み据すえる。

　辛つらく、苦しくても笑おうという、気高い意志をこそ尊重する。

　今慰なぐさめたり詫わびたりするのは、美紘への侮ぶ辱じよくだ。

「だから、戦うよ。人間に戻って、引きこもりも脱出」

　おどけて、ガッツポーズを取る。

「お兄ちゃんがそうするって決めたんだから、わたしも一緒に頑がん張ばるよ」

「そうだな。僕ぼくも、頑張らないとか」

　黎も笑顔を作り、意を決してカレーを食べ続ける。口の中を精せい一いつ杯ぱいに使って、味わい尽つくそうとする。

　この美味おいしさを感じられない美紘の分まで。

　母が得意だった、父が好きだった味を噛かみしめる。

　確かに両親と会う事は、家族団だん欒らんの時は二度と来ない。それでも、何もかもが失われた訳ではない。

　父から教わった事は黎の中に根付いているし、母の味は美紘が受け継いでいる。

　それを守り抜ぬくためにも――戦う。

「ご馳ち走そう様さま。いつか――とは言わない。一日も早く、この戦いを終わらせよう。そして、また一緒に食しよく卓たくを囲もう」

　食べ終え、水も飲み干し、黎は宣言する。

　美紘がまた普通に料理を食べ、味わう日は来る。来ると信じるしかない。

　吸血鬼ヴアンパイアは不老ではない。

　その事実は既すでに教えられているし、何よりも長老エルダーという明白な実例にも会った。単に老いていく速度が人間より緩ゆるやかというだけでなく、若さを維持したり巻まき戻したりするには普通の吸血とは異なる手段が必要になる。

　体調異常の件は別にしても、なるべく早く元に戻さなければ、それだけ美紘の負担は大きくなるのだ。

「うん。その時は、何を作ろうかな？　またカレーでもいいし、ポトフとか、炊き込みご飯とか……」

　家族みんなが好きだったレパートリーを思い出しながら、指を折る。

「今から考えるのもいいけど、季節に合わせて旬しゆんの食材から決めればいいさ。その時には、父さんと母さんにも供えよう。父さんの好きだったお酒も一緒に。墓参りにも行くんだ。仇かたきは討ったと報告するためにも」

　司法解かい剖ぼうを終えた遺体が戻ってきた後、葬そう儀ぎは父の叔父おじの手でひっそりと執り行おこなわれた。元々親しん戚せきが多い方でないし、事件の余波も残っているため、目立つのを嫌きらったのだ。遺骨は神鎚家代々の墓に納められた――事実関係は、京香経由で聞いている。

「うん」

　笑顔で頷うなずく美紘の目め尻じりに、小さく涙なみだの粒つぶが浮かんでいた。




　食事の後、黎は「作戦室」と呼んでいる一室に籠こもっていた。

　厳重なセキュリティを介かいしてネットワークに接続しており、世界中の〈王党派ロイヤリスト〉から情報が寄せられるようになっている。

　もちろん、過去一万年以上に及およぶ戦いの記録を含ふくむ膨ぼう大だいな資料も検けん索さく・閲えつ覧らん可能。

　コンピュータの保安だけではない。窓は防ぼう弾だん素材で完全に塞ふさがれている。外からの監かん視し、狙撃、レーザー振しん動どう計測による盗とう聴ちようなどを防ぐためである。

　黎にとって、もっとも大切な仕事の場だ。

　必要とあれば〈王党派ロイヤリスト〉のスタッフを招いて意見を求める事もあるし、ひとりきりで思し索さくに耽ふける事もある。

　ベラルーシでは〈貴族派アリストクラシスト〉に協力していた企き業ぎようの切り崩しと取り込みに成功。

　アフリカ・ブルキナファソの敵拠点を奇き襲しゆうで壊かい滅めつ。

　劣れつ勢せいに立たされていたニューハンプシャー州の〈王党派ロイヤリスト〉は追つい撃げきを逃のがれ、カナダの同志と無事に合流。

　各国の最新情報が届いている。

〈貴族派アリストクラシスト〉と〈王党派ロイヤリスト〉は長い戦いを続けている。しかしそれは表に見える激しいものではない。存在自体が陰かげに隠かくれているのに加え、やはり絶対数が少ないからだ。

　優勢の〈貴族派アリストクラシスト〉でも、ほぼ使い捨ての雑ぞう兵ひようを勘かん定じように入れなければ全世界で数万人程度。六桁けたには届いていないらしい。強力だが弱点も多く、人血に依い存そんする以上は表おもて舞ぶ台たいには立てないし、やたらと数も増やせない。稀少だからこそ、人間の協力者を釣つる餌えさになるという側面もある。

〈王党派ロイヤリスト〉は更さらに少なく、ざっと七千人といったところだ。

　数で劣おとるため、これまでは来きたるべき日のために戦力や組織を維持する事の方を重視し、結果としてじりじりと消しよう耗もうするだけだった。

　だが、その日は到とう来らいした。

　待望の王ロードが現れたのだ。

　もちろん、全ての作戦を黎が直接指揮している訳ではない。

　各地の詳しよう細さいな状況や彼ひ我がの戦力などは把は握あくしていないし、下手な口出しは不可能な上に危険だ。ただ、それまで分散していた医師や研究者をここに集合させたり、護衛要員を呼び寄せた都合で、各地の戦力は再編せざるを得なかった。

　それが契けい機きとなり、また「黎が健在なうちに〈貴族派アリストクラシスト〉に勝利する」という明確な方針を得た事で、多少の損害は覚かく悟ごの上での攻せめに転じているのだ。

　今のところ〈貴族派アリストクラシスト〉の油断もあって、こちらの攻こう撃げきは効果を上げている。

　分秒を争あらそう速度ではないが、毎日のように動静は変化している。

「……アメリカ北東地域の都市部では、敵も派手な動きはできない。手を引いて、間接的な監視と経済的なプレッシャーで充じゆう分ぶんか。中南米は現状維持。中国から東南アジアに掛けては、もう少し攻こう勢せいをかけたいところだが、どこから戦力を補ほ充じゆうするか……」

　ディスプレイを睨にらみながら、声に出して思考を整理する。

『黎くん、入っていい？』

　不意に、インターホンから声が聞こえた。

「京香か。どうぞ」

　情報分析に集中していたから気づかなかったが、高校から帰宅する時間になっていた。

　自ら開かい錠じようし、ドアを開いて迎むかえ入いれる。制服姿のまま、車くるま椅い子すが静かに滑すべり込んでくる。

「ただいま」

「おかえり」

　不意に、京香がくすっと笑った。

「どうした？」

「ん。ちょっと不思議な気持ちだったから。『ただいま』って、忘れかけてた」

　魁冥寺の家では、型どおりの礼節はあっても団だん欒らんや安らぎはなかったという。

「学校はどうだった？」

「特に変わりないわ。もう黎くんの話もほとんど出ないし」

「まあ、喜ぶべきなんだろうな。きな臭くさい話題をいつまでもしているほど、みんな暇ひまじゃないという事なんだから」

　苦く笑しようしながら黎は席に戻り、常備しているポットで紅茶を用意する。

　元々他人とは距きよ離りを保っていたので、京香以外には個人的な友人はいなかった。クラスメイトが殺人事件に関係している上に行方ゆくえ不明というのは、センセーショナルだがいつまでも続く話でもない。女教師の失しつ踪そう同様、日々の勉強や部活の中に紛まぎれて消えていく他人事だ。

　むしろ母校が変わらず平和な事に、喜びを覚える。

「黎くん、ちょっとは悔くやしくないの？」

　カップを揺ゆらして湯気の香りを楽しみながら、京香が訊たずねる。

「悔しい？」

　違い和わ感かんのある表現だ。

　自分が他人に重視されていないのが「悲しい」や「寂さびしい」ならまだ素直に飲み込めるのだが。

「だって、黎くんを狙ねらってた女の子が、みんなそれほど本気じゃなかったって事だもん」

　思わず紅茶を吹ふき出だしそうになる。

「でも安心して、黎くん。わたしだけは本気だから」

　胸むな元もとで両手を握にぎり合わせ、ぷるぷると首を振ふる。

「またそのジョークか！」

　自分には欠けているタフなユーモアには敬意さえ感じているけれど、自分が材料にされるのはさすがに嬉うれしくない。

「ま、実際のところはわたしの方が腫はれ物もの扱あつかいね。そのせいもあって、黎くんの事は話題に上らない」

　地元の名士である父と兄が「事故死」し、高校生の身で会社と資産を相続。しかも黎とは違って普ふ通つうに通学している京香の方に、自然と注目が集まる。噂うわさ話ばなしだけではない。目の前で当人に相対する必要があるのだから。

「面めん倒どうじゃないのか？」

「忘れたの？　わたしは黎くんと違って、対人スキルは高いの。直後は普通に『家族を亡なくした悲しみに耐える娘むすめ』をやって、今は『悲しみは完全には癒いえていないけれど、明るさを取とり戻している』で通してるわ」

　にっこり笑って、京香はサムズアップする。

「京香が戦友で助かったよ。僕だけなら、煮に詰つまって焦こげ付ついていたかも知れない」

「最初からこうだった訳じゃないわ。わたしは、明るくてタフな人間になろうとしてなったの。きっかけは黎くんよ。変われる、変えられるって信じられるようになったのは」

「そういう事になるのかな」

　最初に病院で出会った時、互たがいに挫くじけぬよう鼓こ舞ぶしたのは黎の方だし、高校で再会して状況に立ち向かえと背中を押おしたのも確かに黎だ。

「僕は神鎚の家に入ってから、家族の一員として馴染もうとしてきたからな。変われるし、必要に応じて変わらなきゃならない……そう思っていたからな」

「今は、戦う王ロードに自分を変えている？」

「ああ」

　誰だれかに強制されたのではない。しかし志願した訳でもない。

　降りかかった状況を受け止めて、自らの意志で決定した事だ。

「じゃあ、次の変身の事は考えてる？」

「次？」

「勝って、吸血鬼ヴアンパイアの歴史を終わらせたのなら、王様の仕事もお役御ご免めんよ。その時は、どうするの？　また違うものに変わらなきゃいけなくなるわよ」

「今は、敢あえて考えないようにしている」

　問いを待っていた訳ではないが、答はずっと前から黎の中にあった。

　戦後に希望と展望があればこそ、戦い抜く意志が保てるという考え方もある。それを知った上で、黎は迷いや逡しゆん巡じゆんを恐おそれた。

　平へい穏おんな生活に戻るのを前提にする事で、非情で苛か烈れつな手段を採れなくなるのは、避さけなければならない。

「それについては、わたしが先せん輩ぱいかな？」

　京香は、空になったカップをソーサーに置いた。

「前に言ったよね？　目的は果たした。だから次にやりたい事が見つかるまでは、黎くんの手伝いをするのも悪くないって」

「ああ」

　父への怨うらみを晴らす。奴やつが手にしているものを全すべて奪うばい取って、屈くつ辱じよくと悲ひ嘆たんの泥どろ沼ぬまに沈しずめてやる――京香がずっと秘ひめていた願いは、吸血鬼ヴアンパイアの介かい在ざいによって思いがけぬ形で急速に達成された。

「じゃあ京香は、次の道をもう見つけたのか？」

「改めて考えてみるまでもなく、わたしが魁冥寺義貴を憎にくんだのは、あいつが〈貴族派アリストクラシスト〉の協力者だったからじゃないのよね」

　無意味に地位や権利を誇こ示じし、他人を見下し、血の繋つながった娘さえ単なる道具としか考えない。その掌しよう中ちゆうで、利用されつつあった。

　だから憎み、怨んだ。

「あの男の価値観は〈貴族派アリストクラシスト〉と一緒よ」

　微笑のままだが、言葉には吐はき捨すてるような嫌けん悪おの響ひびきがある。

「代々〈貴族派アリストクラシスト〉に仕えてきたからって理由じゃない。吸血鬼ヴアンパイアとは無関係に、吸血鬼ヴアンパイアの存在なんか知らずに、ただこの世の常識としてそんな風に考えている人は少なくないわ。残念ながら、ね」

　戦いに身を投じて実感した事だ。

〈貴族派アリストクラシスト〉協力者を洗い出すため、魁国市とカイ・ケミカルに似た条件の街や企業に当たりをつけて調査した。

　もちろん、候補が全て協力者だった訳ではない。

　だが協力者でないからといって、義貴と異なるという訳でもなかった。

　私し企き業ぎようが自治体の経済を牛ぎゆう耳じり、政治と癒ゆ着ちやくし、警察にまで影えい響きようを及ぼす。下した請うけに無理を命じ、利益を吸い上げ、不正の告発を揉もみ消けし、糾きゆう弾だん者しやを社会的に抹まつ殺さつする。

〈貴族派アリストクラシスト〉との繋がりなしに、それらを当たり前にやってのける「人間」は珍めずらしくない。

「わたしは、そんな連中と戦い続ける」

　一瞬だけ、京香は真顔になった。

「もちろん世界そのもの相手の完全な勝ちなんて望めない。一生かけたって終わらないのもわかってる。だけど、わたしの力でカイ・ケミカルが少しでもまともな会社になって、魁国市が今より住みやすい街になったら――それがわたしの勝利」

〈貴族派アリストクラシスト〉との戦いが全てではない。それと重なり合って存在するものこそが、京香の宿敵だ。

　簡単な事ではないし、単純な話でもない。

　カイ・ケミカルは沢たく山さんの従業員を抱かかえており、街に及ぼす影響も大きい。下手なやり方では混乱を生むだけだ。ゆっくりと時間をかけ、企業としての力は保ったまま歪いびつな構造だけを修正してソフトランディングするのだろう。

「〈貴族派アリストクラシスト〉吸血鬼ヴアンパイアというわかりやすい敵が相手で、決着の付け方が見えている僕は、まだ楽という訳か」

「そういう事。だから、きっちりやり遂とげなさい」

　謙けん遜そんも衒てらいもなく答えて、京香が拳こぶしを掲かかげた。

　返答の代わりに、黎も握った拳を軽く打ち合わせた。







第二章　策謀と策動







「山やま梨なしの訓練所が壊かい滅めつしただと？　あそこを任せた茂も木ぎは、確か血族に昇しよう格かく済みのはず。標的の血の力に当てられたか？」

「詳くわしい事はわからないけど、どうやら息子むすこの若社長が裏切って手引きしたらしいわ」

　某ぼう所しよ――現代日本とは思えないほど過か剰じように装そう飾しよくされたゴシック調の広間で、十数人の男女がひそひそと話し合っている。

　見た目の年ねん齢れいはばらばらだ。三〇前後の女性もいれば、枯かれ果はてたような老人も交じっている。外見は当てにならない。この場の半数は〈貴族派アリストクラシスト〉の吸血鬼ヴアンパイアであり、残りは人間の有力な協力者なのだから。

　日本各地から集合した、要所の都市を預かる幹部クラス。魁かい国こく市しを預かっていた魁かい冥めい寺じ義よし貴たかよりも格は上。いわば、日本国内における〈貴族派アリストクラシスト〉の中ちゆう枢すうだ。

「やはり人間如ごときは当てにならないわね。徳島の仰ぎよう徳とく寺じも、神み鎚づち黎れい――標的の側に寝ね返がえったんでしょ。まだ攻撃された訳でもないのに、襲おそわれたら勝てないと怯おびえて。人間なんてしょせん当てにならないわ」

　紫し紺こんのドレスを纏まとった妖よう艶えんな美女が、忌いま々いましげに裏切り者の名を吐き捨てた。

「それを言うなら、血族の方が問題ではありませんか？　どれほど忠誠を誓ちかおうと、奴の血の前には逆らえないのですから。南神か奈な川がわが陥おちたのはそのせいですよ」

　市政に深く食い込んでいる訳ではないが、古くから〈貴族派アリストクラシスト〉の要人だった古い血族がおり、十数年前に貴婦人ダーメを日本に迎える際に準備を整えたのも彼かれだ。

　しかし、神鎚黎一派の奇襲を受けて敢あえなく壊滅した。当人は情報を奪われぬよう、血に支配される前に自ら命を絶ったと伝えられている。

「……幹部とは言っても、人間の奉ほう仕し者しや如ごときが生意気な口を利きくのね」

　反論したスーツの男を睨にらむ美女の口元に、白い牙きばが光る。

　そもそも上級幹部がこれだけ集まるというのが異例だった。

〈貴族派アリストクラシスト〉は唯ゆい一いつ絶対の存在である貴婦人ダーメを頂き、全ての命令は彼女とその側近から下される。拠点となる都市はそれぞれを預かる者の裁量に任される小さな独裁国家であり、合議制などは存在しない。

　希まれに親しん睦ぼくのための「夜や宴えん」はあっても「会議」というのは前ぜん代だい未み聞もんなのだ。

　重苦しい音を立て、奥おくの扉とびらが開く。

　まず入ってきたのは、黒い戦せん闘とう服ふくに身を包つつんだ男女だった。

　闘とう士し然とした体格で、整った中にも厳いかつさを宿した男の名は霧きり島しま凌りよう牙が、ラテン系の浅黒い肌はだにウェービーヘアの女はパウラ――精せい鋭えい実戦部隊〈黄昏ダスク〉のメンバーだ。貴婦人ダーメの直属であり、お気に入りでもある。

「静せい粛しゆくに。貴婦人ダーメ閣下のおなりです」

　パウラが澄すんだ声で宣言するのに続いて、ふたりの側近――秘書役の吸血鬼ヴアンパイアを従えた少女が入室してくる。

　透すき通とおるような白金色の髪かみ、深しん紅くの瞳ひとみ、黒地に赤い薔薇ばらを染めた正しよう絹けんの振ふり袖そでを奇き妙みように着き崩くずした姿。十代前半にしか見えないが、一万五千年前に古代の王ロードによって生みだされた生物兵器としての吸血鬼ヴアンパイア――原種なのだ。

　全員が起立して深々と頭を下げる中、貴婦人ダーメは欠伸あくびしながら豪ごう奢しやな椅い子すに腰こしを下ろした。

「貴婦人ダーメ閣下、本日は我わが求めに応じてくださり、恐きよう悦えつの至りでございます」

　列席者のひとり、和装の老人が改めて礼を述べる。細く開いた目が赤いのは吸血鬼ヴアンパイアの証あかし。彼が、今回の会合の提案者だ。

「この度たび、標的の出現によって、国内のみならず世界各国においても、既すでにいくつもの支配地域が失しつ陥かんし――」

「ああ、面倒な説明はいいわ。どうせ、みんな知っている事でしょう？　これで、全員？」

　貴婦人ダーメが、室内を見回す。

　長机に並んだ椅子には、ふたつの空席があった。

「はい。胆い澤さわは渡と豪ごう中のため欠席との事です。篠しの宮みやとは連れん絡らくがつきませんで」

「……ふん」

　老人の言葉に、貴婦人ダーメは呆あきれたように鼻を鳴らした。

「要は対策を話し合いたいって事でしょ？　何か有効な手がある者は発言しなさい」

　貴婦人ダーメは、退たい屈くつそうにひらひらと手を振る。

　列席者たちは互いに顔を見合わせたが、さっき言い争っていたスーツの紳しん士しがまず立ち上がった。

「標的とその一党は〈貴族派アリストクラシスト〉の領地に奇襲を仕掛けてはいますが、拠点が魁国市なのは明らかです。ならば、多少のリスクは覚悟の上で大規模な攻撃を仕掛け、一気に殲せん滅めつしてしまうのが上策かと具ぐ申しんいたします。詳細な住所は不明ですが、魁冥寺京きよう香かが保有するビルやマンションを纏まとめて破は壊かいすれば逃げられないでしょう」

「雑な手ね。多少のリスクって、どれだけの騒さわぎになると思ってるの？」

　先刻の美女が軽けい蔑べつの溜ため息いきをついた。

「魁国市の人口はたかだか一〇万。標的を始末するために街の中心部を吹き飛とばしたとしても、せいぜい死者は数百から千、どうあっても一万には届かないだろう。それで標的を殺せるのなら、安いものではないか？」

　吸血鬼ヴアンパイアではなくまだ人間である者が、一万の死者を安価な代だい償しようと断言する。

　まるで他人の命を軽く扱あつかう事が、自らの地位の高さの証明であるかのように。

「確かに小都市だけど、田舎いなかじゃないのよ。一応は東京のうち。大きな騒ぎが起きればすぐにメディアも駆かけつけるし、今どきはネットにも情報が流れるわ。わたしたちの秘密が露ろ呈ていするのは、小さなリスクかしら？」

　社会の裏り面めんに密ひそかな支配の根を張はり巡めぐらせているとはいえ、吸血鬼ヴアンパイアは絶対数で劣り、弱点も多い。何より人間を必要としている。存在が白日のもとに曝さらされれば滅ほろびは必至だ。

「それに大規模な攻撃といっても具体的にはどうする？」

　訊ねたのは、和装の老人だ。

〈貴族派アリストクラシスト〉は〈黄昏ダスク〉以外にも多数の実戦要員を抱えている。だが、基本的な役割は護衛・誘ゆう拐かい・暗殺など、人間――および吸血鬼ヴアンパイア――同士の小規模な暴力行使だ。建物や都市を丸ごと巻き込む規模の戦争行こう為いには不慣れだし、装備も持ち合わせていない。

「海外の同どう胞ほうから人員や武器を融ゆう通ずうして貰もらうという手だってあるでしょう。ＰＭＣを雇やとったっていい。都市部でのテロに偽ぎ装そうすれば……」

　リーリヤだけではない。「不死身の傭よう兵へい」を抱えているのは〈貴族派アリストクラシスト〉も同様だ。

「それにしたって日本国内に兵器を持ち込むのは難しいぞ。国防や公安と事を構えるのは得策ではない。標的が確実に戻っているタイミングを知るのも簡単ではない」

　地方都市の警察程度ならば「地域との密接な関係」も通用するが、警察庁や自衛隊となると意外に〈貴族派アリストクラシスト〉の影響が及んでいない。省庁内での独自の文化や人脈が根強いため、半はん端ぱな干かん渉しようが入り込みにくいのだ。

「もういいわ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　貴婦人ダーメが告げると、スーツの男は口くち唇びるを結んだ。汗あせばんだ顔が瞬しゆん時じに青ざめる。

「貴方あなたがわたくしに貢こう献けんしたくて必死なのはわかった。だけど、野や蛮ばんで荒あらっぽく、確実性の乏とぼしいやり方というのは、好みではないの。そんな提案でわたくしが喜ぶと思われているのは、不ふ愉ゆ快かいだわ――凌牙」

　名前を呼ばれただけで意を察し、凌牙はつかつかとスーツの男に近寄り、襟えり首くびを掴つかんだ。そのまま力ずくで貴婦人ダーメの側そばまで引きずっていく。

「ま、待て！　放せ！　放してくださいっ！　お願いです、後ご生しようです！　今までの献けん身しんをご理解ください。今後とも永遠の忠誠を……っ！」

　汗と涙にまみれた顔で男は懇こん願がんする。

　不興を買った後で彼かの女じよの前に跪ひざまずかされる――これがどういう意味を持つのかは明らかだ。

　人の血を吸いながら因子を分わけ与あたえて新たな血族とするか、それとも単に乾かわききった死体にするのかは、吸う側の任意。

　動けない男の首筋に、貴婦人ダーメの冷たい口くち唇びるが触ふれ、牙が突つき立たてられる。

「はぅっ！」

　引きつった表情が即そく座ざに強こわ張ばった。忘ぼう我がの表情を浮うかべる間さえなく、肌の色が青ざめ、更に檜ひ皮わだ色に変わる。収縮し、乾かん燥そうして、スーツがだぶつく。

　がさり。

　吸い終わった残ざん骸がいが倒たおれても、物音は軽いものだった。

　パウラがシルクのハンカチを取り出し、食事を終えた貴婦人ダーメの口くち唇びるをそっと拭ぬぐう。

「他に、何か手はないの？　貴女のところのＢＤ、あれの進み具合はどう？」

「はい。実験レベルでは無事に起動しました。実用化までもう少しというところで……」

　問われた女性が、緊張気味に答える。

「急ぎなさい。あれさえ完成すれば、標的を確実に仕留められるわ。ああ、それと篠宮と胆澤のところには粛しゆく正せい部隊を送りなさい」
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「は？　お言葉ですが、集合に応じなかっただけで、それはいささかお厳しいかと。そもそもが貴婦人ダーメ閣下直々ではなく、私の名による呼び出しですし……」

　恐きよう縮しゆくしながら、しかし和装の老人が進言する。

「馬ば鹿かね。ふたりとも、裏切っているのよ」

　貴婦人ダーメは、あっさりと断言した。

　列席の幹部たちが、きょとんと顔を見合わせる。

「敵に鞍くら替がえしたのでもなければ、この状じよう況きようでわたくしとの対面を拒こばむはずなんてないでしょう？　疑われるだけでも充分命取りなのに」

「まさか、そんな事が……」

「あり得ないとでも思っていたの」

　声を震ふるわせる紳士に、貴婦人ダーメは欠伸で答えた。

　長年優勢を保ってきた〈貴族派アリストクラシスト〉に属ぞくしているから、山梨の一件があってさえ意識していなかったのだ。

　人間の幹部は裏切るかも知れないという事を。

　協力者の多くは、血族となって永遠の命を得るのが望みだ。その願いは〈王党派ロイヤリスト〉でも叶かなえてやれる。しかも、吸血鬼ヴアンパイアである限り絶対に神鎚黎の血によって服従させられるというのであれば、あちらに付く方が得策と考える者が現れても不思議ではない。

　いや。理り屈くつの上では血族だって裏切らないという保証はない。

　血の支配は、内心の忠誠や隷れい従じゆうを強制しない。こちらが劣れつ勢せいと判断すれば裏切った方が生き残りの目があると考える者は出てくる。〈貴族派アリストクラシスト〉は皆みな源流を辿たどれば貴婦人ダーメに行き着くから直接命じられれば従うしかない。しかし、神鎚黎が持つ血の力はそれを上回る効果を持つのだ。

「では、粛正には我が配下を差し向けましょう」

「いや。俺おれが行きます。人間の部下と一いつ緒しよに」

　凌牙に言葉を遮さえぎられて、和装の老人が顔をしかめる。

「敵がこの会合まで知ってたかどうかわからないですけど、こっちがケジメつけに出向くのを見み越こしての囮おとりっていうか、罠わなの可能性だってあるって事でしょ？　どっちかに標的本人が待ち構えてたら、吸血鬼ヴアンパイアだけで顔を出したら思おもう壺つぼかも知れない。油断しないで、対応できる形でいかねえと」

　彼なりに礼節を保とうとしているのだが、長く喋しやべるとところどころ育ちの悪さが滲にじみ出てしまう。

「正解。だから、凌牙って好きよ」

「ありがとうございます」

　貴婦人ダーメの評価を受け、凌牙が緊きん張ちようした表情で会え釈しやくする。

「貴方の方からは、各地の協力者――中ちゆう堅けん幹部クラスに監かん視し人にんを派は遣けんしなさい。裏切りにくいよう、現場の判断で血族に取り立てても構わないわ」

「は。畏かしこまりました」

　役目を与えられ、和装の老人が頭を下げる。

　裏切り者など罰ばつするほどの値打ちもないけれど、一いつ切さい見せしめなしでは後に続く者が現れるリスクが増す。吸血鬼ヴアンパイアが増えれば、神鎚黎も寝返り工作を仕し掛かけるのが難しくなり、場合によっては直接出向くしかなくなる。敵に余計な一手を強制するだけでも意味はある。

　表社会の奉ほう仕し者しやを血族にするのは多少の不都合も伴ともなうが、要は黎を始末するまで当座を凌しのげばいいのだ。

　その後で、体制の立て直しにはいくらでも時間を掛かけられる。

　各国で調子に乗っている〈王党派ロイヤリスト〉も、黎さえ殺せば反動で意い気き消しよう沈ちんする。攻勢でのこのこ顔を出しているから、制圧は簡単だ。

「それと、新しん鮮せんな血が欲ほしいわ。両方よ。両方とも、若くて綺き麗れいな女の子がいいわ」

「そちらの方は、わたしが用意致いたします」

　ドレスの女が嬉き々きとして答える。

「凌牙、パウラ。粛正の方はさっさと済ませるのが肝かん心じんよ。運良く標的に遭そう遇ぐうしたら良し。そうでなかったら待ったり仕掛けたりするのは禁物。それよりはすぐに戻もどって、ＢＤ計画の方を手伝いなさい」

「ＢＤ計画？　そいつが大事なのはわかってますけど、俺は戦うのが専門です。研究とか実験とか、そういうのを頼たのまれても何をするのか……」

　命令には同意する。しかし疑問があれば口にする。

　直接血を吸った貴婦人ダーメと吸われた凌牙の間であっても、内心まではねじ曲げられない。

「ああ、そうじゃないの。人選に協力してあげてって事よ。ＢＤ計画には強い戦士が必要なんだから〈黄昏ダスク〉から選ぶ方がいいでしょ？」

「……〈黄昏ダスク〉から、俺が？」

「疑問や不満があるの？」

　貴婦人ダーメの目が、一いつ瞬しゆん細められる。

　和装老人、ドレスの女――他の幹部たちの顔に、緊張が走る。

「いいえ。俺は、貴婦人ダーメ閣下の命令に従うだけです」

「そうよ。それでこそ、かわいい凌牙だわ。あ、もちろん貴方たちも含ふくめて、わたしのお気に入りはちゃんと分別してね」

「承知しました」

　凌牙の声に苦みが含まれているのを理解した上で、貴婦人ダーメは無む邪じや気きに笑った。

　貴婦人ダーメは絶対者だ。

　誰だれに従う必要も、誰を気き遣づかう必要もない。生かすも殺すも自在。あらゆる気まぐれが許される。

　さらに上位の絶対者――神鎚黎に対面しない限りは。







　会合が終わると、凌牙はすぐに数人の部下を率いて北関東のある街へ向かった。裏切り者と思おぼしき胆澤が、拠きよ点てんにしている地方都市だ。同様に、パウラも一隊を伴って篠宮の粛正に向かっているはずだ。

　国道から市中に入ると、人口規模の割には道みち幅はばは狭せまく、入り組んでいる。協力者の街ではよく見かける、歴史的に富ふ裕ゆう層そうが住んでいるエリアと新しい経けい済ざい圏けんが分ぶん離りしている形だ。

　胆澤邸は、高台の高級住宅街。深夜に大規模で目立つ行動は難しい。ただし、無む駄だに広い屋や敷しきばかりで人口は疎まばらなので短時間での奇襲は難しくない。ホームセキュリティの仕様も把は握あくしているし、欺ぎ瞞まんや突とつ破ぱは容易だ。

　しかも内輪に向けた「警告」の意味もあるので、証しよう拠こ隠いん滅めつの必要はない。むしろ得体の知れない惨ざん殺さつ死体を残した方が、裏切りを抑よく制せいする効果がある。

　もし胆澤本人が不在でも家族を殺す。家族もいなければ使用人。

　粛正ではなく敵対者の抹まつ殺さつだが、同様のミッションはこれまでに何度も実行してきた。自分が直接参加した訳ではないが、プランとしては以前の神鎚邸強きよう襲しゆうの方が偽ぎ装そうの手間もあって面倒だった。

「ここに止めろ。ドライバーは待機、他の奴は俺に続け」

　胆澤邸の裏門にワンボックスを横付けし、凌牙は四人の部下と一緒に下車する。

　メンバーは、人間と吸血鬼ヴアンパイアが半々。貴婦人ダーメに指し摘てきされた通り、万一の「王の血」への対策も考えての人選だ。少数精せい鋭えいなのは素す早ばやく密ひそかにミッションを遂すい行こうするためであり、本命に備えて温存するためでもある。

　システムに干かん渉しようしてホームセキュリティをあっさり無効化し、敷しき地ちに侵しん入にゆうする。声を潜ひそめて、古い和風の庭園を進んでいく。魁冥寺邸ていもそうだったが「古くから根付く地方の名門」というのはどうしてこの手の贅ぜい沢たくが好きなのか。

　反吐へどが出そうな気分を抑おさえながら、凌牙は前進した。

　むかつくクソったれな金持ちを護衛する仕事は不本意だが、今回はぶち殺す任務。私情を交えるのは禁物とはわかっていても、気持ちが逸はやるのは抑えられない。

　屋敷には灯あかりが点ついている。

　胆澤本人か、家族か、誰かがいるのは間ま違ちがいない。だったら、やる事は決まっている。

「手はず通りだ。やるぞ」

　侵入し、屋内にいるものを惨殺。即座に撤てつ収しゆう。簡単な事だ。

　簡単なはずだった。

「がっ！」

　不意に、後ろから悲鳴が上がった。

「何っ？」

　凌牙は振り返かえり、腰こしの鞘さやから鉈なたを引ひき抜く。

　最さい後こう尾びを歩いている部下の喉のど仏ぼとけから、槍やりが生えていた。

「あが……がが……」

　刃やいばが引き抜ぬかれた貫かん通つう痕こんから、人間の証の赤い鮮せん血けつが流れた。呼吸混じりの泡あわが立ったのは一瞬だけ。すぐに、生命活動が止まる。

　槍の穂ほ先さきがワイヤーで引き戻され、少女が手にした長い柄えへと戻る。

「……リーリヤ！　てめえひとりか！　標的は!?」

　凌牙が叫さけぶ。

「〈貴族派アリストクラシスト〉の――いいえ、貴婦人ダーメの浅はかな考えなど、黎様はお見通しです」

　誇ほこらしげな微び笑しようで答えた。

　月下の日本庭園を背景に、長大な武器を手にしたゴシックロリータが佇たたずむ姿は、吸血鬼ヴアンパイアである凌牙の目にさえ幻げん想そう的てきなビジュアルだった。

「〈王党派ロイヤリスト〉の主力エースが出てきたなら、いい手て柄がらだぜ！」

〈黄昏ダスク〉のひとりが、腰から短たん剣けんを抜き放つ。独特の光こう沢たくは〈穢銀アルゲントウム〉。黎を警けい戒かいするという事は、当然護衛の吸血鬼ヴアンパイアもあり得る。

　想定内なのは、こっちも同じだ。極きわめて薄うすい可能性だったが。リーリヤがひとりでこっちという事は、神鎚黎は妹連れでパウラの方か。

「はあっ！」

　気合いを発し、低い体勢でリーリヤへと走る。

　鉾槍ハルバードの間合いの内側まで一気に飛び込む。

　だが――。

　ふわり。

　長いスカートをはためかせ、リーリヤは跳ちよう躍やくした。武器を使い、棒ぼう高たか跳とびの要領で宙に浮いて突とつ撃げきを躱かわしたのだ。

　無防備な背中に向け、真上から細い投擲短剣ステイレツトが放たれる。一挙動で三本。頸けい部ぶ、肝かん臓ぞう、アキレス腱けん、急所を正確に射い貫ぬく。

　そのまま、着地と同時に振り上あげた鉾槍ハルバードのフックで倒れた敵を引っかけ、凌牙たちに向かって梃て子この原理で放ほうり投なげる。

「ひっ！」

　仲間の死体をぶつけられた男が悲鳴を上げる。

　驚おどろきのためではない。

　死体投げを囮にして急きゆう迫はくしたリーリヤに、諸もろ共ともに槍で貫かれたからだ。

　即座に武器を引き抜いたリーリヤは、再度距離を開く。

　一〇〇年の実戦の成果か。多種多機能の武器を使いこなす戦せん闘とうスタイル。派手に見える動きも立体的な機動で、囲まれるのを防ぐため。理には適かなっている。

「あの女は俺が相手をする！　お前は、本来の目的を果たせ！」

「りょ、了りよう解かいっ！」

　ひとりだけ残った部下は振り返り、胆澤邸に向かう。

「クソッタレが！」

　凌牙が毒づいたのは、リーリヤに対してだけではない。

　確かに、単なる裏切り者の人間を始末するより、名のある敵を倒す方がやりがいはある。だからといって本来の任務を忘れて、目先の名声に飛びつくとは。

　既すでに三人の手て駒ごまを失ったが、胆澤を殺せば使命は達成だ。敵の待まち伏ぶせがあったと報告すれば、貴婦人ダーメも納なつ得とくしてくれるはず。

　だが、凌牙の思おも惑わくは叶かなわなかった。

　植え込みの闇やみから飛び出した黒犬が、屋敷に向かった部下の行く手を阻はばんでいたからだ。

「このっ！　クソ犬っ！」

　体高一メートル近い巨きよ犬けんが隊員に向かって、牙を剥むく。

　リーリヤに同行し、武装を運ぶ人造犬。確かサクラムとか言ったか。本来戦闘用ではないらしいが、敏びん捷しよう性せいは高いし体格も大きい。牽けん制せいに徹てつすれば、足止めには充分。

「だったら――」

　俺がこの女をぶち殺し、きっちり仕事を終わらせるだけだ。

　後半は言葉に出さず、凌牙は鉈を翳かざして突っ込む。

　長引くのはまずい。いくらセキュリティを無効化しているとは言っても、騒ぎに気づかれるリスクがある。

　ガッ！

　振り下おろした鉈を、横一文字に構えた鉾槍ハルバードの柄で受け止める。バックステップで距離を開いて、水平のスイングでこちらの腰目がけて左から斧ふ刃じんが迫せまる。右の鉈で受けられないための攻こう撃げきだ。

　退ひかず、逆に踏ふみ込んで脇わき腹ばらで柄の殴おう打だを受ける。

　痛みが骨に響ひびいたが、構わない。〈穢銀アルゲントウム〉でない傷はすぐに癒いえる。

　左ひだり腕うでを下ろして鉾槍ハルバードの柄を押さえ込み、そのまま強ごう引いんに接近する。

　鉈で、リーリヤの脳天を狙ねらう。

　鉾槍ハルバードの柄が多節で分断された。リーリヤの頭が遠ざかり、鉈が空を切る。

　凌牙は、即座に腕うでを離はなした。

　間合いを制限できないなら、こちらが拘こう束そくされているのと同じだ。

　ワイヤーで繋つながっていた多た節せつ棍こん状じようの鉾槍ハルバードが元の通りに縮む。

　再び、リーリヤが長なが柄えを使って跳ちよう躍やくした。

　凌牙の頭上を高々と越こえていく。

　鉈の間合いでは手出しできない。

　空中で槍の先せん端たんが打ち出され、犬ともみ合う部下の額を貫いた。

「ちっ！」

　舌打ちする。

　これで、任務は失敗だ。

　まだ車にひとり残しているが、現状から逆転は難しい。

　唯一のチャンスは、リーリヤを殺す事。彼女を仕留め、急いで胆澤も片付ける。

　一秒にも満たぬ時間で判断し、凌牙は走る。

　着地する瞬しゆん間かんを狙う！

　だが、リーリヤは空中で器用に回転して体勢を立て直した。

〈穢銀アルゲントウム〉の短剣を放って牽制しつつ、鉾槍ハルバードを突き立てる体勢で落下してくる。

　ギィインッ！

　斧刃と鉈が打ち合う音が響いた。

　弾はじかれるように、両者の距きよ離りが開く。

「どうする？　まだ、やるのかしら？」

　微び笑しようが問いかける。

　奥おく歯ばを噛かみしめながら、凌牙は無言で後ずさる。断念するしかない。

「待って。貴婦人ダーメに伝えなさい。我らが王ロード――黎様からの伝言よ」

　足を止める。

　忌いま々いましく耳を貸したくもない話だが、報告しなければ不敬だ。

「一万年以上も生きてもまともな知ち恵えを持たぬ小こ娘むすめの愚ぐ劣れつで小心な企たくらみなど、全てお見通し。自らに縋すがる者、頼たよる者を見捨てないのが王ロードだ。他者を蹂じゆう躙りんし、使い捨てにする事を自らの貴とうとさだと考えるような貴様とは異なる――一字一句、間違わずに伝えなさい」

「……クソがっ！」

　唾つばを吐き捨てる。

　こんな内容であっても「神鎚黎がどういう人間で、何を考えているのか」を考察するには意味ある情報なので、戦略上無視する訳にはいかない。

　右手に鉾槍ハルバード、左手で寄より添そう犬の背を撫なでるリーリヤを睨にらみ、凌牙はその場を離れた。




「もう大だい丈じよう夫ぶですよ、奥おく様さま」

　庭園からリーリヤが声を掛けると、屋敷の中から上品な婦人が顔を出した。

　端たん麗れいな顔には不安以上に、状況を理解できないきょとんと呆ほうけたような表情が浮かんでいる。むしろ隣となりに控ひかえる青い制服の警備員の方が緊張した面おも持もちだった。

「あの……本当にこれで後は何も……？」

　胆澤夫人が訊たずねる。

　彼女は、自分の夫やその会社が吸血鬼ヴアンパイアに関わっている事を知らない。

「世間知らず、深窓の令れい嬢じようがそのまま成長したような人物」という情報を京香から聞いていたが、その通りの印象だ。

　自分の命が狙ねらわれていたのを実感しているのか。既に残骸になって転がっている〈黄昏ダスク〉の戦闘服と黒灰、そして人間の死体以上に、リーリヤが手にした武器へ嫌けん悪おと奇き異いの目を向けている。

　普ふ通つうに暮らしていれば目にする事もない、凶きよう器き。

「ええ。後の事についてはご主人に相談なさるといいでしょう」

　スカートをつまみ上げる戯ぎ画がじみた仕草で頭を下げる。

　実のところ黎も、凌牙に告げたレベルで完かん璧ぺきに予期していた訳ではない。〈王党派ロイヤリスト〉の動きから最も危険と判断された今夜だけ、用心でリーリヤが派遣されただけだ。あくまでも保険。

　それでも黎からは「敵てき襲しゆうがあったら、さも当然のような顔をして挑ちよう発はつする事」を指示されて、さっきの言葉も託たくされた。

　貴婦人ダーメは、絶対にこちらを殺そうとする。妥だ協きようや和解の余地はない。

　ならば徹てつ底てい的てきに挑発し、侮ぶ蔑べつし、憎ぞう悪おを駆かり立てる。

　感情的になれば判断も行動も単調になり、対たい抗こうしやすくなる。

『何より、言葉で煽あおるだけなら予算もいらないし、兵力を割さく必要もほとんどない。その分リーリヤにはリスクを負ってもらう事になるが』

　黎は、そう言って苦く笑しようしていた。

「奥様――」

　敢あえて芝しば居いがかった仕草で、胆澤夫人の前に跪ひざまずく。

「我らが王ロードは、貴女がこの件を必要以上に思い悩なやむのを望んではいません。しかし、それでもなお知りたい事があるのでしたら、ご主人を問いただす事をお勧すすめいたします」

「あ、はい……」

　真しん剣けん味みに欠ける、ぼんやりした返事。

　無む縁えんではないが責任もない。彼女に告げられるのは、これが限界だ。

　一度深く下げた頭を上げ、スカートを翻ひるがえして跳とび、闇やみに紛まぎれる。サクラムが無言で走り、後に続く。

　胆澤夫人は、一夜の幻げん想そうが終わったとでも思うのだろうか。







　静かな応接室で、不意に携けい帯たい電話の振しん動どう音おんが鳴った。

「胆澤さん、電源を切っていただくようお願いしたはずですが？」

　上座に腰こし掛かけた黎が、イタリアンスーツの男に注意する。

　ふたりの背後にはカーテンが設置され、部屋全体が不自然に区切られている。

「あ、いや。失礼」

　口ではそう言いながら、三〇がらみのエリート然とした男は高校生を見下しているのか、軽く頭を下げただけで内ポケットからスマートフォンを取り出し、着信の内容を確かく認にんする。

　その顔が、安あん堵どで緩ゆるんだ。

「どうかしましたか？」

「あ、いや……。その……」

「ご自宅が襲しゆう撃げきを受けたが、事なきを得た――そうでしょう？」

「あ、ああ……。その通りだ。うん、君の仕事に、感謝する」

「よかったですな、胆澤さん」

　恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねん・篠宮も目を細める。こちらも、貫かん禄ろくを強調する仕立てのいい背広。

　対する黎は、魁かい星せいの制服姿だ。

　自宅を脱だつ出しゆつする時には持ち出せなかったが、京香のルートで入手し直した。着付けないスーツなどに比べれば、自然にフォーマルな印象になる。

　黎の隣には、やはり制服姿の京香。

　黎の提案に従って家族ごと魁国市を訪おとずれた篠宮とは違ちがい、胆澤は「妻はこの件には無関係」と主張し、同行を拒きよ否ひした。だから黎は用心のためリーリヤを派遣した上で、密かに警護する事を了りよう承しようさせたのだ。

　恐おそらく篠宮の家にも粛正部隊が送り込まれたが、全員不在なので手ぶらで帰るしかなかったというあたりだろう。

「先にも説明しましたが、こちらにも都合があります。いつまでも貴方の家に護衛をはり付けておく訳にもいかない。今後は、ご自分で対処してください」

「い、いや。それは困る。〈貴族派アリストクラシスト〉が再度襲撃してきたら……。いきなりこんなところに呼び寄せても、妻が不ふ審しんに思うだろう。裏の世界の事には巻き込みたくない」

「私もだ。子供の学校もある。いつまでも隠かくれている訳にはいかない」

　ふっ。

　黎は、胆澤たちの沈ちん鬱うつな表情に、敢えて嘲ちよう笑しようをぶつけた。

「これまで〈貴族派アリストクラシスト〉協力者として、何人を連中に差し出してきましたか？　その人たちにも家族がいて、恋こい人びとがいて、友人がいた。貴方は私欲のため、多くの人間を一方的に巻き込み、飲み込み、踏ふみにじってきた」

「……」

　胆澤だけではない。同じ罪を背せ負おっている篠宮も気まずい表情で項うな垂だれる。

　平へい穏おんを望むのは自然な欲求だ。しかし自分たちがこれまで多くの人間から当たり前の生活どころか命まで奪うばう事に関かん与よしてきた。

　目の前の黎たち自身も同様に安らぎを失った当事者であるのを気にせず、特権を求めるのを当たり前だと考えている。

　看過しがたい心しん性せいだった。

「だが――僕ぼくは許す」

　静かに、黎は宣告する。

「……そりゃありがたいね。何の権限があるのか知らないが」

　高校生に見下されるのが屈くつ辱じよくなのか。露ろ骨こつな当てこすりをする胆澤を、篠宮が「まあまあ」と宥なだめる。このあたりは年の功か。

「王ロードとして、許す――そう言っているんです」

　冷れい淡たんに断言し、脚あしを組む。

「権限？　僕に力があると考えたから、貴方たちはこれまでの立場を捨て、僕につくと決めたのではありませんか？　それを信じない、あるいは不満だというのなら、こちらに引き留めるつもりはない。もっとも再び寝ね返がえったからといって、貴婦人ダーメが貴方たちを許すとは思えませんがね」

　口くち唇びるの端はしを、ほんの僅わずかに上げる。

「裏切ったという疑ぎ惑わくだけで、確認も審しん問もんもなく、いきなり粛正部隊を送り込むくらいだ。再度頭こうべを垂れたところで、これまで通りの待たい遇ぐうがあるとは思わない方がいい」

「……くっ」

　理解はできても納なつ得とくできないのか。小さな不満の呻うめきが漏もれる。

「確かに、わたしから接せつ触しよくして貴方たちに一部の情報を与えました」

　冷淡な黎に比べれば、京香の口調は穏おだやかで優やさしい。

　もちろん、そう聞こえるように役割分担をした結果だ。

「ですが、裏切れとも従えとも言った訳ではありません。こちらには『王の血』があり、吸血鬼ヴアンパイアとの戦いにおいては圧あつ倒とう的てきに有利。そして徹てつ底てい抗こう戦せんの用意がある――そんな風に水を向けただけです。後は、胆澤さんご自身が判断し、行動したのではありませんか？」

「それはそうだが……」

「王の血」の存在や吸血鬼ヴアンパイアの起源を、〈貴族派アリストクラシスト〉は協力者にほとんど伝えていない。それは自らの優位を覆くつがえす情報だからだ。だがこちらには魁国市で勝利し、その後も多くの離り反はんや強ごう奪だつで勢力を広めてきた。

　もちろん、表向きは地方都市での単なる事故だったり、社長の代だい替がわり。茂木の一件のように「何も起きていない」事にされるケースもある。

「そ、それでもだな。王ロードだと豪ごう語ごするのなら、きちんと面めん倒どうを見るべきではないのか？」

「おや？　僕は胆澤さんを対等ではないにせよ同盟者として考えていましたが、臣従したいというのなら、相応の扱あつかいに切きり替かえます」

「い、いや。そういう意味ではなく……！」

「ご家族を守りたいなら、ご自分で手を打てばいいでしょう。警察を使えばいい」

　篠宮と胆澤は理解できない様子で顔を見合わせた。

「〈貴族派アリストクラシスト〉の弱点は、人間を必要としているにも拘かかわらず、間接的にしか人間社会に関かん与よできない事です。貴方たちそれぞれの地元警察に、吸血鬼ヴアンパイアの件を知っている者はどのくらいいますか？　ゼロか、せいぜいがトップのひとりかふたりでしょう。あくまで、支配しているのは貴方たちだ」

　実際に直接の権力を握にぎっているのは胆澤であり、篠宮だ。魁国市の場合で言えば、直接の汚よごれ仕事を請うけ負おう垂たる木き興業は吸血鬼ヴアンパイアの存在を知っていたものの、警察については「魁冥寺家とは仲良く」というのが代々の署長の重要な申し送り事じ項こうになっているだけ。統計上無視できない「行方ゆくえ不明」との関連についても、恐らくは人身売買などの「常識的な違い法ほう行こう為い」レベルとしか思われていなかった。

　それに〈貴族派アリストクラシスト〉は人目に付く騒ぎを避さけたがる。事件性のある失しつ踪そうを隠いん蔽ぺいするのに比べたら、しばらくの間要人の警護を固める方が容易。

　協力者として他者に強権を揮ふるう事には慣れていながら、より上の〈貴族派アリストクラシスト〉相手には思考停止してしまう。支配と被ひ支し配はいのシステムにどっぷり浸ひたった者が陥おちいる盲もう点てんだ。

「僕が手の者を派遣したため事なきを得ましたが、成功していればいきなり地元名士の自宅が襲撃され、家族が惨殺されるという大事件になっていた。話題にならなければ、見せしめの意味がないからだ」

　いちいち「裏切るな」などと念ねん押おしすれば弱よわ腰ごしと映り、権けん威いが傷つく。だからニュースとして広まる殺し方で、関係者にだけは理解できるメッセージを送る。「造反者の末路はこうだ」と。

　しかし、やり過ぎも避けなければならない。吸血鬼ヴアンパイアそのものの存在が明るみに出たり、日本中の警察と事を構えるようになったら、損害が大きい。

「地元警察は顎あごで使えるのですから、適当な理由をでっち上げて、数日自宅と家族を守らせればいい。言ってはなんだが、貴方たちは他にいくらでもいる協力者のひとりでしかないんだ。いつまでもそこに割さく戦力もないし、固こ執しつすればするほど貴婦人ダーメの面めん目ぼくが潰つぶれる」

「そ、そうか。うむ、そうだな」

「何ならいっそ、吸血鬼ヴアンパイアの存在を公表するという手だってある」

　黎の言葉に、胆澤と篠宮の表情が凍こおりつく。

「僕の手元には充じゆう分ぶんな物証があるし、〈貴族派アリストクラシスト〉の権力がマスメディアに及およんでいる訳でもない。ネットに流出させるという手もある。みんながみんな、信じる必要はない。世界が混乱すれば、社会に食い込んでいる〈貴族派アリストクラシスト〉の方がダメージが大きい」

「い、いや……。さすがにそれは困る！」

　篠宮が狼狽うろたえるのも当然だ。彼かれらの旧悪も暴ばく露ろされるのだから。

「確かに優ゆう雅がさに欠けるやり方です。僕としても望ましいものではない。だから、貴方の力量で処理できる手段を使うべきです。許可しますので、早さつ速そく警察に連れん絡らくした方がいいでしょう」

　胆澤も篠宮も、大おお慌あわてでそれぞれの携帯を取り出した。懇こん意いにしている署長に、それぞれ早口で訴うつたえる。一瞬前とは落差のある、滑こつ稽けいなほど尊大な口調だった。

「さて」

　ふたりの通話が終わるのを待ち、黎は本題を再開する。

「さっきも言った通り、僕は貴方たちを単なる部下や手て駒ごまではなく、同盟相手と考えています。ですが、手を貸せとは言いません。差し出せるものも、断だん片ぺん的てきな情報以外ないでしょう。ただ〈貴族派アリストクラシスト〉への協力を止やめていただきたい。食料となる人間の提供、資金や物資の援えん助じよの停止――それだけで連中にはダメージになる」

　正面切って戦う必要はない。闇に潜ひそんでいる巨きよ大だいな組織だからこそ、表に繋つながるパイプを塞ふさぎ、補給を制限するのが有効だ。

　守りにくく、しかし攻せめ落おとされれば致ち命めい的てきなポイント。

　そこを狙うのが戦いの鉄則。

　吸血衝しよう動どうを抑おさえられるとはいえ、極力生き血を吸わずに済むやり方を一〇〇年以上も続けてきた〈王党派ロイヤリスト〉と違い、〈貴族派アリストクラシスト〉はそのノウハウが乏とぼしいはず。吸血鬼ヴアンパイアが人間の上に位置する体制を取る以上、「貴族」が我が慢まんを強しいられるのは不当と考える。

「本当にそれだけでいいのか？」

「ええ」

「それで……その……」

　篠宮が気まずそうに口ごもった。

「同盟者というのなら、そちらの要求を聞き入れれば我々にもそれなりのメリットがあると考えていいのかな？」

　ちらちらと、こちらの機き嫌げんを窺うかがう視線を向ける。声が、徐じよ々じよに小さくなる。

「〈貴族派アリストクラシスト〉が言うところの恩おん寵ちよう、吸血鬼ヴアンパイア化による永遠の命の件ですか？」

　黎の言葉に、篠宮が頷うなずく。

　このふたりが裏切った理由は、茂木とは違う。

　向こうから接せつ触しよくしてきた際に、言外にその要求を臭におわせていた。絶対の支配力を持つ黎の側に付いた方が勝ち目がある、〈王党派ロイヤリスト〉からも吸血鬼ヴアンパイアとしての恩おん恵けいは受けられるという判断が、彼らを裏切りに走らせたのだ。

「生あい憎にくですが、僕は新たに吸血鬼ヴアンパイアを増やすつもりはありません」

「そんな！　話が違う！」

　若さを侮あなどり、思惑が通じると思い込んでいたのか。篠宮が声を荒あらげた。

「そもそも僕は、貴方あなたたちにそれを提供するような約束をした覚えはない。そちらが勝手に勘かん違ちがいしただけだ」

　眉ひとつ動かさず、黎は冷たく告げる。

「それに――〈貴族派アリストクラシスト〉が貴方たちに教えていない事がある」

「何だと？」

　胆澤も顔を上げる。

「口で説明しただけでは納得しないでしょう。証しよう拠こをお見せします」

　この言葉を合図に、背後のカーテンが開いた。

　現れたのはふたりの看護師と、彼かの女じよたちに見守られ多機能ベッドに横たわる老人だ。

　老人という形容では足りない。

　ミイラのように限界までやせこけ、かさかさに乾かわいた檜ひ皮わだ色の肌はだが骨に直接張り付いているような姿だった。

「……我らが王ロードへの来訪を歓かん迎げいします。私は、黎様にお仕えする〈王党派ロイヤリスト〉の長老エルダー」

　生きているのを誇こ示じするかのように、老人――長老エルダーは横たわったまま細い右手を挙げた。声は直接ではなく、喉のどに当てられたマイクを通じ、ベッドサイドのスピーカーから発せられている。

　直接話すのは、呼吸器への負担が大きすぎるのだ。

「長老エルダーは〈貴族派アリストクラシスト〉のリーダーである貴婦人ダーメと同じ、太古に生みだされた原種の吸血鬼ヴアンパイアだ。年ねん齢れいは、一万五千歳さい以上。この戦いに際し、守りを固めるために危険を押おして来日してもらった」

　不老不死、永遠の若さというイメージとはかけ離れた長老エルダーの姿に、篠宮も胆澤も驚きよう愕がくを隠せない。

「決して自然死しないという意味では、確かに吸血鬼ヴアンパイアは不死だ。けれど、不老ではない。人間よりはゆっくりだが着実に老化する」

「そ、それでも若返る方法はあるんだろう？　私は貴婦人ダーメに一度お目通り……あ、いや。直接会った事もある。彼女は長老エルダーより遙はるかに若かった。十代の娘むすめにしか見えなかったぞ！」

　黎を気遣ってか、篠宮はわざわざ敬語を改めた。

「その点についても、事実をご覧いただきますよ。サンプル二番、立て」

　黎の言葉で、隅すみに置かれている荷物が蠢うごめいた。

　掛かけられていた白い布が落ちると、中から現れたのは蹲うずくまっていた半はん裸らの男だ。若く、引き締しまった肉体。目め隠かくし、鋼鉄棒の轡くつわ、腕に食い込んで縫ぬい止とめて束そく縛ばくする〈穢銀アルゲントウム〉のワイヤー。

　凄せい惨さんな姿に、胆澤たちが目を背そむける。

「これは以前に捕ほ獲かくした〈貴族派アリストクラシスト〉のメンバーです。年齢は三〇〇歳さい程度。抵てい抗こうするなと命令は与あたえていますから、ご安心を」

　嫌けん悪おをもたらす拘こう束そく具ぐは万一の危険を避けるためと、支配力を誇示するためだ。

「サンプル二番、膝ひざをついて頭を下げろ。首を曝さらす姿勢を取れ」

　命じた通りにサンプルが動く。同時に、黎の目配せを受けて看護師のひとりが長老エルダーのベッドを離れてサンプルの背後から近づく。

　白衣を着た二十代半ばほど――に見える――の美女が赤い口くち唇びるを開き、露ろ出しゆつした牙きばをサンプルの首筋に突つき立たてる。

「！」

　胆澤と篠宮が、息を呑のむ。

　硬こう直ちよくしたままのサンプルの身体からだから、見る間に筋肉が失われていく。元々青ざめていた皮ひ膚ふがより白く変わっていき、横たわる長老エルダーと同様のやつれきった姿へと変へん貌ぼうする。

　サイズが合わなくなった拘束具が、自然に外れて床ゆかに落ちる。

　サンプルの身体が自然に砕くだけ、崩くずれた破は片へんが黒ずんでいく。

　看護師が、顔を上げた。

「よく見てください」

　篠宮たちに促うながしつつ、黎も自ら見て確かめる。

　顔の造ぞう作さくそのものはさっきまでと同じだ。ただ、よく見れば確かに一点異なっている。

　年齢だ――外見での。

　今は十代後半程度。まだ少女という呼び方が相応ふさわしい容よう貌ぼうだ。

「吸血鬼ヴアンパイアが若さを維い持じし、若返るためには、他の吸血鬼ヴアンパイアの血を吸う必要がある。それも分けるのではなく、吸い尽つくす形で」

　それも、自分自身が因子を分わけ与えた「子」や「孫」では効果が乏とぼしい。「血筋」が遠ければ遠いほど、同時に長く生きた者ほど、若返りの妙みよう薬やくとしての力は強くなる。

　三〇〇歳程度では長老エルダーにとってはほとんど無意味なので、まだ一〇〇歳を越こえたばかりの看護師が実演してみせたのだ。

　若い近親者でも効能が弱いだけで無くなる訳ではないので、数で補うという手段もあるにはある。つまり、貴婦人ダーメが少女の姿を保つためには、それだけ大量の生いけ贄にえが必要だという事だ。これまでも、これからも。

「吸血鬼ヴアンパイア化すれば『親』が若返るための餌えさとして、命を要求されるのは当たり前だ。変わったばかりの新参吸血鬼ヴアンパイアなど、上位者が若返るための餌にしかならない。そして誰だれの力で吸血鬼ヴアンパイアになろうと、僕には絶対に逆らう事ができない。それでも、変わりたいですか？　永遠の命とやらと引き替えに、僕が命じれば靴くつを嘗なめ、命さえ差し出す。そんな存在に、貴方たちは変わりたいと？」

　黎は微かすかに上げた足を揺ゆらして靴の裏を誇示しながら、サンプルの残ざん骸がいに目を向ける。命令に絶対服従する末まつ端たん吸血鬼ヴアンパイアのなれの果て。

　服装は、この瞬間の演出のためでもある。

　プライドが高い「地元の大君タイクーン」たちに、隷れい属ぞくの嫌悪を感じさせる。己おのれの理解を超こえた長命な美少女である貴婦人ダーメには畏い怖ふを覚えても、制服姿の「単なる高校生」に屈くつするのは耐たえがたいだろう。

　ふたりの顔が青ざめる。

「もっとも、それでもなお変化を望むといったところで僕は許さない。もう一度裏切り、奇き跡せき的てきに〈貴族派アリストクラシスト〉で吸血鬼ヴアンパイアになったとしても、もちろん例外なく殺す。貴方たちに与えられた選せん択たく肢しはふたつだ。こちらにつき、人間としての生を全まつとうするか。あるいは吸血鬼ヴアンパイアになって滅ほろぶか」

「わ、わたしは君に仕えても構わない。〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアとして……。神鎚くんは、その……若返る必要がない訳だし」

　この期ごに及んで、篠宮はなおも未練がましく懇こん願がんする。

「貴方の価値は、古くからの一族で地元の政治経済に深く根を下ろしている事だ。吸血鬼ヴアンパイア化して公的な場に立てなくなったら、その効果は激減する。永遠の命なんていうのは〈貴族派アリストクラシスト〉が協力者をつなぎ止めておく餌に過ぎない。表おもて舞ぶ台たいを次代に継つがせて、用済みになった時のご褒ほう美びだ」
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　山やま梨なしの茂木は、まさにその実例だった。

「い、いや。それはそうかも知れないが、神鎚君がまだ若く健康だから、そういう事を言えるだけでは……」

「くどい」

　怒いかりを抑えながら短く吐はき捨すて、篠宮の言葉を遮さえぎる。

　若い？　健康？

　死の恐きよう怖ふなら、よっぽどリアルに感じてきた。

　心がままならずに社会から阻そ害がいされていた美み紘ひろも、不自由な身体を抱かかえて生きる京香も、身近で見てきた。一〇〇年を生きてきたリーリヤとも出会った。

　その上で考え、決めたのだ。

「僕は最後の王ロードだ。〈貴族派アリストクラシスト〉を全ぜん滅めつさせるだけでなく、〈王党派ロイヤリスト〉の歴史にも幕を引く。吸血鬼ヴアンパイアが存在する世界は、この手で終わらせる」

　希望でも目標でもなく、宣言。

　篠宮も胆澤も、頷うなずく事さえせずにただ沈ちん黙もくで応こたえるしかなかった。




　用意してある部屋にふたりの社長は去り、長老エルダーと看護師も医い療りよう用よう特別室へ移った。もちろんサンプルの残骸も片付けられ、部屋には黎と京香だけが残った。

「ふぅ……」

　大きく息を継ぎ、ソファに身を沈しずめる。

　偉えらそうに見せるために慣れない足組みの姿勢をしていたせいで、股こ関かん節せつが少し痛い。

「お疲つかれ様さま。かっこよかったわよ」

　京香がポットからコーヒーを注ぐ。大きめのマグから、芳ほう香こうの湯気が立ちのぼって疲れた身体をくすぐる。

「使う？」

　カップを手にする前に、京香が砂糖とクリームを差し出す。普ふ段だんはブラック党の黎だが、疲ひ労ろうを感じている今は気き遣づかいがありがたかった。スプーン半分の砂糖を加えたキャラメル色のコーヒーは、舌に優しく心地ここちよい。

「かっこよかった……か。王ロードになるというのは、要するに『自分が思おもい描えがく理想の王』を演じるという事なんだな」

　自分より年上で、社会的な地位もある。何より他人を見下す事に慣れている連中を威い圧あつして従わせるためには、演出を徹てつ底ていする必要があった。少なくとも、偉えらそうに振ふる舞まわなければ畏怖を感じさせられない。

「そんなの、王ロードに限らないわよ」

　京香は、ブラックのカップを揺らして香かおりを楽しむ。

「わたしは、黎くんが『戦う事ができる』って教えてくれたから、戦う者になった。戦う自分のシナリオも演出プランも立てられるようになった。そのために必要だから、表では人当たりのいい優等生も演じた」

「面目ない話だな。自分でも理解してなかった事を、図ずう々ずうしく君に諭さとしたんだから」

「でも、『立派なお兄ちゃん』はやってたんでしょ？　意識はしてないけど、実行はしていたって事よ」

「そのつもりだけどな……」

　努力はしてきたが、判断ミスで美紘を守り切れず、不登校に追いやる一因になってしまったのではないか――どうしても負い目を払ふつ拭しよくできない。

「家でどうだったか知らないけど、今の美紘ちゃんへの接し方を見てると、充分立派だし、黎くんが頑がん張ばってるのはちゃんと伝わってるんじゃない？　ウチと比べてじゃなく、一いつ般ぱん論ろんとしてね」

　大げさに肩かたを竦すくめる京香に、黎も笑いをこぼす。

　同じように後から引き取られて家族に加わった身だが、確かに魁冥寺家とでは状じよう況きようも環かん境きようも違いすぎる。

「今だって立派に王様やってるし、その時になったらちゃんと『彼かれ氏し』とかも務まるんじゃないかな？」

「……だから、その手の冗じよう談だんはやめてくれないか？　同じネタをあまり何度も繰くり返かえすとウケないぞ」

「あら？　残念。美紘ちゃんもリーリヤもこういう話はできないだろうから、黎くんをリラックスさせようと頑張ってるのに」

「気持ちは嬉うれしいが、当方としてはレパートリーを増やすのを期待する。そうだな。『他のネタのジョークも飛ばせる京香』になってくれ。僕の方もユーモアを解するよう努力するから」

「はい。了解」

　会話が途と切ぎれて、黎はふっと息を吐つく。

　誰かに望まれるのではない。己が何になりたいのか、どうしたいのかを見定め、そこで初めて言動の指針が決まる。かつての自分はそれを理解していなかった。

　喩たとえるなら、カードゲームのデッキ構築に似ているかも知れない。

　実際のデッキに組み込める枚数は限られている。だが、それ以外のカードが不要という訳ではない。全体のストックが豊富なほど、組めるデッキの選択肢は増える。強力なカードがなければ組めないデッキもある。

　かつての黎は、デッキ構築を考えずにコレクション――知識やできる事――を増やしていただけだ。

「王の血」という稀き少しようで強力なカードを軸じくにして、今まで身につけてきた事を使いこなす。必要なら、足りないものは新たに補うし、代用もする。

「偉そうに見せるのも心苦しいけど、必要ならやるしかないな。他人に頼たのめる仕事でもないし」

　脚の付け根をマッサージしながら、苦笑する。

「何言ってるの。元々、目上でも尊敬できない相手には容よう赦しやしない質たちじゃない？　どうせ〈貴族派アリストクラシスト〉の協力者なんてろくでなし揃ぞろいなんだから、あれでいいのよ」

「……確かにそうだな」

　以前、教室で事情を知らない教師と遭そう遇ぐうした事を思い出す。

　今日だって服装や姿勢は計算ずくだし、最初のうちは意識して冷淡で驕きよう慢まんな王ロードを演じていたが、後半は自然な感情が溢あふれ出でていた。

「ふと本心が漏れてしまうのは気をつけないとな……」

「やりたい事とやらなきゃいけない事が一いつ致ちしてるなら、それもいいんじゃない？　無理をしてたら、心も身体も保もたないわよ」

「そうか……。そっちに関しては、京香の方がずっと先せん輩ぱいだったな」

　引き取られて以来、父親に強しいられた通りに生きねばならないという絶望。高校で再会した後での自らの意志で戦い、復ふく讐しゆうするという希望。彼女は両方経験している。

「そうそう。だから、疲れた時とか弱音を吐きたい時とか困った時とかは、どんどんわたしに頼っていいのよ。そういうのって、美紘ちゃんやリーリヤには言えないでしょ？」

　わざとらしく偉そうに、京香は胸を反らした。

「気持ちは嬉しい。でも、京香の心こころ遣づかいを逃にげ道みちにしちゃいけない……と思う。トップに立って戦うと決めた以上は、意識的に張はり詰つめる必要もある」

「そう？」

「安心してくれ。辛つらくなるより早く、さっさと終わらせるさ」

　空のカップを置き、握った右手を差さし伸のべる。

　応えて打ち合わせる京香の拳こぶしは、何故なぜか少し力弱かった。







第三章　剥かれる牙、隠される牙







　暗あん闘とうとは、どれほど苛か烈れつ過か酷こくでも隠されているからこそ暗闘だ。

　数日前にこの街に篠宮や胆澤が訪れ〈王党派ロイヤリスト〉と〈貴族派アリストクラシスト〉の戦局の天てん秤びんが傾かたむいたのは一部の関係者しか知らない。

　それどころか街の支配者たる魁かい冥めい寺じ義よし貴たかとその息子むすこが、研究所の爆ばく発はつ炎えん上じようという「事故」で他界しても、カイ・ケミカルグループが健在である限りは、人々の暮らしに大きな影えい響きようなど現れない。

　況ましてや、市外からの通学者も少なくない魁かい星せい学がく院いんでは。

　黎れいと京きよう香かの件と、立て続けに起きた事件も日が経たつうちに日常に紛まぎれ、今では口くちの端はに上る事も少なくなった。もっとも魁冥寺家が街の権力者で、京香が家を継ついだからこそ、周囲が気遣って話題にするのを避けるという面も間ま違ちがいなくあるのだろうが。

　いずれにせよ、京香本人にとっては変に同情されないのはありがたい事だった。

　いくら憎にくみ、軽けい蔑べつし、その死に自らも関かかわっているとはいっても、紛れもない家族だ。慰なぐさめられたら、悲しんでいるフリをしない訳にはいかない。あんな寒い演技を続けるのはこりごり。

　やりたい事とやらねばならない事が一致しているのはいい。必要だが気の乗らない芝居というのは、やはりテンションが落ちる。

「ふぅ……」

　人ひと影かげ見えない午後の教室で、ノートパソコンから顔を上げる。

　今日最後の授業は体育だから、例によって見学――というか教室で自習だ。

　カーテンで陽光を遮さえぎった薄うす暗ぐらい室内では、モニターの光だけが彼女の顔を照らしていた。

　現在、着手しているのは〈貴族派アリストクラシスト〉関係のデータ分ぶん析せき。

　株や外貨の取引など、私的な資金調達は既すでに業務信しん託たくと自動化が主だ。吸血鬼ヴアンパイア関係は〈王党派ロイヤリスト〉のスタッフも手伝ってはくれるが、彼らは日本人の価値観や習慣、思考法に疎うといから、国内の協力者の切り崩しなどは基本的に京香自身が手がけるしかない。

　金なら人任せにしても大だい丈じよう夫ぶだ。

〈貴族派アリストクラシスト〉から離反した協力者がそれぞれ有している情報は断片的だが、それを纏まとめ、さらに表に現れる金や人の動きと重ね合わせれば見えてくるものも多い。

「ん？」

　ふと、気配を感じて振り返る。

　教室のドアが開いて女子生徒が入ってきた。制服のリボンタイの色は、京香とは異なるグリーン系――一年生がふたり。

「貴女たち、授業中よね？　どうしたの？」

　京香の問いかけには答えず、ふたりはどこかおぼつかない足取りで近寄ってきた。

　その手元で、銀色が閃ひらめいた。

　ナイフが握られている。

「わたしを、殺す気ね」

　平然と答えたが、やはり返事はない。見ると、目は虚うつろで口も半開きだ。意識のない状態で、操あやつられているのだ。

　人形遣いが何者かはすぐにわかった。

　ふたりに続いて、フード付きの外がい套とうを纏った者が現れたからだ。

　色は漆しつ黒こく。両派で使用されている、吸血鬼ヴアンパイアが陽光を遮るための装備。

「守りがたい弱点を攻めるのが鉄則――その通りね」

　車くるま椅い子すの向きを変え、京香は微び笑しようする。

「黎くんとは違って毎日学校に通うし、体育の時は周りに誰もいない。部外者が入りにくい場所だけど、ひとりやふたりなら侵しん入にゆうする手はあるし、必要な手て駒ごまは後から作り出せる。催さい眠みん術じゆつで操った生徒に殺させれば、高校生同士の事件に見せかけられるって訳」

「……わかってるじゃあないか、魁冥寺京香」

　フードの中から、細身の体格には似合わぬ野太い声が答えた。

「でも、まだ甘あまいわ。わたしだったら、犯人役には男子を使う。殺した後で本人も自殺させれば、世間は恋れん愛あい関係のもつれとか、それらしい理由で納なつ得とくするでしょ？　体力や体格面でも有利だし。女の子にしたのは貴方の趣しゆ味み？　それとも能力の限界？」

「そこまでわかっていて、無防備とはな」

「誰が無防備なの？」

　フードの嘲ちよう弄ろうに笑え顔がおを返し、京香は右手を閃かせた。

　微かすかな音と同時に「何か」が発射される。

「はうぅっ！」

　先に立つ女生徒がビクンと身体を震ふるわせ、倒たおれた。

　右手に握っていたテイザー――拳けん銃じゆう型スタンガンを捨て、同じものをもう一丁構え、銃爪ひきがねを引く。

　ガス圧で発射された針がもうひとりに突き刺ささり、同時に銃じゆう口こうから伸びたワイヤーを伝った電流が即そく座ざに標的を麻ま痺ひさせた。

　携けい行こうや隠いん蔽ぺいに適した拳銃サイズのテイザーは単発式。京香は、常に鞄かばんの中などに三丁を用意している。日中校内でひとりだけのところを襲しゆう撃げきするなら、動員できる数は限られるから、これだけあれば非常時の護身には充分。

　ぺらぺらと喋しやべったのは、用意する時間を稼かせぐためだ。

「少しは考えてた訳か。だが、そこまでだな」

　気絶した女生徒を文字通り踏ふみ越こえて、フードの吸血鬼ヴアンパイアが近づいてくる。

「そのこざかしい道具は、我ら血族には通用しない。偽ぎ装そうとしては少々不自然になるが、お前自身に術に掛かけて自殺させるという手もある」

　京香が用意しているのは対人用のスタンガンだけだ。〈穢銀アルゲントウム〉の武器は持っていないし、手にしたところで不自由な下半身では吸血鬼ヴアンパイアの身体能力には対たい抗こうできない。

　窓から差し込む陽光を少しでも避けるためだろう。フードの男は、壁かべ伝いに大回りして京香に近づいてくる。特とく殊しゆ能力が優ゆう秀しゆうな個体は弱点も多い。吸血鬼ヴアンパイアの原則だ。

　だが――。

「だから、その程度予想してないとでも思った？」

　京香ではない。

　別のソプラノが告げるのと同時に、小さな影かげが現れた。

　今まで片かた隅すみでじっと息を潜め、気配を殺していたから侵しん入にゆう者しやは気づかなかったのだ。

　魁星学院の女子制服をまとった小こ柄がらな少女は、左手で吸血鬼ヴアンパイアの手首を掴つかみ、押さえた。

「き、貴様？」

「そっちの考える事なんて、全部お見通し。だってこっちにはお兄ちゃんがいるんだもの。お兄ちゃんは、何でもわかってるの」

　美み紘ひろだ。

「ひとりかふたりなら忍しのび込ませる手はあるって言ったでしょ？　この街も学校も、わたしのホームグラウンドなのよ？」

　父の死後、さすがに京香が理事長職まで継いだ訳ではない。現在、その地位は空席だ。

　しかしほとんどの理事も校長も、カイ・ケミカルグループの影響下にある。多くは社長代行の橘たちばなの意向を汲くんでいるつもりだろうが、その背後には京香がいて、必要な指示を下している。

　そして、長老エルダーから得た情報に基もとづき、吸血鬼ヴアンパイアの能力バリエーションから襲撃パターンは黎が予測し、対抗手段も立てた。

「き、貴様っ！　放せっ！」
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　吸血鬼ヴアンパイアは自由な方の手で自らのフードを払はらいのけた。淡あわい陽光に眉まゆをひそめたのは一いつ瞬しゆん。すぐに両目が見開かれ、僅かな濁にごりを含ふくんだ赤い光が放たれる。

「そんなの、効かない。わたしが従う相手は、お兄ちゃんだけ」

　美紘は右手を挙げる。

　掌てのひらを覆おおう精せい巧こうな〈穢銀アルゲントウム〉製の籠こ手て――〈憤怒の繊手イーラ〉という武具だ。

「ひっ！」

　恐怖で、敵が数歩後ずさる。

　敵が不自由しない程度の日ひ陰かげなら、美紘の行動にも制約はない。

「美紘ちゃん、なるべく汚さないように片付けて。後始末が面倒だし」

「うん、わかってる。お兄ちゃんにも言われてるもんね」

　美紘はそのまま吸血鬼ヴアンパイアを床に押し倒し、押さえ込む。強ごう引いんにフードを相手の頭に被かぶせなおして顔まで覆い、フードの上から右の抜ぬき手てを差し入れた。

　ずぐっ！

　小さくくぐもった音が、薄うす闇やみの教室に響ひびいた。

　フードを突き刺し、頭骨を貫かん通つうし、脳を抉えぐる一いち撃げき。

　赤黒い液体が、じわりとフードに滲にじむ。

　そのまま、吸血鬼ヴアンパイアは灰へと崩れた。

　長時間の警護任務なので、黎の血による能力増ぞう幅ふくは行っていない。エネルギー吸収や冷れい却きやくなどの能力は使えないため、リーリヤから借りた〈穢銀アルゲントウム〉の武器を用いたのだ。剣けんなどと違ちがって素人しろうとの美紘でも素す手でに近い感覚で戦えるし、携けい帯たいも容易だ。

「これなら、後片付けも簡単よね？」

　外套の中の灰をこぼさないよう巧たくみに丸めた上でビニール袋ぶくろに詰つめると、美紘は〈憤怒の繊手イーラ〉を外して、一いつ緒しよにバッグの中に押し込んだ。

「やっぱりお兄ちゃんが言った通りね。学校で京香さんを狙ねらうって」

　美紘の言葉に、京香も頷く。

　後片付けをしている間にテイザーで気絶させたふたりの具合も確かめたが、命に別状はないようだ。電圧などは充じゆう分ぶん配はい慮りよしたが、万一があり得ない事ではないので、ほっと胸を撫なで下おろす。

　催眠術をかけた吸血鬼ヴアンパイア本人が同行していたのは、恐おそらく間近で細かく指示を与えなければ操れないからだろう。〈王党派ロイヤリスト〉の資料でも、吸血なしの催さい眠みん・洗脳系の能力はそこまで強力ではなく、使える者は稀き少しようらしい。

　吸血鬼ヴアンパイアの存在を露ろ呈ていさせたくないのは、京香たちにしても同様だ。だから人間による襲撃は極力「人間同士」の間で普ふ通つうに用いられる手段で解決する。万一吸血鬼ヴアンパイアが襲おそってきた時にもしっかり備える。

　護衛役の吸血鬼ヴアンパイアは、人選が難しい。

　現在、黎の元にある程度の人数は結集はしているが、比ひ較かく的てき陽光に強く、高校生に偽装できる吸血鬼ヴアンパイアはそれほど多くない。リーリヤがウィッグを装着した日もあるし、体調が不安定な美紘まで駆かり出しているのも、人手不足が理由だ。

「ありがとう、美紘ちゃん。先に戻もどってて。わたしは、彼女たちのフォローをするから」

「うん」

　頷くと、美紘は制服の上から野球部用のベンチコートとキャップを身につけた。校内で不自然に見えず、太陽光を遮るための工く夫ふうだ。彼女が出て行くのを確かめてから、京香は窓辺に寄ってカーテンを開く。

　夕暮れの色いろ濃こい光が教室の中に注いで、京香は目を細めた。







『いきなり教室に入ってきて、訳のわからない事を言って襲いかかってきたので、スタンガンで自衛した。一応、誘ゆう拐かいなどを警けい戒かいしなければならない立場なので自衛のための用意は怠おこたっていない』

　呼び出された校医は京香の説明で納得し――密ひそかな支配者に反論しようなどとは、そもそも思わないだろうが――救急車を呼んだ。

　吸血鬼ヴアンパイアがらみの情報以外は、ほぼそのままだ。嘘うそは最小限の方がばれにくい。

　元々教師側は、校内の事件に警察が介かい入にゆうするのを嫌いやがる。京香も「穏おん便びんに」と主張しているから、このまま伏ふせるはず。操られていたふたりの記き憶おくも曖あい昧まいだろうから、揉もみ消けしは簡単だ。

　むしろ、襲しゆう撃げき者しやにされた彼女たちが今後の人生で不利にならないようフォローする方が重要だし、難しい。街や学校での権力があっても、変な噂うわさを完全に封ふうじるのは不可能なのだから。

　教師との話し合いを終え、京香は校舎裏の駐ちゆう車しや場じように向かった。一番手前に駐とまっているのは銀のワンボックスカー。側面の窓は全すべて遮しや光こう仕様だ。

「お早いですねぇ。少々お待ちください。すぐに下ろしますんで」

　運転席から現れたパンツスーツの美女――垂たる木き憧しよう子こが後部ハッチを開け、車椅子用のリフトを操作する。

　京香が車内に入ると、中では美紘が待っていた。

「あの人たち、大丈夫だった？　さっき、救急車来てたよね？」

「ええ。大した事はないみたい」

　電でん撃げきによるダメージはあるが深刻なものではないと、既すでに報告は受けている。

「よかったぁ」

　美紘の顔から一気に不安がぬぐい去られる。

　殺し合いに身を投じ、敵には一いつ切さいの容よう赦しやをしなくても、無関係な他人を気遣う優やさしさまで失った訳ではない。

　そんな美紘の姿に、京香の方が安あん堵どする。

「出して」

「へい。承知」

　運転用の眼鏡めがねに掛け替かえた憧子が、京香の命令におどけた態度で答えてアクセルを踏み込んだ。

　車が滑なめらかに動き出す。

　これまで京香の運転手も務めていた橘がカイ・ケミカルグループの社長代行に就任し、表の仕事が忙いそがしくなったため、送そう迎げいは彼女が担当しているのだ。垂木興業の社長だから荒っぽい現場に慣れているので、ある程度の護衛も兼かねている。

「何か大変だったみたいですねぇ、お嬢じようさん。老ろう婆ば心しんながら、やっぱりしばらく休学した方がいいんじゃないすか？　成績優秀だし、実のところ校長以上の権力者だ。授業なんぞサボりまくったって問題なく卒業できるでしょ？　先代がおっ死んで忙しいとか、いくらでも理由はつけられますし」

　ハンドルを握にぎりながら、芝しば居いがかった口調で憧子が訊たずねる。

「生徒会長の仕事だってあるもの。まあ、もうすぐ改選だけど」

「あたしの頃ころは、あんなのほとんどお飾かざりでしたけどねぇ」

　憧子も、魁星学院の卒業生だ。在学当時、生徒会役員に立候補したかったのだが、それとなく窘たしなめられ、断念したという。ヤクザの娘が生徒の代表になるのを、教師が嫌がったのだ。

「どっちにせよ、マンションに籠こもってた方が警護にゃ楽なんですよ。頭数が充じゆう分ぶんな訳でなし。神み鎚づちの旦だん那なもお嬢さんも、ひと塊かたまりになっててくれた方がありがたい」

　同じ事は、以前にも提案された。

　それこそ今回狙われたように、中ちゆう枢すうの要人でありながら普通に登校する京香は、黎にとってのアキレス腱けんになりかねない。既に世界中の〈王党派ロイヤリスト〉が協力しているので、資金面はどうにかなっても、拠きよ点てんとしての魁かい国こく市しを失う事になる。茂も木ぎのような新たな協力者はいるが、リスクまで込みで黎たちの身み柄がらを引き受けてくれる見込みは小さい。

　京香自身も万一の際の後こう事じは橘に託たくしているが、混乱や大おお幅はばな弱体化は避さけられない。

　何より、父のような人間や、そんな人間が既き得とく権けんを欲ほしいままにする世界と戦うという、生しよう涯がいの願いが潰ついえてしまう。

「誰か、こっち側に残っていた方がいいでしょ？　日常に戻る道筋まで見み越こしておかないと。戦って戦って戦い抜いて、その後は現実に適応できずに困る、映画に出てくるベトナム帰き還かん兵へいみたいになったら大変だもの」

　敢あえて軽い口調で、京香は答える。

「……戦い、終わるんだよね」

　小さく呟つぶやいたのは、美紘だ。

「当然でしょ。黎くんは、そのために頑張ってるんだもの」

　隣となりに座すわる美紘の肩を抱だき寄よせる。

　制服越ごしに伝わる感かん触しよくは、冷たい。

　吸血鬼ヴアンパイアの体温は外気温と一緒だ。

「でも、わたし……」

「人間に戻る方法だって、きっと見つかる。見つけてみせる」

　一万五千年前の文明についてはほとんど何もわかっていないが、医学や生理学の発展に伴ともなって吸血鬼ヴアンパイアについては近年研究が進んでいる。例えばカイ・ケミカルが実用化にこぎ着けた〈護符タリスマン〉もその成果のひとつだ。

〈貴族派アリストクラシスト〉においては吸血鬼ヴアンパイアになる事は特権であり、不要になれば始末するだけなので、人間にするための手段は探さぐられていないらしいが、希望がない訳ではない。

〈護符タリスマン〉も「王の血」の支配から逃のがれるために「吸血鬼ヴアンパイアの基本的な性質を、部分的に抑よく制せいできないか」という発想から生まれたものなのだから。

「日常に戻る、ですかい」

　歌うような、からかうような口調で憧子が口を挟はさむ。

「正直、羨うらやましい話ですよ。あたしなんぞ、生まれた時からお家がヤクザで、将来は跡あと継つぐように言われてましたからねぇ。日常がもう殺さつ伐ばつとしてた。生徒会長なんぞになりたかったのも、それへのガキっぽい反発って奴やつで」

　単なる地回りの暴力団というだけではない。代々吸血鬼ヴアンパイアに仕え、街を支配してきた魁冥寺家の手駒として、表には出せない仕事を担になってきたのが垂木興業だ。〈貴族派アリストクラシスト〉の餌にするため、何件もの失しつ踪そう事件に関かん与よしている。

　しかも憧子は先代が歳をとってからやっと授さずかった唯ゆい一いつの子だから、最初から跡継ぎとして教育されてきた。

　カイ・ケミカルもそうだが、吸血鬼ヴアンパイアとの後ろ暗い関係があるため、万一にも情報が漏もれたり離り反はんしたりするのを防ぐためには、血脈に基づく安定した継けい承しようが必ひつ須すだ。京香は蚊帳かやの外に置かれていたが、本来の後こう継けい者しやである貴たか士しには十代の頃から〈貴族派アリストクラシスト〉との関係が伝えられていたのだから。

「……真ま面じ目めに考えると、ヤクザの方が吸血鬼ヴアンパイアより辞やめるのが難しいかもね」

「そうですよぉ。新法のおかげでシノギは厳しい。足洗っても世間じゃ白い目で見られる。人の生き血吸って生きて、お天てん道とう様さまの下歩けないってのなら、あたしらだって吸血鬼ヴアンパイアみたいなモンですけど、大した力がある訳でなし。いっそ、ヤクザが治る薬も一緒に研究しちゃもらえませんかね、社長？」

「まずそのためには、ヤクザの生体解かい剖ぼうとか必要かもね」

「あはは。そりゃご勘かん弁べん」

　軽口を飛ばし合うが、京香は内心穏おだやかではない。

　吸血鬼ヴアンパイアの存在を明るみに出せない以上、これまでに揉み消してきた事件を公おおやけにする訳にもいかないが、遺族や関係者の気持ちを考えると垂木を安易に許していいのかとも考えてしまう。

　過去を知りながら、そのまま戦力として利用している自分だって純白の無罪ではない。

「多分、元通りの日常に戻るんじゃない。理想の日常を作り直すために、今の現実と断絶しちゃいけないの。その役目は、わたしにしかできないんだから」

　思いを言葉にして、京香は美紘の肩を更さらに強く抱き寄せた。







　帰宅した京香たちが地下駐車場からエレベーターで上ったのは、黎を中心としたスタッフが会議などに使う、作戦本部ともいうべきフロアだ。

「お帰り。無事でよかった」

　本部に戻った京香と美紘、そして憧子を、黎が出で迎むかえる。襲撃があった事は、既に連れん絡らくしてある。

「タイミングも手口も、ほぼ黎くんの予想通りだったわ。多分、一番使いやすい手札を切ってきたはずだから、しばらくは安全だと思うけど」

　皆みながソファに腰こしを下ろし、京香は車椅子のまま自分用のスペースに滑すべり込む。

「京香を狙って出だし惜おしみはしないと思うが、それでも油断は禁物だ。警護は怠らない方がいい」

　一度撃げき退たいして油断したところに本命を送り込むという手もある。さすがに校内で立て続けに事件があると目立つし、京香が死ねば事件をかえって隠いん蔽ぺいしにくくなるのだから可能性は低いが、完全に無視するのも禁物だ。

「ん、わかってる。美紘ちゃんのローテーションを減らすだけでも、ね」

「そんな心配しないで。京香さんを守るのもお兄ちゃんの役に立つ事だし、わたしにできる事なら何だって……」

「体調の問題だけじゃないの。美紘ちゃんは、戦力としてはこっちのエース中のエース。なるべく黎くんの側そばに置いておきたいし、守りよりは攻せめのために温存した方がいいってだけの話」

「それなら……」

『黎くんの側』を強調したおかげか。美紘は納得する。

「お疲れ様でした。どうぞ」

　トレイを手にしたリーリヤが入室してきた。いつものゴシックロリータスタイルの上に白いエプロンを付けているので、期せずしてメイド風になっていた。

　載のっているのはティーカップがみっつと、スポーツドリンク用のストロー付きボトルがひとつ。お茶ちや請うけのスコーンは市し販はん品ひんだ。

　彼かの女じよも、料理の類たぐいはあまり得意ではない。

「ありがとう。リーリヤは、いいの？」

「わたしは、既に補給済みですから」

　全員に飲み物を配り、リーリヤも席に着いた。

　密みつ封ぷうされたボトルは、美紘用の代用血液。

「黎くんの方は、どうだったの？　胆い澤さわと篠しの宮みや、ふたりから何か新しい情報はあった？」

「大したものはなかったが、連中の間でもこの言葉が話題になっていた」

　黎は、ローテーブルの上に指先を走らせると同時に、短く発音する。

「ＢＤ」

　茂木の先代からも聞き出したキーワード。

　重要さは確信できたが、実体については何もわからない。

「まさか、ブルーレイじゃないよね？」

「銀行手形や割引手形もＢＤと略したりするけど」

　美紘が首を傾かしげ、京香も眉まゆ根ねを寄せる。

「『王の血』に対抗して、標的――つまり僕ぼくを殺す手段というのは確からしい」

　数年前から研究されているが、もう一歩のところで実用化の目め処どが立たず、難航しているらしい。むしろ〈護符タリスマン〉の方が有望視されていると聞いたことがある――その程度の曖あい昧まいな噂うわさ話ばなしを篠宮は話していた。

「それなら、そんなに怖こわくないじゃない。あの薬使った奴って、何も考えずにただ暴れ回るだけだもん」

〈護符タリスマン〉を投とう与よした敵と戦った美紘が笑う。

「待って。つまり、篠宮は〈護符タリスマン〉が完成したのを知らなかったという事になるわね？　古い情報よ。だったらそのＢＤというのも、別口で実現しているのかも知れない」

　京香は指し摘てきする。

　協力者間の横のネットワークは貧ひん弱じやくだ。〈貴族派アリストクラシスト〉たちは、むしろ人間たちが独自の情報交こう換かんや強力などをしないように仕向けている。そんな中で伝わったという事は、それだけ重要で注目度が高いとも見なせる。

　しかも、黎が王ロードになる以前に聞いた情報だから、こちらを欺ぎ瞞まん・攪かく乱らんするために意図的に流した情報とも考えにくい。

「いずれにせよ。吸血鬼ヴアンパイアとしての制約を無効化するための『何か』でしょう。つまり、吸血鬼ヴアンパイアを黎様に直接差し向ける手段が皆かい無むという訳ではないという事です」

　リーリヤの指摘に、京香も黎も頷うなずいた。

〈護符タリスマン〉で暴走状態になった吸血鬼ヴアンパイアたちを退けられたのは、あくまで数が限られる環境で、「王の血」で増強した美紘が相手をしたからだ。

〈貴族派アリストクラシスト〉が存在の露呈を恐れず、あのレベルの敵を一挙に大量に送り込んできたら対抗するのは難しい。

「でもまあ、連中がそこまで大だい胆たんな手に出るたあ思えませんけどね」

　それまで沈ちん黙もくしていた憧子が苦く笑しようする。

「神鎚の旦那がしゃしゃり出ていかないで、ゲリラ的に向こうの陣じん地ち潰つぶしたり、裏切り者を呼び込んだりしていきゃあ、いずれこっちに勝ちが転がり込んでくるんじゃないですかねぇ。何しろまだ十代だ。時間はたっぷりあるって考え方もできますよ。現に、海外じゃ勝ちの波が来てるんでしょ？　その流れで少しずつ押おしていきゃあ……」

「いや」

　だが、黎は首を横に振る。

「ＢＤも含め、〈貴族派アリストクラシスト〉の情報をもっと集め、できる限り短期決戦で勝負をつける。貴婦人ダーメを滅ほろぼし、戦いを終わらせる。永遠に、だ」

　口調は静かだが、カップを支える指に力が籠こもったのを、京香は見み逃のがさなかった。

「単に吸血鬼ヴアンパイアを滅ぼすだけなら、最も手っ取り早いのは存在自体を公表してしまう事だ。オカルト扱あつかいされないだけの資料は用意できるし、〈穢銀アルゲントウム〉の製法も広められる。社会の裏側に隠かくれているのが絶対条件の〈貴族派アリストクラシスト〉にとっては致ち命めい的てきだ」

「でも、それは本当に最後の手段ね」

「ああ。寝ね返がえった連中にも言ったけれど、あれはまあ、ハッタリだ」

　京香の指摘を、黎は肯こう定ていする。

「吸血鬼ヴアンパイアの存在を明らかにすれば、確かにこっちが有利だ。それに――美紘と僕の潔白を証明する道も開ける」

　黎の視線が、一瞬だけ妹に向けられる。

「だけどその手段は、この魁国市を含めて日本各地の協力者の街や企き業ぎようを混乱させ、不安と不信を広げる。日本だけじゃない。世界中で魔ま女じよ狩がりめいた事件が起き、敢あえて〈貴族派アリストクラシスト〉に取り入ろうとする者や、僕たちにすり寄ってくる連中も現れる。〈貴族派アリストクラシスト〉を滅ぼしても、憎ぞう悪おを嫌けん悪おをばらまき、世界そのものに長く深い傷きず跡あとを残すやり方は避けるべきだ。あくまでも、人知れぬ影の戦いとして決着させる」

「ま、ヤクザのあたしが言うのもなんですけどね。今の世の中だってロクなモンじゃありませんけど、わざわざもっと酷ひどくする事こたぁありませんわな」

　憧子は軽口で混ぜっ返した。

「垂木さん。そちらにも、同業者のネットワークはあるんだろう？　そっちでもいろいろつついてみてくれ」

　魁国市と似た環かん境きようの古い企業城下町という事は、同様に広域組織の系列に属ぞくさない地回りの暴力団があり、間接的な手駒になっている可能性が大という事でもある。そちらの情じよう報ほう網もうには、同じ穴の狢むじなでもなければ接せつ触しよくが難しい。

　垂木同様、僅わずかでも直接吸血鬼ヴアンパイアと接触しているのなら、協力企業とは違った視点での情報が手に入る可能性はある。

「難しいけど、ま、何とか気張ってみますわ。こちとらヤバい仕事を請うけ負おうためにお仕えしてる身ですからねぇ。早さつ速そく取りかかりますよ」

　へらへらと偽ぎ悪あく的に笑い、空のカップを置いて憧子は退室していった。

　周りが十代ばかり――リーリヤはさておき――というのは、憧子にとってあまり居い心地ごこちがよくないようだ。

「お兄ちゃん。あの人が言ったみたいに、じっくり時間かけてもいいんだよ。お兄ちゃんが危なくないのがいちばん大切なんだもの」

　体調を気き遣づかわれていると思ったのか、美紘が訴うつたえる。その声の力強さには、どこか虚きよ勢せいの響きが混じっていた。

「言っただろう？　僕は、お前を幸せにする人間になるって」

　黎は、口元に笑えみを浮うかべた。

「もちろん、僕自身が犠ぎ牲せいになるつもりもない。美紘と僕は、今はたったふたりだけの家族だ。家族に先立たれる悲しみを、これ以上お前に味わわせる気はない。敵が、必勝の手段を用意してるのは必ずしも不利じゃない」

「え？」

　美紘が声を上げる。

「決戦を挑いどんでくるなら、それを潰つぶせば一気に天秤を傾ける事だってできる」

「でもお兄ちゃんが危ないよ！」

「〈貴族派アリストクラシスト〉と戦う以上、僕が最も有効な囮おとりで、最強の武器であるのは事実だ。もちろん、死ぬつもりはない。いざという時には美紘にも無理をさせるかも知れない。だけど、戦ってほしい」

「うん……。わかってる。お兄ちゃんがそう決めたのなら、わたしも頑がん張ばるよ。王様の命令じゃない。家族だから、大切な人だから」

「わたしもです。長い戦いを終わらせるために、わたしの力を遠えん慮りよなくお使いください」

　美紘に続き、リーリヤも身を乗り出す。

「やれやれ。こういう事になると、わたしだけ仲間はずれね」

　京香が、大げさに肩かたを竦すくめる。

「ああ、待って待って。美紘ちゃんに言われなくてもわかってるから」

　何か言いたげな美紘の口くち唇びるの前に人差し指を立て、微笑ほほえむ。

「こういうポジションを選んだのはわたし自身。だから前線に出ないでサポートするのも、待つのも逃げるのも、全部戦い。それはわたしがいちば～んよく理解してるから。ね、黎くん？」

　笑顔を向けると、黎も不器用な微笑を浮かべる。

「ありがとう。みんながいてくれて、僕は幸運だ。誰だれひとり欠けても、ここまで戦えなかっただろうし、これからも誰も欠けさせない」

　黎自身も含む四人が、同時に頷いた。

「少しひとりになりたい。今後の戦略やＢＤについて考えたいんだ」

　部屋を移動するため、黎が立ち上がった。

　ＢＤについてのデータがなくても「王の血」に対抗する手段であるのなら、ある程度の推測は不可能ではないはず。

「ご無理はなさらず」

「わかってる。考えすぎて堂どう々どう巡めぐりになるのは避けないと」

　気遣うリーリヤに、黎は真顔で答える。

「じゃ、わたしたち三人は暇ひまだし、一緒にお風ふ呂ろ入らない？　大浴場で」

　ふたりに向き直って、京香は提案した。

「お風呂、ですか？」

「わたしは別にいいけど、あそこって京香さん専用じゃないの？」

　唐とう突とつな提案だったから、美紘もリーリアも戸と惑まどったリアクションだった。

　大浴場というのは、このマンションを突とつ貫かん工事で改装した際に京香の指示で作らせた部屋のひとつだ。名前から連想されるようなホテルなどの規模ではなく、ワンルームタイプのひと部屋をまるごと浴室と付属設備にしたもので、せいぜい家族風呂サイズなのだが。

　会議室、医務室の設置やセキュリティの強化とは無関係の、ほぼ個人的な我わが儘ままの産物。

「別にわたし専用って訳じゃなく、みんなも使ってって言ってあるんだけどね」

「それぞれの部屋にお風呂あるんだし、わざわざそれだけで別のフロアに移動するのも面めん倒どうで……」

「じゃ、いい機会じゃない。入っちゃお入っちゃお」

　強引に誘さそって、京香はふたりを車椅子で先導する。

　脱だつ衣い所じよの壁かべには手すりが張はり巡めぐらされ、浴室の給湯などを操作するコンソールも上下二か所に設置されている。車椅子でも、そうでなくても使いやすいようにという配はい慮りよだ。

「こんな風になってたんですね。知らなかった」

　室内を見回して、美紘が感かん嘆たんの声を漏もらした。リーリヤは警備の事を考えて全室をチェックした事があるが、美紘がここに入室するのは初めてなのだ。他の部屋や廊ろう下か、エレベーターなどでバリアフリー仕様は見慣れていても、浴室となるとまた話が違う。

　京香は車椅子に座すわったままで、制服のブレザーとブラウスを脱ぬぎ、不自由な下半身をもぞもぞと動かしてスカートも下ろす。

「京香さん、手伝いましょうか？」

　先に脱ぎ終えた美紘が、気遣って声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。このくらい慣れてるし」

「あ！　ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて頭を下げる。哀あわれむような、失礼な発言と思ったのか。

「気持ちは嬉うれしいの。ただ、この程度は手慣れてるから問題ないってだけ。だから、移動の時は遠慮なく手伝ってもらうから」

　ひとりで入浴する時は杖つえと手すりを頼たよりにするだけでなく、這はって移動する事もある。それよりは、支えてもらった方がいい。

「では京香さん、よろしいですか？」

「あ、わたし、こっちね」

　全ぜん裸らになったリーリヤと美紘が、左右から近寄ってくる。

　並ぶと、リーリヤはウエストや脚あしは細く引ひき締しまっているのに胸や腰こし回まわりはほどよい膨ふくらみで、新体操のアスリートめいた雰ふん囲い気き。吸血鬼ヴアンパイアになってからは身体の変化は抑制されるというから、元々鍛きたえられていたのだろう。生まれは東とう欧おうと聞いているが、やはり脚の長さなども日本人とは違う。何より、肌はだが透すき通とおるように白い。

　美紘の方は少し小ぶりで幼さが残るものの、自然な均整を備えた柔やわらかさがある。綺き麗れいというよりかわいらしいという形容が似合う。自分が男性で、なおかつ吸血鬼ヴアンパイアという事を知らなかったら、こういう女の子には保護欲をそそられるのだろう。

　改めて見比べると、自分の身体はバランスが悪い。

　胸に限って言えば三人の中ではいちばん大きく、形だって悪くない。ただし使う事のない脚は肉が落ちている反面、よく使う腕うでには筋肉がついている。さすがに事故や手術の痕あとはもう目に見える形では残っていないが。

「京香さん……やっぱり、気になるの？」

　視線が足あし下もとに向いているのに気づいた美紘が、心配そうに声をかける。

「え？　ああ、そうじゃないの。ふたりとも脚、綺麗だなって思って」

「や、やだっ！　そんなの……。わたし、リーリヤさんに比べると太いし」

「わたしから見ると、日本人の女性は細さを求めすぎです。脚に限らず、健康的で適度な肉付きの方が好ましいと思うのですけど。持ち上げて、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　リーリヤの確かく認にんに頷くと、両側から支えられて肩を借りる形になった。

「こういう時は吸血鬼ヴアンパイアって便利よね。力が強いし」

　敢えて軽い口調で、京香は笑った。

　人間ひとりを抱かかえて移動させたり、当たり前の用事を助けるというのは、かなりの力仕事だ。リーリヤと美紘、ふたりとも人間だったら楽にはいかないだろう。

　ドアを開けて浴室に入ると、もわっと湯気が漂ただよって顔を撫なでる。

「いいわ。そこに、下ろして」

　椅い子すが固定され、シャワーや蛇じや口ぐちの高さ、手すりの位置などもそれに合わせてあるのが京香の定位置だ。ほど近い浴よく槽そうも広いが浅く、半ばから段差で深くなっている。京香が使用する時の安全性と、他の人でも深く浸つかれる快適さを両立させるためだ。

　もちろん、出入りの楽な掘ほり下さげ式。

　カランなどは三セットだけで、三人が一度に入室すると、さほど余よ裕ゆうがある訳でもない。

　美紘とリーリヤは肩を並べるようにして身体を洗い、京香はかけ湯をしてからバスタブに浸かった。熱めの設定が、心地ここちよく肌を責める。

「こういう広くてゆったりできるお風呂って、ずっと憧あこがれだったのよね。母とふたり暮らしだった時のアパートも、魁冥寺の家の離はなれも狭せまかったし」

　くつろぐと、自然に顔が緩ゆるむ。

「ウチも普通のお風呂だったけど、あんまりそんな風に思った事なかったなぁ」

「わたしはシャワーやサウナの方に慣れていて、ホットタブに浸かるというのはあまりありませんね」

「あ、シャンプーやコンディショナーとか、わたしが使ってるのしかないけど大丈夫？　必要なら持ってこさせるけど？」

　京香は、浴室の一角に目を向けた。防水仕様のインターホンが設置されている。これも、脚の不自由な京香による特注だ。

「大丈夫です。手に入るもので間に合わすのが普通ですから、特に拘こだわりは」

「これって、値段高くない？　使っちゃっていいの？」

　リーリヤと美紘が、正反対とも言える反応を示した。

「それでいいなら気にしないで使っちゃって」

「うん。ありがとう、京香さん」

　美紘は嬉しそうに、さっそくボディスポンジに泡あわを立てる。

「あ、そうだ。リーリヤさん。吸血鬼ヴアンパイアってダイエットとかできるの？」

「不可能ではありませんが、難しいし効率もよくないですよ。放っておけば老化もする訳ですから、肉体的に一切変化しない訳ではありませんし」

　変化する際に負傷や欠損などは修復されるが、自動的に最適化される事はないと、リーリヤは説明する。

「以前アメリカで戦った〈貴族派アリストクラシスト〉の女は、美び貌ぼうと若さを求めて吸血鬼ヴアンパイアになったものの、変化した時点で飽ほう食しよくで肥満していたから、若返っても太ったままでした。十代二十代の頃の体型が取とり戻せるという訳ではないんです」

「そっか。案外面倒なんだね」

「不自然で、不便で……どうにもならない身体です。美紘さんやわたしはやむを得ず変わっただけですが〈貴族派アリストクラシスト〉は吸血鬼ヴアンパイアの真実を伝えずに甘かん言げんで誑たぶらかし、呪のろわれた者を増やしています。その事で最終的な益を得るのは、頂点に立つ〈貴婦人ダーメ〉ただひとり」

　抑おさえてはいるが、吐はき捨すてるような口調。

「黎くんも、それをわかってるから終わらせようとしてるのよね」

　胆澤たち離反者を脅おどし、突つき放はなすのは嫌悪ばかりが理由ではない。

　彼かれらを吸血鬼ヴアンパイアの世界から引きはがし、「人間」としてやり直す機会を与あたえるためだと、京香は理解している。

「そのためには、わたしたちが――わたしが戦わなくちゃ。負けられないよね、お兄ちゃんのためにも」

　明るく笑う美紘の身体にシャワーが注ぎ、泡を押し流ながしていく。

「戦いは……本質的に忌いむべき事です」

　独り言のように、歌のように、リーリヤは呟いて己おのれの手を見つめた。

「必要だと理解し、覚かく悟ごを決め、回数を重ねて、手早くこなせるようになっても、決して殺し、傷つける事に慣れてはいけない――わたしは、そう考えてきました。恐らく黎様も、美紘さんが殺人を当たり前と感じるようになってほしくはないのでしょう。たとえ、黎様や自分自身を守るためであっても」

「……うん……。お兄ちゃんの気持ちは、わかってる……つもり」

「戦いを終わらせて、まずわたしたちみんなが幸せにならないとね。黎くんって、不器用だから」

「周りの人を幸せにする事を先に考えて、自分が幸せになるのは下手なんだよね」

「そうですね。おふたりに比べればつきあいは短いですが、そう感じます。ですが、それこそがあの方の王ロードとしての器うつわです」

　芯しんには確かな慈じ悲ひと正義感があり、しかし揺ゆるぎない冷れい徹てつな意志と実行力でそれを包つつむ。我が欲よくや感情は抑え、安易な理想に甘あまえず、果たすべき目的を着実に遂すい行こうする。

　黎が、元からそういう人間だった事を京香はよく知っている。

「この間、黎くんと話したの。戦いが終わったらどうするかって」

「……お兄ちゃん、何て答えたの？」

「意識的に考えないようにしてるって。迷ったりためらったりしないようにって。だからその分わたしたちの方が、終わった後の平へい凡ぼんな幸せを頭の片かた隅すみに留とどめておくべきだと思うんだ」

「うん」

　美紘は頷いたが、リーリヤは無言無表情のまま。

「例えば……そうね。彼かれ氏し彼かの女じよになって、結けつ婚こんするとか、そういう幸せもアリよね？」

　京香が話を振ふると、一いつ瞬しゆんで奇き妙みような緊きん張ちようが広がる。

「そ、そうだよね。……京香さんとお兄ちゃんなら……多分お似合いだし」

　どこか、無理に絞しぼり出したような美紘の声。

「あれ？　あっさりわたしに譲ゆずっちゃっていいの？　美紘ちゃんも、黎くんの事が好きなんでしょ？」

「で、でも、ほらっ！　わたしたち兄妹きようだいだし……っ！」

　美紘が顔どころか、耳まで真っ赤に上気させる。

　生理機能が異なる吸血鬼ヴアンパイアでも、こういう時は人間と変わらない。

「血が繋つながってないんだから、何の問題もないでしょ？」

「え？　で、でも……」

「美紘ちゃんも入らない？　どうせなら、リーリヤも」

「う、うん……」

「わたしは構いませんが、いいのですか？　さすがに三人一いつ緒しよは狭せまいようですけど」

「いいのいいの。これも、一度やってみたかったの。友達同士で、こんな風におしゃべりするのとか」

　高校の修学旅行は父の意向で「辞退」させられているし、友達の家に泊とまったりするのも許されなかった。魁冥寺の者が他人の「負担」になったり、迷めい惑わくを掛かけたりするのは、義貴にとって絶対の禁きん忌きだった。

　それは「弱み」「借り」になるからだ。

　己が支配し、奪うばい、吸い上げる事には何の躊ちゆう躇ちよもしなかったのに。

「友達、ですか？」

　リーリヤが、不思議そうな表情を浮かべた。

「それとも貴女あなたは、大切なのは黎くん――王様だけ。美紘ちゃんは吸血鬼ヴアンパイア仲間。でもわたしは別べつ扱あつかいって事？」

「いえ、そんな事は……」

　敢えて意地の悪い質問をぶつけると、リーリヤの顔に戸と惑まどいが浮かんだ。

「ただ、わたしは一〇〇年も陰かげの戦いを続けてきて……個人的な交友関係というのを持った事はありませんので。作戦行動も単独が主で、同じパートナーと長く組んだ事も……」

「じゃあ、わたしが――美紘ちゃんも含ふくめてわたしたちが、最初の友達。それじゃ不満？　ああ、吸血鬼ヴアンパイアだから同じ時を過ごせない。いつか離ればなれになるからっていうのはナシね。そんなの、人間の友達同士でも家族でも、永遠の保証なんてないんだから」

　ありそうな意見を先回りで否定し、手招きする。

「それは、理解しました。でも、友達と言っても何をどうすれば……」

「友達のありようなんて、全部のケースで違ちがうわよ。この場合、まず一いつ緒しよにお風呂。いいわね？」

　浅いエリアで京香は膝ひざを手で引き寄せて横よこ座ずわりになり、深い場所で美紘とリーリヤが肩を寄せ合うように並ぶ。

「戦いが終わったら、ここだって元の計画通りに改装しなおして、改めてマンションとして売りに出すから、大浴場があるのは今だけよ。いろいろ楽しまなくちゃ損」

「確かに、こういうのって何かいいね」

「わたしは慣れていないので……少し変な感じです」

「お風呂の種類より何より、同じ年とし頃ごろの友達と一緒のお風呂よね？　珍めずらしいのは。こんな風に一緒に入浴する機会ってあまりないでしょ？」

「そうですね。日本のように温泉を使う事もありますけど、日常のリラックスというよりは治ち療りようや養よう生じようという面が強いですし」

　繰くり返かえされた「友達」という言葉に、リーリヤがはにかんで俯うつむく。

「お湯、熱すぎたら埋うめてもいいけど、どう？」

「平気っていうか、あんまり熱いとも感じないんだよね」

　京香の疑問に美紘が答える。

「それで、顔をつきあわせて何をするのでしょうか？」

「だから、さっきの続き。恋こいバナよ、恋バナ」

　また美紘が頬ほおを赤らめる。リーリヤは、恥はじらうというより戸惑っている様子だ。

「さっきも言った通り、戦いを終わらせて幸福になるっていうのは、そういう当たり前を頭から追い出さないって事よ」

「その……やっぱり京香さんって、お兄ちゃんの事が……」

「うん。好きよ」

　京香は、あっさり答える。

　ただ、思っている事を気軽に口にした訳ではない。さりげなく言おうと、何日も前から考え、決意してきた行こう為いを実行したのだ。

「高校で再会して、黎くんのお陰で救われて……ずっと同志とか戦友とか思ってた。その関係が物足りない訳じゃない」

　だけど、父を敵とした京香の戦いは終わった。

　そのまま黎の闘とう争そうを支し援えんする事になったからこそ、気がついたのだ。終戦後の事を考えなければいけないと。

「幸運なんて言っちゃいけないんだろうけど〈貴族派アリストクラシスト〉との戦いがなかったら、わたしは父を追い落とした後、生きがいを失って抜ぬけ殻がらみたいになっていたかも知れない。会社の経営とか、特にやりたい事でもなかったし」

　火ほ照てった顔に、濡ぬれた両手を当てる。

「人間は道具や機械じゃないんだもの。目的のためだけに合理的に生きるなんて、多分無理。無む駄だや無意味や――感情からは逃のがれられないし、それこそが大切なんだと思う」

　そこまで喋しやべって、一度言葉を切る。

「美紘ちゃんだって、好きなのは変わらないでしょ？　変わったから、忠誠を感じてるだけじゃなくて」

「……うん……。それはそうだけど、自分でもよくわかってないっていうか……京香さんみたいにはっきり言葉にできない。家族として慕したう気持ちもあるし、もちろん王様だから従わなきゃっていうのも、ずっと沸わき上あがってくるし」

　小さな手の指先が、己の眉み間けんに触ふれる。

「それでも、女と男として好きっていう気持ちも混じってるなら、それは嘘うそとか間ま違ちがいじゃないの」

「うん。わたしも、わかってる。心って……気持ちって……料理みたいなものだと思う。いろんな材料や調味料が混じって、ひとつの味になってる。どの材料も欠かせないけど、全部の材料を別々に並べたものとできあがった料理は違うっていうか……」

　ごちゃごちゃな感情を上手うまく説明できない自分がもどかしいのか。美紘の言葉は途と切ぎれ途切れだった。

「うん。わかるよ。言いたいこと、わかる」

　だから、京香は満面の笑みで頷き、ぎゅっと身体を寄せた。

「いい事教えてあげようか？　兄妹っていっても、黎くんと美紘ちゃんだと何の問題もないんだよ」

「え？」

「勘かん違ちがいしてる人多いけど、戸こ籍せき上家族だけど黎くんと美紘ちゃんは血族関係じゃない。だから普ふ通つうに結婚もできる。法律もそうなってるの」

「で、でも、ほらっ！　世せ間けん体ていとかあるし……」

　意外に古めかしい言葉を、美紘は口にした。

　中学での虐いじめでは黎との関係も嘲ちよう弄ろうや侮ぶ蔑べつの種になったそうだから、いくら制度では大丈夫と言われても気になってしまうのは仕方ないか。

「世間体っていうなら、戦いが終わっても神鎚黎と美紘のままではいられない。きっと、そこには戻もどれない」

「……どういう意味？」

　自然と、京香の声が沈しずむ。

　美紘も真顔でこちらを見つめている。

「戦いが始まってから、考えてたの」

　首しゆ尾び良く〈貴族派アリストクラシスト〉を壊かい滅めつさせたとして、黎と美紘が「神鎚教授夫妻殺害事件」の関係者だという事実が消えてなくなる訳ではない。魁国市内の「行方ゆくえ不明」程度ならもみ消せても、別の街でのあからさまな殺人となれば話は別だ。

「吸血鬼ヴアンパイアの存在を公表すれば潔白を証明する糸口にはなるけれど、世の中が混乱する。これまで〈貴族派アリストクラシスト〉の犠ぎ牲せいになった人たちや、連中に餌えさを差し出した者の事も公表しなければならないし」

　例えば、失しつ踪そうした女教師。拉ら致ちに直接携たずさわった垂たる木き興業。

「さっきお兄ちゃんが言ってた事だね」

「黎様が仰おつしやる通り、正しいやり方ではなくても吸血鬼ヴアンパイアという存在そのものを表に出さず、闇やみに葬ほうむる方が無ぶ難なんでしょうね」

「だから整形とかで黎くんと美紘ちゃんの外見を変えて、イリーガルな手段で新しい身分を手に入れる。その時には、兄妹じゃないって選せん択たくもできる」

　力強い笑え顔がおで、京香は美紘の肩を叩いた。

　互たがいの身体が濡れているせいで、音は妙みように湿しめっぽい。

「違い法ほうな仕事といっても、このレベルになると垂木興業みたいな地方の小ヤクザじゃ用に足りない。でも〈王党派ロイヤリスト〉にはそういう伝つ手てもあるでしょ？」

「はい。わたしも偽ぎ造ぞうパスポートで来日した訳ですし」

　現在、ここに集まっている多くの〈王党派ロイヤリスト〉も同様だ。さすがに長老エルダーだけは貨物に偽ぎ装そうした上で、特別機をチャーターしたが。

「つまり、この件では美紘ちゃんだけじゃなく、リーリヤもわたしと対等って事」

「……どういう事でしょうか？」

　京香の言葉に、リーリヤが首を傾げる。ただ、声こわ音ねが硬かたい。本当に気づいていないのではなく、敢あえて気づかないふりをしているのか。

「美紘ちゃんが人間に戻る手段があるなら、貴女だって同じ。新しい身元を手に入れる事も可能。普通の女の子として、生きなおすのも無理じゃないかも知れない」

「本当のわたしは一〇〇歳さいを越こえてますよ。人間に戻った瞬しゆん間かん、老ろう衰すいする恐おそれだってあります」

　リーリヤは、穏おだやかに笑った。

「まだ確定した訳じゃないでしょ。希望を捨てるのは、勿もつ体たいないわ」

「……わたしは、これ以上生きながらえたいとは考えていません」

　軽口めかした京香に、リーリヤは短い沈黙の後、真しん剣けんに答える。

「妹や級友とは違います。わたしは、殺さつ戮りくと闘争の世界からの来訪者。美紘さんや京香さんと共に過ごすのは、戦いを終えて日常に帰って行くという事でしょうが、わたしは違うのです」

「そんな風に言わないで！　リーリヤさんが自分の気持ちを曲げるのは……わたし、嬉うれしくない。わたしだってもう何度も戦ったし、敵も殺した。吸血鬼ヴアンパイアだけじゃない。人間だって手に掛けたよ。わたしが普通に戻れるなら、リーリヤさんが戻ったっていいはず！」

「直接殺したり殺されたりじゃないけど、貴女が来る前からわたしは生きるために戦っていたし、黎くんは戦友だった。日常に戻るのが、何もかも無かったことにして気楽に暮らすって意味じゃない事くらい、彼は理解してるわ」

　悲観的なリーリヤの言葉を、美紘と京香がそれぞれ否定する。

「わたしはおふたりと違い、当たり前の恋心というものを知りません――友情だけでなく。お仕えする黎様が尊敬すべき方である事を喜ばしくは感じますが、多分、これはそういう気持ちとは違うのでしょう。ただ、最初にお仕えした方が理想の王ロードであり、最後の王ロードになるという願いのために全力を尽つくす――それだけが望みです」

　静かに、しかしきっぱりとリーリヤは告げた。

「既すでに黎様にはお伝えしてありますし、了りよう解かいも得ています。あの方に全すべてを捧ささげ尽くし、結末をこの目で確かめ、何もかも終わった後で、この世界ステージから静かに退場する――これが、黎様のためにわたしが――わたしだけができる事です」

　共に生きると誓ちかった京香や美紘とは違う。

　リーリヤのみの、これが愛し方だ。

「……そう。それなら、わたしからこれ以上押しつけない。だけど、貴女にも可能性があるという事は、忘れないで」

　黎が日常に戻るために人間の側に留とどまる――最初、それは自分だけの使命であり、特権だと京香は思っていた。

　けれど、違う。

　美紘やリーリヤ、その他にも望む者がいるのなら、彼女たちを置き去りにして黎だけが平和な世界に帰き還かんしようとは思わないだろう。

　そんな黎だから、好きなのだ。







第四章　ＢＤ







「これがＢＤ――ブレインデッドです」

　白衣の研究者が、誇ほこらしげに紹しよう介かいした。

　凌りよう牙がたちの目の前に立っているのは、ほとんど裸はだかの男女が六人。身につけているのは、顔の上半分に装着したヘッドマウントディスプレイのような機器と、各所にはり付けられた生体モニタリング用のセンサーだけだ。

　顔が隠れていてもわかる。

　全員〈黄昏ダスク〉の仲間――仲間だった者たちだ。

　今は、既に違う。

　左胸には「１」から「６」までの数字がくっきりとペイントされている。

　国内にいくつかある〈貴族派アリストクラシスト〉の実験・研究施し設せつでも、ここは最高レベルだ。取り組んでいる内容も、セキュリティも。

　人間の協力者が営んでいるのではなく、彼らの成果を吸い上げ、統合する場所。スタッフも全員が長い時を生き、学識と技術を蓄たくわえた吸血鬼ヴアンパイアのエリートだ。

「血族の回復力があればこそ、手術後半日で運用試験が可能になります。並の人間に同じ処置をした場合、どれだけ待たねばならないのやら」

　見た目だけは若いが、数十年研究畑で実績を重ねてきた男だ。敬語を使っているのは目の前の凌牙やパウラではなく、奥おくのソファで寝ねそべっている貴婦人ダーメに向けてだろう。

　長生きで、しかも知的業務に携たずさわる連中には、凌牙たち実戦部隊を「野や蛮ばんで暴力的な兵卒」と見下す者も多い。しかも〈黄昏ダスク〉は優ゆう秀しゆうであっても、陽光への耐たい性せいが優先されるため「吸血鬼ヴアンパイアらしい能力」を有さない半はん端ぱ者ものや新参者の集まりだ。

「それで、効果の方はどうなの？　わたくし、まだ概がい略りやくしか聞いてないのよ」

　貴婦人ダーメの瞳ひとみは好奇心に輝いているが、口くち唇びるは不ふ機き嫌げんで尖とがっている。

　配下は殺され、協力者は裏切り、しかも粛しゆく正せいまで読まれ、先手を打って防がれた。

　しかも神み鎚づち黎れいはいちいちそのたびに貴婦人ダーメの逆げき鱗りんに触れるようなメッセージを押しつけてくる。

　国内ばかりではない。海外でも〈貴族派アリストクラシスト〉が敗れたりしくじったりする時には「王ロードからの伝言」が残されるのだ。

　最初のうちは余よ裕ゆうを見せていた貴婦人ダーメもさすがに現状は腹に据すえかね、それだけにＢＤに期待を寄せているのだ。

「ご覧に入れましょう。貴婦人ダーメ閣下、お手数ですが適当な個体に『動くな』と命じていただけますか？」

「そうね。じゃあ、№３。わたしが次の命令を下すまで、絶対に動かない事」

　貴婦人ダーメの命令に白衣の男は頷うなずくと、コンソールに手を伸ばす。

「さあ、ご覧ください！　我ら血族の歴史が変わる瞬間を！」

　芝しば居いがかった仰ぎよう々ぎようしい口ぶりで、スイッチを入れる。

　ひょこん。

　№３が、右手を挙げた。

　大げさな前まえ振ふりとは裏腹の、気の抜けるような仕草だった。

「へえ……」

　しかし、貴婦人ダーメは満足げに頷く。

「そもそもっ！　我ら血族が上位者の命令に従うのは、それが命令であると脳で認にん識しきするからです」

　研究者の指先が、己の頭をつんつんと突く。

「人間の協力者が開発した〈護符タリスマン〉も脳を麻ま痺ひさせるという方法論は同一でしたが、その結果理性的な行動ができず、制せい御ぎよ不能になるという致ち命めい的てきな欠点があったのです！　やはり人間では、吸血鬼ヴアンパイアの本質が理解できないのでしょう！」

　両りよう腕うでを広げ、陶とう酔すいした口調で演説は続く。

　何年も研究してきたが、黎が現れるまでは無駄無意味と思われていたものに光が当たったのだ。興奮するのも当然か。

「しかぁしっ！　このブレインデッドは違いますっ！　大脳前ぜん頭とう葉ようの一部を切除し、そこに制御システムを組み込む事によって被ひ術じゆつ者しやの肉体を単なるデバイスとして駆く動どうするという天才的発想っ！　判断や意志決定と実際の行動を切り離し、操縦者が標的に接触せずに遠えん隔かく操作すれば、血の序列による支配を無視できるのですっ！」

〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアは、遡さかのぼれば全員が貴婦人ダーメを源流とする。

　本来なら命令には絶対に逆らえない。だが、ブレインデッドに改造された者は「命令」を理解する能力が失われている。自らの意志による動作ではないので「命令がなくとも、危害は加えられない」という制約さえ受けない。

　吸血鬼ヴアンパイアではなく、吸血鬼ヴアンパイアの肉体を材料に用いた生体兵器。

　普通なら大脳の損傷も復元されるので、脳手術には〈穢銀アルゲントウム〉製の器具を用いた。

「でも、どうやって動かすの？　まさかいちいちスイッチで手足を一本ずつ動かすような玩具おもちやで、敵の護衛を倒たおせると思ってるの？」

「ご安心を。もちろんその点も充じゆう分ぶんに考えております。えーと、君。霧きり島しまといったか？　こっちへ来たまえ」

　指示に従い、凌牙は事前にレクチャーされていた通りに、ヘッドマウントディスプレイを被かぶり、コードをスーツに接続する。着用しているのはいつもの戦せん闘とう服ふくではない。センサーとトランスミッターを内蔵した専用のものだ。

　スイッチを入れると、眼前に映像が展開した。凌牙自身の立ち位置ではない。№３の視界がＶＲで表示されているのだ。

　凌牙が腰こしを落としてファイティングポーズを取ると、同時に№３も同じ構えを取る。パンチを繰くり出だすのも、全く同じタイミング。相手側からの様々な情報はディスプレイの隅すみに表示されるだけでなく、スーツにも触しよつ覚かくフィードバックがある。

「へぇ。操縦者とＢＤのセットという訳ね？」

「ええ、そうですっ！　もちろん実戦投入の際には人間に操縦させます。血族ならモニター越ごしでも標的への攻こう撃げきが制限されますから！」

　ＢＤ素体選別に当たっては、戦せん闘とう技術や固有の特とく殊しゆ能力よりも筋力や敏びん捷しよう性せいなどを重視。操縦者の方は〈黄昏ダスク〉の人間隊員から、逆に技能が高いものを選んだ。体格が近い者をペアで運用する事で、マスタースレイブ方式の精度を向上させる。

　研究員は自じ慢まんげに語るが、実際に改造される者を選んだのは凌牙だ。ヘッドセットを外して、小さく溜ため息いきをこぼす。

「敵にも強力な護衛者がいる事を考こう慮りよすれば、現在の六体だけでは充分とは言えません。実用試験で問題がない事がわかれば限界まで増員したいと考えております」

「そうね。それで構わないわ。今は、神鎚黎を始末する事を最優先に考えて」

「ははっ！　謹つつしんで、進めさせていただきます！」

　芝居がかったというよりは、道どう化けじみた態度で研究者は一礼し、退室する貴婦人ダーメを見送った。

「さて、と。更なる人選を頼たのむぞ。メンバー選びは、遅くとも明日中にな。それと実際の作戦も考えておいてくれよ。私の素す晴ばらしい発明を、無駄にしたら許さないからな！」

　ほとんどスキップのような足取りで、研究者も去って行く。操作された六体のブレインデッドも、後に続く。

「……誰を選ぶの、凌牙？」

　パウラが、不安げに訊たずねる。

「俺おれなりに考えてる。お前は、心配しなくていい」

　吐き捨てるように呟つぶやくと、傍かたわらの椅子に腰を下ろす。

「研究員如ごときが、どれだけ威い張ばりちらそうと関係ねぇ。結局、俺たちは全員貴婦人ダーメ閣下に比べればゴミみたいなもんだ。何てったっけ……。そうだ、『等しく価値がない』って奴やつさ」

　原典は何かの映画の台詞せりふらしいが、観た事はない。ネットを流れていくネタのひとつとしてたまたま記き憶おくに残っていただけだ。

「キャリアはともかく、格から言えば凌牙の方があいつより上よ。閣下から直接の恩おん寵ちようを賜たまわったんだもの。わたしとは、違う」

　隣となりに座すわり、パウラは凌牙にしなだれかかった。

　彼かの女じよは人間と吸血鬼ヴアンパイアのハーフ――ダンピールだ。血族である父が、人間の女性に気まぐれで産ませた子。

　しかも母親は日本に不法滞在していた外国人。体質と身元の両方の問題で人間として育てるのは難しく、しかし吸血鬼ヴアンパイア社会には「子供」がほとんど存在しない。だから彼女は「半端者」と迫はく害がいされる中で、母からの教育だけでどうにか成長したのだ。

　幸い陽光への耐性が高かったから、一〇歳前後から日中の下働きを務め、その後は〈黄昏ダスク〉のメンバーにもなった。

　それでも、上級幹部からは蔑べつ視しされ、軽んじられる。

「違う――か。俺に言わせりゃ、閣下以外の吸血鬼ヴアンパイアなんぞ全部同じだ。人間と変わりねえ屑くずばっかりだよ」

　ふん、と鼻で笑う。

「俺は吸血鬼ヴアンパイアになりたかったんじゃねぇ。ただ、クソッタレな人間を辞めたかった。人間でいたくなかったんだ」

　凌牙は、親指の爪つめを噛む。

「けど、来てみりゃあこっちの世界も、隙すきあらば他人を見下してふんぞり返りたがる馬ば鹿かだらけだったって訳だ。考えてみりゃ、俺も含めてみんな元は人間なんだ。腹ん中がそう簡単に入れ替わるはずもねぇ」

　両親に見捨てられ、養護施設の職員や教師からも蔑視冷れい遇ぐうされ、寄よる辺べなき最低の暮らしをしていた凌牙は全くの偶ぐう然ぜんから吸血鬼ヴアンパイアに遭そう遇ぐうし、貴婦人ダーメの気まぐれで吸血鬼ヴアンパイアと化した。

　元々喧けん嘩かは得意だったから戦せん闘とう要員になるのは望むところだったし、本格的な訓練を受けて身体を動かせるのも嬉しかった。幼い頃ころから暗い面ばかりを見ていた「人間」である事を辞められた解放感もあった。

　しかし、吸血鬼ヴアンパイアも同じだった。

　序列を作り、他者を見下し、己が高貴な存在だと誇ほこりたがる。

　血族を絶対的に支配する上下関係は、あくまで吸った吸われたの系けい譜ふだけが基準となる。他の「孫」「曾ひ孫まご」あるいはもっと末流であっても、貴婦人ダーメの「子」である凌牙に血を吸われた訳ではないので、従う必要はない。

　むしろ新参なのに「子」である事が嫉しつ妬との理由になった。貴婦人ダーメ本人に逆らうのは不可能だから、矮わい小しようで饐すえた感情は凌牙へと向かう。

　それでも、現場で一緒に戦う〈黄昏ダスク〉の隊員たちの間には、間違いなく連帯感があった。

　その中から、決して戻れないブレインデッドになる者を、責任者として選ばなければならない。

　決定を下した貴婦人ダーメに恨うらみ言ごとを告げる気はない。

　気まぐれで自由、理由もなく救い、理由もなく殺すのが彼女の本質だ。そうでなければ、自分が血族に加わる事もなかったのだから。

　どんな動機であれ、彼女にだけは絶対的な恩がある。

　それに――。

「閣下のためってだけじゃない。標的・神鎚黎……。あいつだけは、我が慢まんならねえ。奴をぶっ殺すのが閣下の望みに適かなうってのなら、最高じゃねぇか！」

　ポケットから情報端たん末まつを取り出し、黎に関するデータを閲えつ覧らんする。

　何かの公的書類から流用したらしき写真。落ち着き払はらって澄すました顔。偏へん差さ値ちも授業料も高そうな気取った制服。

　凌牙にとって制服は、自分を見下す殿てん上じよう人びとの装よそおいだ。

「学者先生の家でぬくぬくと幸せに育って、血の力で〈王党派ロイヤリスト〉どもの上で当たり前のような顔してふんぞり返ってんだぜ、こいつは。生まれつきの特権だの幸運だのを好き放題使ってんだ」

　黎と直接言葉を交わした事はない。セーフハウス襲しゆう撃げきの際も、直接は見まみえなかった。だが、様々な形で送り込まれる貴婦人ダーメ宛の挑ちよう発はつ的なメッセージから、驕きよう慢まんな人ひと柄がらははっきり伝わってくる。

　きっと他人を見下し、踏ふみにじる事に慣れきった人間だ――凌牙はそう感じた。

　そんな相手でも、吸血鬼ヴアンパイアである以上、対面して命じられれば逆らう事ができない。

　嫌けん悪おし、憎ぞう悪おする相手に隷れい属ぞくする――それが耐たえがたくおぞましい事を、凌牙は幼少時の経験として知っている。

「わたしは、よくわからないわ」

　パウラは小声で呟つぶやいた。

「この子の事を、嫌きらいとか憎にくいとか思わない。ただ、使命だから殺す。それだけよ」

「それで構わねえ。俺も、ただ実績を積む。貴婦人ダーメ閣下に認められ、地位を上げ、他の連中に嘗なめられない男になる。こいつは、そのための踏み台。ああ、そうさ。〈黄昏ダスク〉の仲間だろうが何だろうが、全部利用してやるさ！」

　己に言い聞かせるかのように、凌牙は叫さけぶ。

　決意に握にぎりしめられた拳こぶしを、パウラはそっと両手で包み込んだ。
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第五章　そして聖戦は終わる







　二か月ほどは、目立った動きはなかった。

　怯おびえながらそれぞれの地元に戻った胆い澤さわたちに〈貴族派アリストクラシスト〉が刃やいばを向ける事もなく、それを契けい機きに貴婦人ダーメを裏切って黎れいの元に駆け込む者がいくらか現れたが、それへのリアクションさえ何もなかった。

　国外でも〈王党派ロイヤリスト〉の攻こう撃げきが一段落し、敵からの反撃もない。

　しかし――。

「ＢＤが、完成した？」

「あくまで伝聞だけどね」

　黎の言葉に、京きよう香かが短く答える。

　いつもの会議室ではない。長老エルダーのために用意した特別医い療りよう室しつに黎や京香、美み紘ひろやリーリヤが集まっていた。

　老ろう齢れいの彼を動かすよりは、こちらから出向いた方が簡単だ。

　つい先日、こちらに寝ね返がえった〈貴族派アリストクラシスト〉協力者が持ち込んだ情報によると「ＢＤ」とは正式名称「ブラッドエフェクト・ドミネーター」という注射薬らしい。

　直訳すると「血液効果支配薬」というあたりか。

　断だん片ぺん的てきな噂うわさ話ばなしを整理したプリントが、全員に配られている。

「〈護符タリスマン〉の改良版で、原材料は貴婦人ダーメの血液。理性を麻ま痺ひさせるのではなく、『王の血』の影えい響きようよりも貴婦人ダーメの命令を優先するようにする。ただし、投とう与よから二〇分ほどで効果は切れ、使用した吸血鬼ヴアンパイアは脳の消しよう耗もうで絶命する――ですか」

「えっと……じゃあ、戦う時は二〇分凌しのぎきれば勝てるっていう事？」

　実戦を担当するリーリヤと美紘が、顔を見合わせる。

　本来なら、他にも何人か戦闘に長たけた者や国外での実戦部隊を率いてきた吸血鬼ヴアンパイアも話し合いに参加させたかったのだが、大半を各地に派は遣けんして任務に当たらせている。

　少数でありながら手を広げざるを得ない。〈王党派ロイヤリスト〉の弱点だ。

「しかも、命令を出すために貴婦人ダーメ本人も肉声が届く距きよ離りにいなきゃいけないんでしょ？　だったらすごいチャンスかも！」

「多分、それは偽にせ情報だ」

「え？」

　美紘は驚いて声を上げたが、リーリヤは予測していたのか無言で小さく頷く。

「情報の入り方に意図を感じる。今まで名前以外わからなかったのに、いきなり判明した詳しよう細さいがこちらに都合の良すぎる内容だ」

「では、持ち込んだ者がスパイなのでしょうか？」

「そういう訳でもないだろうな。情報提供者が『自覚的に』嘘をついていると、発覚のリスクは大きくなる。だけど、寝返りそうな協力者に手て土産みやげになりそうなネタを吹き込むという手を使ったんだろうな。誤情報でこちらを誘ゆう導どうするだけでなく、忠誠心が怪あやしい奴を選別する事もできる訳だ。長老エルダーはどう思う？」

「恐らく、黎様の推測通りでしょう」

　例によって、傍かたわらの看護師が当てたマイクで増ぞう幅ふくされた声だ。

「薬物で意識を混こん濁だくさせるというのは、古くから――最初の王ロードの時代から、敵国などで試みられていた手段です。研究は王ロードが崩ほう御ぎよした後〈貴族派アリストクラシスト〉が引き継つぎましたが、目に見える成果は上げられなかったはずです。あの〈護符タリスマン〉がようやくの到達点でしょう」

　現代に比べると工学の分野はさほど進んでいない。吸血鬼ヴアンパイアを生みだしたテクノロジーも、今でいう化学や生物学、薬学に属するものだ。

　ならば真っ先に試ためされる対たい抗こう手段も、その系統だ。

　その後の一万五千年の歴史においても、最初の〈王党派ロイヤリスト〉と〈貴族派アリストクラシスト〉の抗争で資料も人材も失われ、技術や知識はごく断片的に伝えられただけだ。吸血鬼ヴアンパイアはあくまで人間に寄生しているだけで、独自の文明を築いた訳ではない。

「わたしたち自身を科学的に詳細に分ぶん析せきできたのは、人類の医学や解かい剖ぼう学がくが発達した後、せいぜいがこの五〇〇年。それは、我々も〈貴族派アリストクラシスト〉も大差ないはずです。何より、貴婦人ダーメが自らの血を他人に分析させるとは、考えがたい」

「だろうな」

　吸血鬼ヴアンパイアに課せられた不便さや〈王党派ロイヤリスト〉の抵てい抗こうを考慮に入れたとして、一万年以上の時間を上手く使えば完全で安全な支配体制を構築できたのではないか――黎は、そう考えていた。

　例えば文明が未熟で照明手段が限られ、人類の夜間行動力が乏とぼしい時代に適度に仲間を増やし、敵対する〈王党派ロイヤリスト〉を滅ほろぼした上で「吸血鬼ヴアンパイアに奉仕する事こそ栄えい誉よであり幸福」という倫りん理り観かんを根付かせてしまえばよい。

　老化の問題にしても、予あらかじめ数系統の「名門貴族」を分け、その血脈が混じり合わないようにコントロールしながら、「若返りの妙みよう薬やく」として吸うための同族を管理・養よう殖しよくするという手はあり得た。

　偶然「王の血」を持つ者が生まれるリスクだけはどうしようもないが、生まれてすぐの赤子は命令を発せられない。新生児は例外なく地域を治める吸血鬼ヴアンパイアにチェックさせ、該がい当とう者しやは臣下の人間に殺させれば済む。

　それが為なせなかったのは、第一に貴婦人ダーメがこだわったのがあくまでも「吸血鬼ヴアンパイアが支配する社会」ではなく、自分個人が頂点として君臨し続ける事だったからだ。

　誰だれにも後こう事じを託たくさず、原種である彼女が若さを保つためには、己おのれの「子孫」ではない〈王党派ロイヤリスト〉を全ぜん滅めつさせる訳にはいかない。生かしたまま、制圧したいという欲目が、戦いを長引かせた。

　そして第二の、より重要な理由。

　そんな野望を持つ貴婦人ダーメ自身が、支配欲だけはあっても統治や政治の専門家ではなく、自分たちの能力を前提にした体制のグランドデザインができなかったからだ。

　現在の「地元の名家が政治・経済を牛ぎゆう耳じる地方都市を傘さん下かに収める」というのも、貴婦人ダーメの独創というよりは既にできている支配のシステムに寄生し、利用しているだけ。社会やテクノロジーの変化に対応するのが精一杯で、イニシアティブは取れない。

「老いる――変化を受け入れている長老エルダーに比べても、変わるまいとしがみつく貴婦人ダーメの弱点だ。そこに、つけ込む隙があった」

「恐きよう縮しゆくです、黎様」

　確かに過去を振ふり返っても〈貴族派アリストクラシスト〉は新しい状じよう況きようへの順じゆん応のうが鈍にぶかったと、長老エルダーは付け加えた。

　例えば〈黄昏ダスク〉のような日中活動用の選せん抜ばつ部隊も、最初に設立されたのは第二次大戦の後で、まだ五〇年程度の歴史しかないという。リーリヤのように適した個人を柔じゆう軟なんに活用するのと、組織として整えるのとでは勝手が違うと考えても、やはり遅い。

「僕ぼくが、最も恐れたのは時間稼かせぎだ」

　絶対的な血を有するといっても、黎自身は定じよう命みようの人間だ。最初の王ロードと同じ限界を背せ負おっている。貴婦人ダーメは直接事を構えるのを避さけ、数十年隠かくれ、逃げ回るだけでいい。どれだけ用心しても、こちらは寿じゆ命みようで死ぬ。

　それどころか、黎が「王の血」を得たのは大量輸血と時間経過によるイレギュラーな出来事だ。いつ、どういうきっかけで効果が失われても不思議ではない。

　だから徹てつ底てい的てきに敵を挑発し、刺し激げきし、自分を憎ませた。

「僕の手に乗っただけじゃない。貴婦人ダーメ自身が元々プライドが高く、己の上に『王ロード』が存在するのに耐えられない性しよう分ぶんなんだろう。そもそもそうでなければ〈貴族派アリストクラシスト〉なんて立ち上げないだろうが」

　苦く笑しようの口くち唇びるから、溜ため息いきが漏もれる。

「ＢＤについてリークしたのは、いわば挑ちよう戦せん状じようだ。今まで散々煽あおられたから、今度は僕を挑発しているつもりなんだろう」

「〈貴族派アリストクラシスト〉の勢力も無限ではありません。特に、黎様が現れて以降は失地するばかりです。向こうとしても情勢を一気に覆くつがえす作戦でしょうが、こちらが勝てば勝利を確たるものにできるはずです」

　スカートの上で拳をぎゅっと握るリーリヤの声には、普ふ段だんの彼女とは違ちがう熱が籠こもっている。

「でも、効果が二〇分で切れるとかいう話がこっちをおびき出すための嘘なら、危ないんじゃ……」

　美紘の声は不安げだ。

「ごめんな。戦いでは、美紘に負担を掛かける事になる」

「ううん、そうじゃないの！　わたしは大だい丈じよう夫ぶ。全力で戦う。でも、お兄ちゃんも出向くんでしょ？　それが危ないんじゃないかって……」

　小刻みに震ふるえる頭に、そっと手を乗せる。

「敵に対する最高の餌えさで、最強の武器だ。勝負を決めるためには、僕が出て行くしかない」

「……うん……」

　感情で受け入れがたいだけで、頭では理解しているのだろう。美紘は、頷いてきゅっと口くち唇びるを結んだ。

「それはいいとしても、問題はいつ、どうやって戦うかよ。お互いが乗り気になっても、コミッショナーもいないし、リングも用意されていない」

　京香の指し摘てきは冷静だ。

「この挑戦状には日付がない」

　黎は、資料を手の甲でパンと叩いた。

「例えば、ＢＤの実験を行う日付や生産施設の場所の情報を流して、その時その場に僕たちを呼び出せるという考えもある。けど、さすがにそこまで露ろ骨こつならこっちだって万ばん全ぜんな罠わなを疑う、のこのこと出向いたりはしない。貴婦人ダーメも、僕を嘗なめてはいないという事だ。いつどこで戦うかは、こちらが決めろというつもりなんだろうさ」

　黎たちが押おしているとはいっても、勢力では未いまだ〈貴族派アリストクラシスト〉が優位を保っている。本格的な戦いとなれば、動員できる兵力が違う。こちらが戦場を設定しても、充分対応出来る自信があるのだろう。

「迎げい撃げきの準備を整えた上で、貴婦人ダーメサイドに情報をリークする事になるな。垂たる木き興業のルートから、未いまだに『餌えさ場ば』になっている街の暴力団を介かいして、それとなく伝えるというあたりか」

「ですが黎様。こちらで戦場を選べるとして、どこにしますか？」

「条件は限られる。他人を巻き込む恐れのある都市部は当然不可。かといって人里から離はなれすぎていては、敵の戦力を制限できない。向こうの、目立ちたくないというジレンマを利用しなければこっちが不利になる。僕たちが状況を構築できる場所でなければ」

「ね、お兄ちゃん。あそこはどうかな？　山やま梨なしの山の中の」

「茂も木ぎが管理していた訓練場か。確かに、悪くない」

　黎の反応に、美紘は嬉うれしそうに頷いた。

「魁かい国こく市しにあった秘密研究所は焼けてもう使えないし、街から遠い。あそこだったら関係ない人間の出入りは制限できる上に、都市部との距離は手て頃ごろだから、向こうも大規模な爆ばく発はつ物ぶつや火器などは使用しにくいはずだ」

　これまでのやり方から考えると〈貴族派アリストクラシスト〉がその手の乱暴な破は壊かい活動を行う見込みは小さいが、避さけられるリスクは避けなければ。

「じゃあ、わたしからコンタクト取ってみるわ。多分、あの人なら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「頼む、京香。それとこちらの作戦に必要なものの手配も。合法的には確保しにくいものは〈王党派ロイヤリスト〉のルートで」

　長老エルダーは目だけで了りよう承しようした。




　下準備は、一か月弱で済んだ。

　単なる利害だけではない。〈貴族派アリストクラシスト〉への怒いかりと憎にくしみを抱だいている茂木は、こちらの申し出を快く受け入れてくれた。ただし、あくまで場所の提供とそれに伴ともなう私道の封ふう鎖さなどの制限だけ。荒あら事ごとには慣れていないので、それ以外の協力はできないという話だったが、それで充分だ。

　既に先行したスタッフが現地で準備を整え、黎たちの到着を待っている。

「戦闘訓練」の名目で、リーリヤや美紘が一週間逗とう留りゆうし、黎も同行するという情報は流してある。

〈貴族派アリストクラシスト〉も、さすがにこの機を逃のがしたりはしないだろう。お互たがいに「戦いたい」という気持ちは共有しているのだから。ただし、期間中のいつ襲しゆう撃げきがあるのかは向こう任せだ。油断はできない。

「忘れ物、ない？　ハンカチは持った？　受験票、忘れてない？」

　地下駐ちゆう車しや場じよう、地味なワンボックスカーの前に並ぶ黎たちに、京香は声をかけた。

「入試か」

　露骨な冗じよう談だんに、黎が苦笑する。

「ま、その程度の緊きん張ちよう感でいいんじゃないって事よ。油断も駄だ目め、がちがちになっても駄目ってね」

　ひらひらと手を振る。

　黎の左右に立つリーリヤと美紘も、決戦の場に同行する。残るのは、京香ひとりだ。

「任せて。お兄ちゃんは、わたしが絶対守る。必ず帰ってくるから！」

　笑顔の美紘が京香の手を握る。

　間近で見ると、明るい表情の中に隠しきれない不安が滲にじんでいる。

「頑がん張ばって。黎くんの作戦だもの。大丈夫」

「うん！」

　美紘自身を励はげますより、黎への信しん頼らいで裏打ちした方が効果的だ。

「こちらの事は、宜よろしくお願いします」

「任せて。こっちはこっちで命がけだし、休んでる暇ひまもないしね」

　礼れい儀ぎ正しく一礼するリーリヤに、京香は胸を張って答える。

　決戦といっても、全ての戦力をひと塊かたまりにする訳にはいかない。

　本命の黎を放置する可能性は低いが、別働隊が魁国市――京香に差し向けられるリスクもあるからだ。ここの護衛にある程度の戦力は残すし、対吸血鬼ヴアンパイアでは心こころ許もとないが地元には明るい垂たる木き興業も残留する。

　何より直接対決寸前まで、〈貴族派アリストクラシスト〉の情報を収集・分析して黎たちに伝えるのを京香は続けなければならない。

「ふたりとも、先に車に乗ってくれないか？　僕は、ちょっと京香と込み入った話がある」

　リーリヤと美紘は素す直なおに従い、乗車して一いつ旦たんドアを閉める。

　ドライバーズシートには、先に別の吸血鬼ヴアンパイアが乗っている。リーリヤはもちろん、黎も基本的な運転技術は教わっているが、無用のトラブルを避けるためにはハンドルを握っているのはそれらしい大人の方がいいという判断だ。

「で、何かしら？」

　車くるま椅い子すを少しバックさせる。黎は立たて膝ひざを突き、京香に視線を合わせてきた。

「済まない。心配をかける」

「構わないわ。これが、戦友としてのわたしの戦い方なんだもの」

　死地に同行できない後ろめたさが、全くないと言えば嘘うそになる。

　肩かたを並べ、命を預けあうリーリヤや美紘への嫉しつ妬とだってある。

　だけど、それは望んでも叶かなわない事だ。

「美紘ちゃんたちには聞かせられない話って、何？　愛の告白とか？」

　ふたりが黎の意に背そむいて耳を澄すましているとは思いがたいが、用心のため声のボリュームをぎりぎりまで落とす。

「……さすがに、この状況で冗談は止やめてほしい」

「ごめん。それで、本題は？」

「万一の事があった時は、後を引き継ついでほしい」

　潜ひそめた声が、告げる。

　予想していた言葉だった。

「引き継ぐって？」

　それでも敢あえて、京香は問い返す。

「もちろん負けるつもりはない。万ばん全ぜんを期した。それでも不確定要素はあるし、必勝の保証なんてない。負けて、僕たちが死ぬかも知れない」

　不安と焦しよう燥そうを抑おさえているのが、声から伝わってくる。

「その時は京香が長老エルダーたちと協力して、〈貴族派アリストクラシスト〉と戦ってくれないか」

「黎くんみたいに命を的にして全面的に対決しろって意味じゃなく、傷を広げないために戦線を縮小して、戦力を縮小する事まで考えて、ね」

「そうだ。この件で、信頼できるのは君しかいない。頼む」

　念ねん押おしすると、黎は頷く。

「黎くん。これって、命令？」

「あ……いや」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、黎は口ごもった。

「リーリヤや美紘ちゃんが相手だと、うっかり命令や依い頼らいなんかできないものね。提案が精一杯」

「まあ……そうだな。だけど、京香には頼む。お願いだ」

　気まずそうに目を伏ふせる。

「じゃあ、答はノーよ。せっかくの、わたしだけの特権だもの。悪用しなくちゃ」

「そうだな……。これ以上、京香に危険を冒おかせと押しつける訳には……」

「違うの」

　立てた人差し指を、黎の口くち唇びるに当てて次の言葉を封ふうじる。

　寸前で止めるつもりだったが触ふれてしまった。

　暖かく、柔やわらかで、湿しめった感かん触しよく――生きている証あかしが、肌はだに伝わってくる。

「わたしだって、もう無む縁えんじゃない。貴婦人ダーメが敵や裏切り者を許さないって言ってたじゃない？　だから、わたしは黎くんに命じられたからじゃなくて、自分自身のために戦い続けなきゃいけない。最悪、全部を明らかにするって自爆攻撃まで含ふくめて」

「王の血」というジョーカーを失えば、次の切り札は社会全体を巻き込んでの暴ばく露ろ。

　そっと、手を下ろす。

「そうか。そうだな。ありがとう、京香。それでこそ、僕の戦友だ」

　開封された黎の口から、感謝の言葉が飛び出す。

「その程度の覚かく悟ご、とっくにできてるわよ。だから、わたしに黎くんの仇あだ討うちなんて動機で戦わせないで。必ず、生きて戻もどってきなさい」

「保証はできない。最善は尽つくす」

「そこは、嘘でもイエスって答えなさいよ。不器用なんだから」

　掲かかげた拳を、互いに笑え顔がおで打ち合わせる。

「じゃあ、行ってくる」

「勝ちなさいよ」

　今度はジョークなしに見送る。

　勝利と生せい還かん、敗北と死は同義だ。

　この状況で、負けて逃げ延びる可能性はゼロに近い。

　黎が車に乗り込んだ。窓は遮しや光こうスクリーン仕様なので、もう顔は見えない。

　触れあった感触がまだ残る右拳を、左手で包つつむ。

　頬ほおに、涙なみだが流れてくるのを感じる。ここまで耐えきった自分の涙るい腺せんを褒ほめてあげたい。

　不ふ謹きん慎しんだけど、脚あしが動かなくてよかったとも感じる。自由に歩けたら、出発する黎に縋すがって、抱きしめていただろう。

　それはあるがままの自然な感情の発はつ露ろかも知れないけれど、彼かれの戦友でありたい魁かい冥めい寺じ京香の選せん択たくではない。なりたい自分ではない。

「さて、と。黎くんに恥はずかしくないように、わたしはわたしの戦いを続けないとね」

　情報の洗い出し、協力者の取り崩し、資金稼ぎ。京香の戦場に、休息はない。

　部屋に戻る前に涙を拭ぬぐおうとして、ハンカチを持っていない事に気づく。

「……馬鹿。こっちが忘れ物しててどうするのよ」

　苦笑いしながら毒づき、京香は手の甲で目元を擦こすった。




　動きは、二日目の夜にあった。

　黎たちが山梨の拠きよ点てんに移動した初日に奇き襲しゆうをしなかったのは、万一予定が変わってすれ違いになるのを恐おそれたのか。
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　トレーラーが二台。ありふれた貸し切りに偽ぎ装そうしたバスが一台。

「一いつ般ぱん車両進入禁止」のフェンスを強ごう引いんに突き破って山道を登ってくるのが、私道入り口に設置された監かん視しカメラを通じてモニターに表示されている。

「来たね、お兄ちゃん」

「ああ」

　緊きん張ちようする美紘に答える。

　敵の主力が吸血鬼ヴアンパイアである以上、襲撃が深夜になるのは予想済みだ。

　ハンガーから上着を取り、身につける。高校の制服だ。

「美紘さん、準備を。他のみんなは既すでに配置についています」

　リーリヤは黒犬・サクラムを従えて、既に〈敵意の聖像ホリステイス〉を携たずさえていた。

「うん」

　頷うなずくと、美紘は身につけていたスウェットの上下を脱ぬいだ。

　中に纏まとっているのは、ぴったりと全身に張り付くが、背だけは大きく開いた薄うす手でのボディスーツ。色は鮮あざやかな赤と白のツートンで、肘ひじ膝ひざの関節や肩などには銀色の装甲が施ほどこされている。〈黄昏ダスク〉のものを参考に、美紘用に誂あつらえた戦闘服だ。

　素す手での間合いで戦う彼女のために動きやすさ優先なので身体の線が出る仕様だが、〈穢銀アルゲントウム〉のナイフ程度なら防げる防ぼう刃じん性能がある。

　前から作製・調整していたのだが、この決戦にやっと一着だけ間に合った。

　昨日から着用しての訓練をして、違い和わ感かんや不自由がないのは確かく認にん済みだ。

　機械犬サクラムの背が開く。中の武器庫からリーリヤが取り出した戦闘用の籠こ手て〈憤怒の繊手イーラ〉を受け取ると、美紘はそれを両手に装着する。

「ちょっと、恥ずかしいかな。肌は隠れるけど、身体の線が出ちゃう」

　美紘がぎこちなく照れてみせたのは、率そつ直ちよくな気持ちだけでなく、決戦前の緊張を解ほぐすためでもあるのだろう。

　最強であるこのふたりは黎を守り抜ぬくための切り札。

　他に七人の吸血鬼ヴアンパイアが〈穢銀アルゲントウム〉の武器で武装し、既に訓練所の正門で待ち構えている。

　その様子も、ここからモニターで確認できた。

「美紘。飲んでくれ」

　黎ははっきりと命じて、右手人差し指の先に針を突つき刺さした。赤い血の珠たまが浮うかんだ右手を、差さし伸のべる。

「うん。いただきます、お兄ちゃん」

　美紘がその指先を咥くわえた。冷たい口くち唇びるだが、柔らかく湿った感触は伝わってくる。

　鋭するどい歯に噛みしめられる微かすかな痛み。小さな傷口から流れ出る血を、舌が丹たん念ねんに嘗め取っていく。

「ありがとう。これで、充じゆう分ぶん」

　黎の手から離れた美紘の口くち唇びるの上を、ピンクの舌先が一周した。

　美紘の目が赤光を帯びる。

「リーリヤはどうする？」

「今のところ、わたしには不要です。いざという時に改めて」

「王の血」による強化はもちろん彼女にも有効だが、反動で疲ひ弊へいするリスクがある。

　特とく殊しゆ能力を持つ美紘は瞬しゆん発ぱつ力りよくを高めて速攻で敵を殲せん滅めつし、技術に長たけたリーリヤは長期戦に備える。

　作戦計画を立てた時からの、役割分担だ。

『黎様、来ました！』

　正門からの報告が、スピーカーを鳴らす。

　先頭はトレーラー。コンテナの扉とびらが開き、一二人の男女が現れた。

　異様な姿だった。

　首から下は、〈黄昏ダスク〉仕様の戦闘ジャケットよりもずっと頑がん丈じようそうな防具。ちょっとした鎧ボデイアーマーと言えそうな代物だ。そして頭部は、機械で覆おおわれている。ヘルメットとＶＲゴーグルを混ぜ合わせたような無骨な装置で、目に当たる部分では小さな赤い光が灯ともっていた。

　顔の下半分は剥き出しで、半開きの口からは鋭く尖とがった牙きばが覗のぞいている。

　紛まぎれもなく、吸血鬼ヴアンパイアだ。

　全員、手にしているのは人頭ほどもある金属球に無数のスパイクを植えた、柄えの短い鈍どん器きだ。当然、棘とげは〈穢銀アルゲントウム〉製。多用される長ちよう剣けんや槍やりとは違い、単純な破壊力のみを重視して間合いや正確さを放ほう棄きしたスタイル。さらに、腰こしにも短刀の鞘さやを下げている。

　精せい鋭えい部隊だと思われるが、動きはぎこちない。

　続いて、バスから次の一団が降りてくる。

「霧きり島しま凌りよう牙がとパウラ――こちらが〈黄昏ダスク〉の本隊でしょうか？」

　画面を見つめるリーリヤが疑義を挟はさんだのも無理はない。

「王の血」を恐れているにしても、吸血鬼ヴアンパイアが少なすぎる。

〈黄昏ダスク〉のふたりを除いた八人は暗視ゴーグルを装着している。つまり、人間。

　こちらも携けい行こうしている武器は剣やナイフだけ。飛び道具の類たぐいはない。

　もう一台のトレーラーはぴたりと静止したまま。扉は開かず、誰かが出てくる事もない。

　中身を守るためか。凌牙とパウラは閉じたままのトレーラーに張り付いて動かない。ヘッドセットと鎧の一団が小走りで先行し、暗視ゴーグルたちがそれに続く。

　黎は建物の周囲を照らすライトのスイッチを入れると、美紘とリーリヤに目配せして屋外に飛び出した。

　明るくしたのは、暗視の能力も装備もない黎自身の視界確保のためと、戦場そのものを目立たせるためだ。麓ふもとからでも気になるくらいの光を放てば、目撃者による通報の可能性で敵のやり口をある程度は限定できる。

　茂木には、ぎりぎりまで警察の介かい入にゆうを阻そ止しするよう頼んである。

「黎様。〈黄昏ダスク〉のふたりが、トレーラー内に入りました」

　リーリヤが耳打ちする。

　こちらの意図を読み、影響を逃のがれるためだろう。

　正面ゲートから建物までは、まだ数十メートルの距離がある。

「〈貴族派アリストクラシスト〉ども、注視せよ！」

　躍おどり出でて、黎は声を張り上げる。

　しかし機械を被かぶった連中の動きは止まらない。視線が見えないので、黎を視し認にんしているかどうかまでは判別不能だ。目を潰つぶしたところで「王の血」から逃れられないのは実証済みなのに。

　もちろん、暗視ゴーグルの人間たちは動じる事もない。

「〈貴族派アリストクラシスト〉は、仲間の人間を始末しろ！」

　再び命じる。

　しかし、機械の一団はそのまま前進してきた。

〈王党派ロイヤリスト〉の一員が立ちはだかり、抜きはなった剣を振り下ろす。

　キィンっ！

　ヘッドセットの敵も武器で受け止め、一いつ瞬しゆんの拮きつ抗こうが生まれる。

　腕わん力りよくで互ご角かく。能力面でも、明らかに吸血鬼ヴアンパイア。

「ははははっ！　見たかぁ！　これがＢＤの力だ！」

　後続の人間が高笑いする。

　確定する。

　やはり、あれがＢＤ。リークされた偽にせ情報のように薬物の類ではなく、頭部に装備した機械に何らかの意味があるという事だ。

「黎様、お下がりください！　ここは我々が！」

〈王党派ロイヤリスト〉の戦士に言われるまでもない。

　黎はリーリヤと美紘に守られながら後退し、扉を閉とざす。

　とは言っても、当たり前のスチール製だ。頑がん丈じような要よう塞さいなどではない。武装した吸血鬼ヴアンパイアの精鋭相手では、襖ふすまほども頼たよりにならない。

「いいか、みんな！　我らだけで食い止めるぞ」

〈王党派ロイヤリスト〉の戦士たちが後退しつつ、陣じん形けいを組む。その隊列に向かい、ＢＤたちはあくまでもゆっくりと徒歩で接近する。

　不自然だった。

　吸血鬼ヴアンパイア――特に戦せん闘とう部隊に選抜されるような個体は、身体能力が高い。筋力、敏びん捷しよう性せい、持久力、五感の鋭さなどあらゆる面において。

　しかしＢＤの動きは緩ゆるい。まるで人間のように。分厚い防護服のせいか。

「はぁっ！」

　剣を突きの形に構え、素す早ばやいステップで前進。

　ＢＤは、避よけない。

　耐たい刃じん繊せん維いによって威い力りよくは減げん衰すいするが、完全には止められない。〈穢銀アルゲントウム〉の切っ先が肉に届いた。浅いが、確かに傷が穿うがたれて赤黒い血が流れ出る。

　即そく座ざに〈王党派ロイヤリスト〉剣士の頭に、鋼球が振り下おろされた。

　ぐじゅりっ！

　皮ひ膚ふが裂さけ、頭骨が砕くだけ、脳がこぼれ落ちる。

「……馬ば鹿かな」

　別の〈王党派ロイヤリスト〉が呟つぶやく。

　これもまた不自然だった。

〈穢銀アルゲントウム〉で傷つき、流血している以上、痛みは感じているはずだ。訓練によって苦痛の中でも行動できるようにはなれるが、限度がある。

　傷を受け、何の反応も示さない。僅わずかな苦痛の呻うめきを漏もらす事も、口くち唇びるを歪ゆがめる事さえないというのは異常だ。

　ＢＤたちは、一いつ切さい言葉を交わさない。

　先に傷ついた一体が先頭に立ち、楔くさび形がたの隊列で前進してくる。

「散れ！　確実に潰つぶすんだ！」

「わかった。右う翼よくは任せろ！」

〈王党派ロイヤリスト〉は声を掛け合って散開し、スピードの差を生かして各個撃げき破はを試みる。

　しかしＢＤは無言でそれに対応する。

　防護服のせいで、一いち撃げきで勝負は決められない。攻こう撃げきを仕し掛かけて足が止まった瞬しゆん間かんに鉄てつ棍こんが振り下ろされる。背後から仕掛けた攻撃も、まるで背中に目があるかのような反応で対応される。

「どうなって……がふぁっ！」

　またひとり、〈王党派ロイヤリスト〉が背骨を砕かれて倒たおれた。

　これが当たり前だ。

　訓練と経験を積んだ吸血鬼ヴアンパイアの戦士でも、傷を受ければ痛みで叫さけぶ。

　取り落とした剣を拾い上げたＢＤが、這はいつくばる戦士の背からそれを突き立たて、地面にピン留めする。

「！」

　言葉にならない悲鳴。

「後退して、扉を守れ！　絶対に守り抜くぞ！」

　集結する生き残りたちの士気は衰おとろえていないものの、表情には苦く悩のうが浮かんでいた。

　こちらは残り四人。敵側はＢＤ三人が数か所の負傷を受けているものの、数は減っていない。

「王の血」の命令を受けつけないだけではない。

　ＢＤが普ふ通つうの血族とは異なる「何か」である事は、既に疑いようもなかった。




「二号はそのまま盾たて役だ。もう負傷してるんだから、使い捨てにして構わん」

「こいつら雑魚ざこは前ぜん哨しよう戦せんだ。中に入った後が本番なんだから、無む駄だ遣づかいしすぎるなよ」

「わかってるって！　ははっ！　これは、俺おれたちの手て柄がらだぜ！　前で血ぃ流してる道具のモンじゃねえ！」

　ＶＲヘッドセットとデータスーツを装着した〈黄昏ダスク〉人間隊員が声を掛け合う。

　声が妙みように弾はずんでいるのは「憧あこがれの吸血鬼ヴアンパイア」を支配し、道具として思い通りに操あやつっているという昂こう揚ようか。

　作戦成功の暁あかつきには、彼らは全員血族に取り立てられる事になっている。人間の補ほ充じゆうは利きくし、標的が死ねば〈黄昏ダスク〉の重要性も低下する。必要なら、じっくり時間をかけて再建すればよい。

　もう一台のトレーラーの内部は、ブレインデッドの操縦室だ。

　操縦者が身体を動かすスペース、動作をデータ化するプロセッサと通信機器などが搭とう載さいされている。

　前線部隊近くに置いて攻撃を受けるリスクと、距きよ離りを開いて途と中ちゆうに何らかのトラブルが生じて即応できないリスク。双そう方ほうを天てん秤びんにかけて、同行が決定した。

　神み鎚づち黎が動員できる兵力に限りがあるのはわかっていたし、ブレインデッドの強さへの信頼もある。更さらに万一に備えて凌牙やパウラを守りに配置したし、操縦者以外の人間も護衛につけた。

　実際、敵の護衛は予想より少ないくらいだし、ブレインデッドをすり抜けてこちらへ攻撃を仕掛けるほどの余よ裕ゆうもない。

　ブレインデッドの視覚を伝えるモニターの中では、入り口を守っていた最後のひとりに鉄棍が叩きつけられ、扉に残る赤黒い汚よごれに変わった。

　それを見て、貴婦人ダーメはソファの上でほくそ笑んだ。

　後方に控ひかえていた人間がトーチを用意し、鉄てつ扉ぴを焼き切る。

　ありふれた蒲かま鉾ぼこ兵へい舎しや、仕切りのない広いフロアの隅すみに簡易ベッドや折りたたみテーブルなどの生活用品が集まっている。標的・神鎚黎はその脇わき――監視や通信のための機器と設備のデスクの傍かたわらに立っていた。

　彼の左右を、ふたりの少女が守っている。

　こちらは、ブレインデッドはもちろん、人間の兵士も全員健在。偽情報とは違って時間切れになる事もない。リーリヤと神鎚美紘がどれほど強敵でも、この戦力差なら勝てる。殺せる。速度で翻ほん弄ろうされても数で押せるし、ふたりが逃げ回るならその隙すきに黎を始末すれば片が付く。

「……うふ……」

　興奮で舌した舐なめずりをして、喜き悦えつの息を漏らす。

　退たい屈くつな支配の日々に心地ここちよい刺し激げきをもたらす、忌いま々いましいスパイス。数百年ぶりの強敵。

　ヴラド三世の時代に比べても、ずっと魅み惑わく的てきな戦いだ。あの時は槍や剣を交え、人間がぶつかり合う戦争。もちろんその背後での政治的な策さく謀ぼうはあるものの、基本は自分が生みだされた時代と大差ない。

　血を持つ者が不在の時代にも小規模な拠点のつぶし合いはあったが、ほとんどは部下任せ。貴婦人ダーメが自ら陣頭指揮を執とった事など、数えるほどしかない。

　進んだ文明や技術、歴史的な知識の蓄ちく積せきを前提にし、リアルタイムで情報を走らせ、思おも惑わくを読み、裏をかき、あるいは敢えて乗る。踊おどらせ、踊る。

　己を脅おびやかし得る相手がいて、絶対的な敵意を向けられるというのは、これほどまでの快楽だったのか。

　けれど、それも終わる。

　神鎚黎が存在し得たのは、奇き跡せき的てきな偶ぐう然ぜんで後天的に血の条件を満たしたからだ。

　この戦いに勝利すれば〈王党派ロイヤリスト〉は大きく後退する。〈貴族派アリストクラシスト〉が、「王の血」を持つ新生児を探し出し、始末するのを防ぐのはほぼ不可能になる。

　支配の完成――永遠に変化の失われた、静止した世界だ。

「……まあ、無限の時間があるのなら、退屈しのぎを考える暇も無限という事よね」

　画面の中ではブレインデッドが慎しん重ちように包囲を狭せばめている。

　構えを取るリーリヤと美紘に挟はさまれ、黎は静かな表情で貴婦人ダーメを――いや、ブレインデッドのひとりを見み据すえている。

　顔に恐きよう怖ふも焦あせりも浮かんでいないのは、護衛のふたりを信じているからか。既に勝ち目はないというのに。

　だが――。

　屋内の照明が消えた。

　ブレインデッドたちからの映像も途切れる。

　モニターには、ただノイズが走っているだけだ。

「何なの？　何が起きたの！」

　予期せぬ出来事を目まの当たりにして、無線機に向かって呼びかける。

　しかし人間の兵士からも返信はなかった。




「な、何だ？」

　不意に到とう来らいした暗くら闇やみに、ブレインデッドに同行した〈貴族派アリストクラシスト〉の兵士は狼ろう狽ばいする。

　屋内のライトが消えただけではない。暗視ゴーグルの機能も停止して、何も見えない。後方との通信も切断されてしまった。

　パニックに陥おちいりそうな心を静め、男は装備を外した。全すべての機械が止まったなら、頼りになるのは生なま身みの耳じ目もくだけだ。

　ぼうっと、緑がかった淡あわい光がいくつも灯る。

　電気によらない化学反応による光――ケミカルライトの色だ。

　照らされた神鎚黎の両脇から、小さな影かげが霞かすむが如ごとき速度で動き、消える。

　そうだ、ブレインデッドは？

　不意に思い当たる。

　機械が全部止まったなら、ブレインデッドはどうなるんだ？

　そう考える男の目の前で、機械を埋うめ込まれた頭が飛び、床ゆかに転がった。

　鉾槍ハルバードの斬ざん撃げきを受けても、痛覚も意志もないブレインデッドは棒立ちのままだった。




「これでほぼ王手チエツクメイトだ、貴婦人ダーメ」

　相手に届くはずもないが、黎は呟つぶやく。

　動きを止めたＢＤ――恐らくはブレインダメージドとかブレインデッドとか、そういう名前なのだろう――を美紘とリーリヤは一体ずつ、着実に駆く除じよしていく。

「王の血」を無効化するために、脳を外げ科か的てきに加工。精度が落ちるのを覚悟の上でＡＩなどで制せい御ぎよするのか。それとも遠隔操縦か。

　いずれにせよ、精密な電子回路の使用が前提になる。

　ならば、強力な電磁パルスでそれを焼き切ってしまえばいい。

　通信妨ぼう害がいなどのＥＭＣと違って相手がどんな周波数を用いていても関係ないし、人頭サイズでは強力な電磁シールドを搭載するのも無理だ。

　核兵器の爆発で生じるケースは比ひ較かく的てき知られているが、大容量コンデンサを用いた瞬しゆん間かん的てきな放電などでも同様の現象は起こせる。ただし、エネルギー量が違いすぎるので規模は小さい。

　黎に用意できた設備での有効範はん囲いは、せいぜいが半径二〇メートル。敵の車両までも届かない。だから、敵を屋内に引きずり込む必要があったのだ。

　ブレインデッドの運動能力や装備、戦闘力を見み極きわめるため、味方の護衛を犠ぎ牲せいにするのは心苦しかったが、彼らは『黎様が勝利した暁には、自ら滅ほろぶと決めています。ただ後始末として消えるよりは、お役に立てる方が誇ほこらしい』と言ってくれた。

　だから、王ロードとしてそれを受け入れた。

　リーリヤの鉾槍ハルバードが伸び、縮み、躍おどり、ＢＤたちを着実に、しかし一体につき一撃で、確実に葬ほうむり去っていく。

　動けなければ、首や脇わき腹ばらなど装甲の薄うすい部分を狙ねらい撃うちにするのは容易たやすい。

「上は？　上は何て言ってるんだ？」

「駄だ目めだ！　無線も全部死んでる。退たい却きやくして、後方と合流だ！」

　人間の兵士たちが、逃にげるように走り出す。

「美紘！」

「うん、わかってる。お兄ちゃん」

　すっと短く息を吸い込むと、美紘の背から薄い皮ひ膜まくの翼つばさが生えた。

　ふぁさっ！

　一度の羽ばたきで身体が宙に浮き上がり、次の瞬間には一直線に飛ひ翔しようする。

「ひいっ！」

　背後から襲おそわれると思ったのか。逃げる敵兵が頭を抱え、伏ふせる。

　だが、美紘は彼らを無視してその頭上を越こえていった。

　加速し、地面すれすれの低空飛行で一気に停車中のトレーラーとバスへと迫せまる。鋭い爪つめを備えた〈憤怒の繊手イーラ〉の指先を伸ばして、すれ違ちがいざまにタイヤを切り裂く。

　バゥン！

　いくつものタイヤが同時にバーストしたため、音はひとつに重なって聞こえた。

　美紘は垂直に上じよう昇しようし、空中で両りよう腕うでを高く掲かかげる。

　掌てのひらの間で空気が、微かな灯あかりを映してきらめく。熱を奪うばわれた水分が雪の結晶になり、見る間に氷ひよう刃じんの群れに育つ。

「はぁっ！」

　腕の動きに合わせ、鋭えい利りで硬こう質しつな極低温の氷柱が降り注ぐ。偽装バスやトレーラーの屋根を貫かん通つうする。

　悲鳴、小爆発――中からいくつかの音が混じって漏もれる。

　それより一瞬早くトレーラーから凌牙とパウラ、続いて他の戦闘要員たちが飛び出す。ひとりは、車体を貫つらぬいた氷刃に肩を貫かれていた。

　凌牙を先頭に、敵は真まっ直すぐに前進する。

　黎も、迎むかえるように胸を張って歩んでいく。
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　ＢＤに同行していた〈貴族派アリストクラシスト〉の戦闘員たちは、既にリーリヤによって物言わぬ死体と成り果てている。

「神鎚黎が、王ロードとして――」

「聞くかよぉっ！」

　具体的な命令を口にするよりも先に、凌牙は己おのれの首筋に無針注射器を押おし当てた。

「――命じる。動くな！」

　パウラには間に合った。

　黎の命令で、無針注射器は細い首に触れる寸前で止まる。

「お、おまエにしたガう……くらイナら……っ！」

　凌牙の口から、辛かろうじて漏れた言葉はここまで。

　後はただ、獣けものじみた咆ほう吼こう。

　瞳ひとみも白目もない。眼球全体が真っ赤に輝かがやき、犬歯が更に長く伸びていく。

「ひっ！」

　たまたま隣となりにいた人間の戦闘要員の頭を凌牙が掴つかみ、振ふり回まわし、地面に叩たたきつける。

「何、あれ？　前に戦った〈護符タリスマン〉と違う！」

「多分、改良型だ」

　疑問を叫さけぶ美紘に、黎は推測で答えた。

　元々〈護符タリスマン〉は、「王の血」の支配を脱だつする研究の副産物。実用性がわかったのなら「肉体の一時的強化」という効能をより向上させる改良は、あり得る。

「ミヅ・チ……レいぃぃぃっ！」

　正気を失ってなお執しゆう念ねんだけは残っているのか。

　凌牙は〈穢銀アルゲントウム〉の鉈なたを手に、ひきつった声で名を呼びながら、真っ直ぐ黎へと向かってくる。

「最後の王ロードとして、神鎚黎がパウラに命じる！」

　凌牙に続こうとするパウラの足が止まった。

　野性を含んだ美び貌ぼうが、恥ち辱じよくと苦痛に歪ゆがむ。

「この場にいる〈貴族派アリストクラシスト〉の人間どもを始末しろ！　確実に、ひとり残らずだ！」

　言葉の通り、身体が動く。

　暴走する凌牙を恐れ、遠巻きにしていた〈黄昏ダスク〉の人間隊員たちに向けて、鞭むちが振るわれる。心がどれほど拒こばんでも、肉体は適切に命令を実行する。

　リーリヤと美紘は、凌牙に専念しなければならない。

　ならば、他の人間は彼かの女じよに対処させる。

「うがっ！」

　先せん端たんに〈穢銀アルゲントウム〉の錘おもりを備えた鞭に顔面を引き裂かれ、〈黄昏ダスク〉の兵士がもんどり打って倒たおれる。逃れようとしても鞭の射程は広く、スピードは速い。ひとりずつ、確実に駆く逐ちくされていく。

「……た、助けて！　助けて、凌牙！」

　身体が意のままにならない中、自由な口で助けを求めるものの、懇こん願がんは凌牙には届かない。

　目を爛らん々らんと輝かせ、黎に近づいてくるだけだ。

「やらせないっ！」

　リーリヤが立ちはだかり、〈敵意の聖像ホリステイス〉を真っ直ぐに突き出だす。

　ギィンっ！

　恐らくは本能的に反応し、凌牙の鉈が鉾槍ハルバードをかち上げる。

「お兄ちゃんに、近づくなぁーっ！」

　美紘は頭上から回り込み、氷ひよう撃げきを放つ。

　尖った剣状ではなく、拳こぶし大だいの塊。〈穢銀アルゲントウム〉でない傷は吸血鬼ヴアンパイアには無意味だから、打撃力とストッピングパワーを重視した使い分けだ。

　直撃！

　だが、勢いは止まらない。

　肉にく薄はくした凌牙は、宙に浮く美紘の足首を掴み、そのまま地面に叩きつける。

　華きや奢しやな身体が、バウンドする。

　何度も、何度も。

　動きやすさ優先の薄手の戦せん闘とう服ふくは、刃には強くても衝しよう撃げきへの耐性は高くない。

「きゃあぁっ！」

「美紘っ！」

　叫ぶ。

　しかし駆け寄りたい衝しよう動どうを、黎は堪こらえる。

　この場でもっとも戦闘力に乏とぼしいのは自分、敵の標的も自分だ。

　迂う闊かつに接近すれば、美紘やリーリヤの行こう為いを無む駄だにする。

　美紘が倒れ伏しているのは、痛みのせいだけではない。骨折したのか、戦闘服の下で右脚があらぬ角度に折れ曲がっている。高速治ち癒ゆは始まっているようだが、即座には立ち上がれない。

「ウォアアアアっ！」

　凌牙の叫びは、既に人の激情ではなく野や獣じゆうの狂きよう乱らんだ。

　動けぬ美紘を放置し、鉈を振り上げて迫せまる。

「駄だ目めっ！　お兄ちゃんは……わたしが、わたしが守るんだから！」

　倒れたまま美紘は右手で凌牙の足首を掴み、左手の爪を地面に突き刺して必死に食い止める。

　ただ握にぎっているだけではない。

　エネルギーを吸収し、凌牙の肉体を凍り付かせようとしているのだ。

　既に戦闘服の膝ひざから下は白く凍とう結けつして分子レベルで崩ほう壊かいし、霜しもの細片となって崩れおちている。しかし暴走状態での肉体活性化のためか、凌牙の全身を完全に氷結させるには至らない。

　片足を白く染めながら、美紘を引きずるようにじりじり前進する。

　半ば動きを封じたところに、リーリヤは鉾槍ハルバードを振り回して槍そう頭とうでの突きと斧ふ刃じんの斬撃を連続で繰くり出すが、凌牙は鉈一本で打ち返す。

　もちろん全てを回かい避ひはできない。三発に一発は命中し、着実に傷を与あたえている。

　それなのに流血も痛みも気にせず、戦い続けているのだ。

　キィン！

　遂に、リーリヤの武器が弾かれ、宙に舞う。

　理性や意志の領域ではない。

　身体に染しみついた戦せん闘とう技術と、習性とも言うべき執念。

「がぁああっ！」

　絶ぜつ叫きようし、足にすがる美紘を強ごう引いんに振り払う。負荷から解放され、一気に肉薄の速度を上げる。

　残された距離は、ほんの数メートル。

　黎の判断より言葉より手足より早く――リーリヤが動いた。

　あり得ないほどの速さで凌牙の進路に立ちはだかり、スカートを翻ひるがえして太ふと股ももから短たん剣けんを抜く。

　だが、軽い刃を繰り出しても重厚な鉈の一撃に弾き飛ばされる。

「ゴォアアアアアアアアアッ！」

　黎の声を打ち消す大声の哮たけりとともに、分厚い刃が振り下ろされる。

　短剣では、受け止められない。

　一撃がリーリヤの左ひだり肩かたにめり込んだ。

　切り裂かれた着衣が乱れる。

　刃は骨を断ち割り、膨ふくらんだ胸にまで達していた。

　裂けた傷口から、赤黒い血がごぶりと噴ふき出す。

「リーリヤさんっ！」

　まだ歩けない美紘が、翼を広げて飛び込む。

　爪を、凌牙に向ける。

　しかし――。

「美紘、敵には構うな！　リーリヤを連れて、距離を取れ！」

　黎ははっきりと命じた。

「うんっ！」

　即座に従い、美紘は血まみれのリーリヤを抱だいて上昇し、凌牙から逃れる。

　敵を放置すれば黎が危ない――理解していても従ったのは、それが王ロードの命令だからというだけではない。

　兄なら、黎なら何か考えがあると信じたから。

　半ば凍った片足を引きずり、血に濡ぬれた鉈を手にした凌牙を阻はばむ者は、もう誰だれもいないはずだった。

　しかし、後ろから駆け寄ったパウラが、彼の前に立ちはだかった。

　先刻の雄お叫たけびにかき消されかけていたが、吸血鬼ヴアンパイアの鋭い耳はしっかりと黎の言葉を聞き取っていたのだ。

『来い、パウラ。盾となって僕ぼくを守り、凌牙の行動を阻そ害がいしろ』という命令を。

　文字通り我わが身を防ぼう壁へきにしたパウラ目がけて、鉈が振り下ろされる。

　本能の一撃か。傷の場所は先刻のリーリヤと同じだった。

「あふぅっ！」

　傷つき、短く喘あえぎながらもパウラは凌牙に抱きつき、右手で鞭を振るう。

　抱ほう擁ようしたふたりの上から鞭が巻き付き、拘こう束そくする。そのまま、崩くずれるように膝ひざを突く。

「……パウラ……？」

　凌牙が、名を呼ぶ。

　強い気持ちが〈護符タリスマン〉の効果を打ち破った――のではない。目から赤い光が消えている。単に効果時間が過ぎただけ。

　改良型〈護符タリスマン〉にも「王の血」同様の反動があるのか。再生が遅く、美紘に凍らされた脚あしは壊死してぐずぐずに崩れているし、リーリヤがつけた傷からも激しく流血している。弱々しく小声で呻うめきながら藻も掻がいているが、鞭の束そく縛ばくをふりほどく事ができない。

　凌牙を後回しにして、黎は離はなれた場所に着陸している美紘の元に駆け寄った。

「しっかりして！　リーリヤさんっ！」

　流血して地面に横たわるリーリヤに、美紘は青ざめた顔で呼びかける。黎も、その傍かたわらに跪ひざまずく。

「れ……い……さま……？」

　掠かすれた声で訊たずねる。視線が定まっていない。もう、ほとんど見えていないのだ。

　心臓の間近まで届く深手。人間なら既すでに死んでおかしくない出血量。治ち癒ゆしない〈穢銀アルゲントウム〉の傷。このままなら、ただ痛みと衰すい弱じやくの中で鎮ちん火かするだけの命。

「わたしは……もう……駄目です。お願いです、黎様……せめて〈慈悲ミゼリコルデイア〉を……」

「駄目だ！」

　安らかなとどめを請う声を、黎の叫びが打ち消す。

「まだ貴婦人ダーメを倒していない！　約束したはずだ、死ぬな！」

「いくら命令でも、それは……無理……です」

　白い口くち唇びるが、弱々しいカーブを描えがく。

　黎は、腰に手を伸ばす。〈穢銀アルゲントウム〉の短剣が、そこにある。

「いや……。まだだ。諦あきらめるな！」

　リーリヤだけではない。自分自身への、命令。

　近くに倒れているＢＤの死体の腰から剣を抜き、〈慈悲の毒牙ミゼリコルデイア〉と見比べる。光こう沢たくが明らかに異なる。

　思った通りだ。

　対吸血鬼ヴアンパイア用の武器は最初から持っていたメイス。こちらは、本来の標的である自分を始末するための予備だから、普通の鋼鉄製。

〈穢銀アルゲントウム〉で傷ついた部分を鉄の刃は物もので抉えぐり捨てる事で、再生能力を活いかせる――理り屈くつとしては聞いているが、心臓に達するほどの傷だ。

　だが、迷っている時間はない。

「美紘、手伝ってくれないか？　リーリヤの傷を、削そぎ落とす」

「うんっ！」

　籠こ手てを外した美紘の手が、剣を握る黎の手に重ねられる。

　裂けたワンピースから覗く白い肌はだに、剣を突つき立てる。柄つかごしに伝わる肉の柔やわらかさ、血の滑ぬめり。

　正確で力強い美紘の手が、黎の動きをアシストする。

　恐おそらくはミリ単位の正確さで、〈穢銀アルゲントウム〉で傷ついた肉だけを薄く削ぎ落とす。

　その間にも、流血は止まらない。

「……これで、いいはず」

　傷口に顔を近づけて目を凝こらし、美紘が断言した。

　後は――

　黎は、己の口くち唇びるを噛かみ切った。

　金かな臭くさい味が、一気に口中に広がる。

「リーリヤ、飲め！　飲んでくれ！」

　命令というよりは、懇こん願がん。

　華きや奢しやな半身を抱き上げ、重ねた口くち唇びるでリーリヤの冷たい口をこじ開ける。

　これが最後の賭かけだ。

　既に力尽きかけているとしても「王の血」の作用によって生命力や回復力が増強したら、助かる可能性はゼロではない。

　傷を抉った短剣や〈憤怒の繊手イーラ〉の爪を使わずに歯で切ったのは、他の血という不純物の混入を防ぐため。

　間に合わないかも知れない。

　治癒しきる前に反動の方が来るかも知れない。

　それでも今は、これが唯ゆい一いつの選せん択たく肢しだ。

　口移しに血が、熱が、命が注ぎ込まれていく。

「……お兄ちゃん……、リーリヤさん……」

　不安そうな声がかかる。

　黎は、顔を上げた。

　見下ろすと、リーリヤの白い顔の中で濡れた口くち唇びるだけが、鮮やかなルージュを引いたように赤い。

　ごくり――己の唾つばを飲み込む音が、黎の耳にやけに強く響ひびいた。

「……あ……」

　口から小さな声が漏れるとともに、瞼まぶたがゆっくりと開いていく。

「黎様……」

　さっきよりははっきりした声。

　見ると、傷口からの流血は止まり、徐じよ々じよに元の形に戻もどりつつある。

「もう、大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございます」

　白くしなやかな指先が、口くち唇びるをそっと拭ぬぐう。乱れた着衣を右手だけで整えながら立ち上がる。血管や筋肉が再生したばかりの左ひだり腕うでは、まだ自由に動かないのだ。

　それを見て黎もハンカチを出して己の口元に当てた。
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　妙に、火ほ照てっているような感かん触しよくがある。

　振り返かえると、凌牙とパウラは抱き合って跪ひざまずいたままだった。

　黎たちは、歩み寄る。途中で、美紘がリーリヤの鉾槍ハルバードを拾い上げた。

「て、てめえ……なんぞに……神鎚、黎に……」

〈護符タリスマン〉の副作用で力が入らないのか。絶えだえの呼吸で訴うつたえる。既に、抱き合ったままパウラは息絶えている。凌牙は萎なえた身体で、倒れてしまわぬよう彼女を支えているのだ。

　それでもなお、黎に向ける視線の憎ぞう悪おと敵意は強い。

「悪いな。お前がどう思ってるかは知らない。僕にとっては、ただの敵だ」

　誰に聞かせるでもない。ただ、小声で呟く。

　それが合図だったかのように、美紘の手が凌牙に触ふれた。

　水分が凍り付く、パキパキという乾かわいた音。抱き合ったままの氷像が完成し、手を離すと同時に砕け、崩壊する。

「この人たち、恋こい人びと同士だったのかな？」

「わからない。気に掛けない方がいい」

　感傷に浸ひたる妹に、淡たん々たんと告げる。

　リーリヤ経由で名前を知っているだけの、単なる強敵。あるいは深い事情があり、自分を個人的に憎む根こん拠きよがあったのかも知れない。ふたりの間には特別な絆きずながあったのかも知れない。

　しかし、それは知らないし、配はい慮りよすべき事でもない。

　戦いを終わらせるために多くの命を踏ふみ越えていくのは、覚かく悟ごしている。

　敵も、味方も。

「リーリヤ、美紘」

「はい」

「うん」

　目配せし、動けない車列へ向かう。ふたりも、後に続く。

　半開きになったままのトレーラー後部から、中に踏み込む。

　中には、美紘の氷に貫かれて倒れている〈貴族派アリストクラシスト〉の人間たち。身につけているのはただのデータスーツで、防御能力は乏しい。周囲の機器も半壊し、断線した部分から細かな火花がバチバチと飛び散っている。

　その屍し列れつの奥おくに車内には不釣り合いなほど豪ごう華かな寝椅子カウチが設しつらえられ、少女が片かた肘ひじを突いて横たわっていた。

　白金色の艶あでやかな髪かみ、深しん紅くの瞳、着き崩くずした黒地の振ふり袖そでには、いくつか穴やかぎ裂ざきができている。死体同様、氷の刃による損傷だ。しかし、彼女の肌には傷もなければ、血が流れた様子もない。動じないのは、矜きよう持じの表れか。

　即すなわち、この少女は吸血鬼ヴアンパイアだ。

「貴婦人ダーメだな？」

「ええ、そうよ。神鎚黎」

　姿勢はそのまま、優ゆう雅がな微び笑しようで答える。

　リーリヤと美紘が戦せん闘とう態勢で、黎の半歩前に進み出る。

「無ぶ粋すいな真似まねはよして。わたくしにも、血の制約は有効。貴方あなたに危害を加えたりはできないわ。それに、この期ごに及およんで抵てい抗こうするつもりもないわ。それにしても、何なの、その格好は？」

　手の甲を口元に当て、くすくすと笑う。

「お前と会見する事を考えて、正装で来たつもりだがな」

　黎は、ブレザーの襟えりとネクタイを整える。

　理由はそれだけではない。敵に突きつけたかったのだ。

　これが、お前たちによって奪うばわれた本来の自分だと。

　そして、お前たちはただの高校生に敗れたのだと。

「お前の言葉を鵜う呑のみにする理由はないから、確かく認にんさせてもらう。僕の質問には包み隠かくさず答えろ。お前は〈貴族派アリストクラシスト〉の首しゆ魁かい・貴婦人ダーメに間ま違ちがいないな」

「ええ。その通りよ」

　まだ安心出来ない。

　吸血鬼ヴアンパイアであっても、本人ではなく影かげ武む者しやという可能性もある。

　血の効果とは別に自発的に従う、あるいは従ったふりをするのは可能なのだから。

　黎が右手を差し出すと、意を察したのか貴婦人ダーメの眉み間けんに浅い皺しわが寄る。

「なら、最後の王ロードたる神鎚黎が命じる。貴婦人ダーメ、跪ひざまずけ。そして床に口づけろ」

　微かすかに頬ほおを引きつらせながら、黎が命じた通りに貴婦人ダーメは椅子から降りて膝を折った。頭を低く垂れて床にキスをする。

「よし、もういい」

　上げられた表情には諦てい念ねんと、抑おさえきれない屈くつ辱じよくが入り交じっていた。

「……貴方が、他人にこんな事をさせて喜ぶような人間だとは思わなかったわ。ちょっと幻げん滅めつ」

「好きでやった訳じゃない。元通り、座すわって構わない」

　靴くつや床に接せつ吻ぷんさせるやり方は、下品だ。しかし、本物の貴婦人ダーメならば絶対に実行しないであろう事を命じなければ、命令が本当に有効かどうかは確認できない。

　最終局面だ。万ばん全ぜんを期す。

　黎が告げると、貴婦人ダーメは椅子に戻った。ただし今度は寝そべるのではなく、腰こし掛かける姿勢だ。

「まず、わたくしから少々質問してもいいかしら？」

「何だ？」

「どうしてブレインデッドを知っていたの？　偽情報を鵜呑みにするとは思っていなかったけれど、こちらの仕様を知らなければあの対たい抗こう手段は準備できないでしょう？」

　ＢＤの意味は、推測のとおりだった。

「知っていたんじゃない。同じ事を考え、実験で確かめたからだ」

　黎は冷たく答える。

「こちらには『王の血』の『現物』がある。命令がどんな風に作用するのか、どんな事まで有効なのかは、実際に験証できる。吸血鬼ヴアンパイア同士の序列から類推するのではなく」

　零ゼロ号サンプルは、そのためのものだ。

　吸血鬼ヴアンパイアの再生能力を利用し、脳に様々な手術を施し、命令の「効き方」を測定した。

〈貴族派アリストクラシスト〉ほどのサイバネティックス技術は持っていないため、改造の実行・実証こそできなかったものの、「王の血」への対抗手段として「脳を改造し、遠えん隔かく操作する」という結論に至るのは難しくなかった。

「そっちが水を向けてきた決戦に応じた時点で、勝利を確信したお前が、僕の屍しかばねを確かめるために出向いてくるのも予想通りだった。いや、僕がそう仕向けた」

「……そう」

　貴婦人ダーメの頬ほおが、屈辱で微かに引きつった。

「今度はこちらの質問に、正しく答えろ。吸血鬼ヴアンパイアを、人間に戻す方法はあるか？」

　黎が訊たずねると、美紘の肩が緊きん張ちようでびくんと震ふるえた。

「……確実なものはない。ただし、可能性はあるわ」

　やはり「王の血」無効化の研究の副産物で、一応完成はしているが実験データは不ふ充じゆう分ぶん。資料の在処も、貴婦人ダーメは素す直なおに話した。

「嘘うそじゃないな？　そんなものがあるなら、何故なぜ〈王党派ロイヤリスト〉に対する武器として用いなかった？」

「正直に答えろという命令は、まだ有効よ。信じられないのかしら？　武器に使わなかったのは、それなりに理由がある。データを見てもらえばわかるわ」

　貴婦人ダーメは、微笑ほほえむ。

　黎の口くち唇びるにも、苦く笑しようが浮うかんだ。

　今の問いかけは理性的な確認ではない。思わず口を突いて出ただけだ。

「……お兄ちゃん」

　潤うるんだ瞳で見つめる美紘の肩を、そっと抱き寄よせる。

　その他、国内外の〈貴族派アリストクラシスト〉の拠きよ点てんや戦力など、あらゆる情報を吐はき出させる。

「わかってると思うけど、ここでわたくしを確保し、従えたところで全てが終わる訳ではなくてよ」

「承知している」

　貴婦人ダーメは原種で最上流だが、血の権能が王ロードである黎を上回る訳ではない。直接相対してない相手にまで命令が届く訳でもなければ、自由意志を完全に封ふうじる事もできない。彼女を介かいして、部下たちに降こう伏ふくと自殺を求めても無意味。

　下手に「貴婦人ダーメが負けた」という情報を広めれば、生き残りどもは地下に潜もぐって逃げるだけだ。敗北を恐れ、己の消滅を惜おしむからこそ〈貴族派アリストクラシスト〉に参じているのだから。

「ねえ、神鎚黎。どうしてわたくしが『貴婦人ダーメ』と名乗っているのか、わかる？」

　唐とう突とつな質問に、黎は首を横に振った。

　そもそも考える意味があるとは思っていなかった。

「古代の――わたくしたちを作った王ロードは、吸血鬼ヴアンパイアに様々な制約や制限を課したわ。その中でもいちばん馬ば鹿かげているルールのためよ。王ロードや、それに類する名前や称しよう号ごうを名乗ってはいけないの」

「……それは……」

　最初の王ロードの矮わい小しような猜さい疑ぎ心しんと肥大した自尊心に、黎は嘆たん息そくするしかなかった。

　自らが至尊である事を永遠にしようと望んだ。吸血鬼ヴアンパイアたちに支配の能力と永遠の生命を与あたえながら、決して己の座を脅おびやかさぬよう幾いく重えにもセキュリティを施した。

　そして、そのせいで自らは定じよう命みようの者として当たり前に死ぬしかなかった男。

　しかもどれほど懸けん命めいに企たくらもうと、後代に「王ロード」が出現するのは防げなかった。能力でも血脈でもなく、単なる偶然に選ばれる王ロードが。

「わかる？　わたくしは他人を支配するための能力を与えられた。支配されたくないという心も持っている。それなのに、頂点に君臨する事だけは絶対に許されない。常に、頭の片かた隅すみには『自分以外の王ロード』を意識し続けなければならないよう呪のろわれているの」

　だから、自らを〈貴族派アリストクラシスト〉と称した。

　アリストクラシー――それは優すぐれた至高の者が支配するという思想。ただし、王ロードを意味しない言葉。

　忌いまわしい烙らく印いんを心に刻まれたまま、一万年以上の時を生きる――黎に想像できる煩はん悶もんを遙はるかに超こえた苦痛だろう。

　長老エルダーの立場ならば王ロードの到来は待ち望んだ福音だが、貴婦人ダーメにとってはいつ訪おとずれるかもわからない、それでいて絶対に根絶はできない天災のようなものだ。

「支配者になるように、人の血を求めるように作られたのだから、それを望む。それを実行する能力はある――わたくしは、何か間違っていたのかしら？」

「能力の有う無むが問題じゃない。作られた通りに振る舞っている時点で、お前は造ぞう物ぶつ主しゆの前に膝を屈し続けていたんだ。最初の王ロードの掌てのひらから、一歩も出ていない」

　黎は、静かに宣告する。

　もしも、歯車が少し狂くるっていたら。

　例えば黎が「王の血」を持ち、しかし両親を失う事も美紘が変化する事もなく、憤ふん怒ぬや怨えん嗟さなしに力だけを得たら、どうなっていただろうか。慢まん心しんし、生きている限り〈王党派ロイヤリスト〉を利用して栄華や快楽を望んだだろうか。

　そんな考えが頭をよぎったのは一いつ瞬しゆんだけだ。

　現実は、そうはならなかった。

　事件に巻き込まれる以前、実の両親と神鎚の父母、京香や美紘などいろんな人と出会い、一七年間の変化を積み重ねた結果が自分――神鎚黎だ。

　ひとつやふたつのきっかけだけで、考えが大きく変動する訳ではない。

　一万年を生きた彼女も、それは同じだ。

　貴婦人ダーメの尊厳を重んじるなら、半はん端ぱな同情などすべきではない。

「最後の王ロードとして、神鎚黎が命じる。貴婦人ダーメ、そこから動くな。もう何も、話すな」

　悟さとったような微笑で、貴婦人ダーメは彫ちよう像ぞうのように固まった。

　黎は、右手を差さし伸のべる。

　意を汲くんだリーリヤが〈敵意の聖像ホリステイス〉を渡わたした。

　初めて手にした武器は、重い。

　両手で持ち直すと、先端の槍やりを貴婦人ダーメの心臓に突き立たてる。

　柔らかなものにずぶずぶと穂ほ先さきが埋うまっていく感触が、柄えを通して伝わってくる。体重を掛かけてさらに押す。不意に抵抗が弱くなった事で、貫かん通つうを実感する。

　死に方を選ばせたりしない。他人の手に任せない。けれど楽にも死なせない――それが、黎のけじめだ。

　傷口からごぶりと赤黒く粘ねばついた血が溢あふれる。元々漆しつ黒こくだった着物は、染しみになっても目立たない。ただ、着崩した足あし下もとへと溢れた流れが伝って落ちる。

「動くな」という命令のため、貴婦人ダーメの表情は変わらない。微笑ほほえみのまま全身が徐々に真っ黒に染まっていき、灰になってぐずぐずと崩れる。血が、しゅうしゅうと蒸発して消しよう滅めつする。

「……終わったの、お兄ちゃん？」

「いや」

　振り袖を貫つらぬき、寝椅子に突き立ったままの武器から手を離して、黎は改めて美紘を抱きしめた。

　リーリヤが鉾槍ハルバードを引き抜いて刃を拭ぬぐい、刃はこぼれがないかを確かめる。

　勝利した。

　けれど、まだ終しゆう焉えんを迎えた訳ではないのだ。

　最初の王ロードの過あやまちを拭い、果てしなき悲ひ嘆たんの運命を終わらせるまで、最後の王ロードは玉座から降りる訳にはいかない。
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エピローグ







　関東某県の飛行場。

　通常便の発着は全すべて終わっているが、ライトに照らされた滑かつ走そう路ろには、小型のビジネスジェットが駐とまっている。

　旅立つ者はふたり。

　見送りも、ふたり。

「最初は、香ホン港コンだったわよね？」

「ああ。そこで協力者と合流して、中国本土へ。その先は……まあ、状じよう況きようを見て柔じゆう軟なんに対応だな」

　夜風に耐たえるため脚あしに膝ひざ掛かけを乗せた京きよう香かの問いかけに、黎れいは答えた。

　実用性優先のラフなジャケット姿で、髪型も少し崩している。今までとは違う生活に身を投じるために、ささやかではあっても何かを変えたかった。

　それに偽ぎ造ぞう書類で出国するのだ。身元のヒントを増やしてしまう制服という選せん択たく肢しはさすがにない。

　黎の傍かたわら立つリーリヤは、いつもと同じゴシックロリータスタイル。さすがに武器は手にしていないし、愛犬サクラムの姿もない。黒犬は既に休きゆう眠みん状態で、貨物として機体に積み込まれている。

　貴婦人ダーメが語った通り、彼女を滅ほろぼしたからといって即そく座ざに〈貴族派アリストクラシスト〉が全ぜん滅めつする訳ではない。

　彼女の敗死という事実を伝える事で、京香は国内の協力者を次々と離り反はんさせた。もちろん人間社会でのカバーを失った〈貴族派アリストクラシスト〉残党が暴発する前に駆く逐ちくしなければならない。黎は美み紘ひろとリーリヤを伴ともなって各地に飛び、時には〈王党派ロイヤリスト〉の戦闘要員を派は遣けんして、それに対処した。

　カイ・ケミカルがそうであったように、トップの権限が極きよく端たんに強い組織は、その頂点を失ったり奪うばわれたりすると脆もろい。

　時間をかけて、国内の主立った拠点は潰つぶし、吸血鬼ヴアンパイアも大半を始末した。貴婦人ダーメの統制力は強いが、下部の構成員が独断で血族を増やすケースがゼロという保証もないので、完全に駆除したとは断言できないが。

　むしろ、後始末が大変なのは国外だ。

　各国の拠点や組織の規模などのデータは入手済みだが、意志も知性もある者が相手だ。貴婦人ダーメ死亡を知って逃亡を図はかったり、己おのれが新たなリーダーとなるのを望む事もあるだろう。

　それらを消し去るため、黎は旅立つのだ。

　各地の〈王党派ロイヤリスト〉や協力者の力も借りる、戦いの旅路となる。

「日本の事はわたしが受け持つから、安心して」

　京香が、サムズアップして微笑む。

　現状、国内に集結している〈王党派ロイヤリスト〉の人員はそのまま京香が長老エルダーと一いつ緒しよに統率する事になる。隠かくれている残敵への対処だけでなく、黎がひとつところに留とどまらないので〈王党派ロイヤリスト〉の指令センターとしても機能する予定だ。

「ごめんね、お兄ちゃん。わたしも一緒に行けたらよかったんだけど」

　カーディガン姿の美紘が、申し訳なさそうに顔を伏ふせる。

「気にするな。お前は、まず身体を治さなきゃな」

　細い肩を、黎はそっと叩いて励はげます。

　貴婦人ダーメの言葉に嘘はなく、〈貴族派アリストクラシスト〉が研究していた吸血鬼ヴアンパイアを人間に戻もどす薬品――〈還げん俗ぞく〉は確かに一定の効果が認められた。ただし、入手できたのは実験レベルのサンプルが少量のみ。

　しかも、一度で効果が現れる訳ではない。

　約一年に渡って、毎回成分を変えて投とう与よし続けねばならない。吸血鬼ヴアンパイア化は急激で瞬しゆん間かん的てきな変化だが、逆はゆっくりと時間をかけて体質を変えていく。だから、武器などとして活用する道がなかったのである。

　安全性が確立するのを待つ時間はないため、リスクは覚悟の上での見切り発車。カイ・ケミカルや茂も木ぎ化学が中心となって、治ち療りようと並行して研究を進める事になる。美紘の体質に合わせ、変化を見ながらのオーダーメイドだ。

「わたし、絶対に元に戻るから。お兄ちゃんも、絶対に帰ってきてね！　美味おいしいもの、食べよう！　お墓参りにも行こう！」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、けれど口元には懸命に笑みを作って、美紘は黎の両手をぎゅっと握りしめた。

　その手は、まだ冷たい。人の温もりは戻っていない。

「ああ、約束する。必ず、美紘のところへ帰ってくるよ。けど、ちょっと不安だな。長期の海外旅行なんて初めてだからな」

「お兄ちゃんなら大丈夫だよ。前にみんなでオーストラリアに行った時だって、わたしと違ちがって普ふ通つうに会話できてたもん」

「今度は世界中だぞ。英語が通じるとは限らない」

「あ、そっか」

　ぎこちないユーモアに、美紘の頬が緩ゆるむ。

「おふたりともご安心を。黎様はわたしが、お守りします」

　リーリヤが、スカートをつまみ上げる畏かしこまった仕草で礼をした。

「おふたりが待つ人の世界に、黎様を帰き還かんさせます。わたしは、最後の王ロードにお仕えする最後の吸血鬼ヴアンパイアとして、使命を全まつとうします」

　よそよそしい態度は、既に世界が分かたれた証しよう拠こ。

　あくまで吸血鬼ヴアンパイアでありまだ戦い続ける自分と、徐々に平へい穏おんに戻っていく美紘や京香は別だと告げているのだ。

　もちろん何もかも元通りになる訳ではない。

　黎と美紘の身分や立場をどうするかも考えなければならないし、京香も〈王党派ロイヤリスト〉協力者の後始末を主導する必要がある。

「じゃあ、行ってくる」

　時計を見ながら、黎が告げる。

　それは、帰還を前提にした挨あい拶さつ。

「ここでいきなり黎くんの胸に飛び込んだりしたらドラマティックなんだろうけど、姿勢的に難しいし、わたしの柄がらでもないしね」

　苦笑しながら、京香は数センチ車くるま椅い子すを後退させた。

「黎くんは気づいてないかも知れないけど、わたしは貴方に話し足りない事とか、まだ一緒にやりたい事とか、いろいろ残ってるの。だから、帰ってくるのを待ってるわ」

「わたしもっ！　大好きなお兄ちゃんだから、家族だから……絶対に戻ってくるって信じてるからっ！　だから、行ってらっしゃい！」

　叫さけぶ美紘の、握りしめた拳こぶしが震えている。瞳ひとみには涙なみだの粒つぶが浮かんでいる。それでも駆け寄ったりしないのは、また会える別れだと信じているから――信じたいからだ。

「ああ、行ってくるよ。またな」

　敢あえて軽く、まるで朝登校するような挨拶で片手を上げ、黎はふたりに背を向けた。

　先導するリーリヤに続き、胸を張って背筋を伸ばし、ビジネスジェットのタラップを一歩ずつ上っていく。

　振り返らない。

　今度ふたりの顔を見るのは、帰ってきた時に、真正面からだ。




　ひとつの歴史に終しゆう焉えんを告げる最後の王ロードの、旅が始まる。




（ヴァンパイア／ロード：完）







あとがき







　お待たせしました。

『ヴァンパイア／ロード』二巻、そして完結編をお届けいたします。




　正直なところ、当初の構想を残らず書ききれたとは言えません。吸血鬼の第三勢力〈世俗派〉とか、先代の王（あとがきから読む方のために、誰なのかという事は伏せておきます）に仕えていた騎士とか、人間のヴァンパイア・ハンターとか、いろいろ考えていたネタはありました。

　ただ、数字的に「二巻は大丈夫だけど、三巻以降は見通しが立たない」という結果になったため、下手に膨ふくらませて尻切れトンボになるよりは、一巻で提示した物語に決着を付けるのを優先してこのような形になった次し第だい。

「可能な限り、結末不明のモヤモヤを避ける」というのは、四半世紀ラノベ作家やってきた上での基本方針ですので。

　そう、四半世紀！

　デビューから今年で二五年なんですよ！

　恐らくは少なからぬ読者の方が、生まれる前からプロとして小説書いているという事になります。

　もっとも私の場合、九二年に短編アンソロジーに参加してから九五年の初の単独著書と、間が三年も開いています。しかも二冊目のオリジナルが出たのが九八年と、また三年後なんです。この後は継続して本を出してますし、九九年には専業になっているので、まあ「プロ作家」と名乗って差し支えないとは思うのですが。

「一応デビュー」「本格デビュー」「再デビュー」みたいなもので、二五年というのはちょっとズルして最も長めにカウントした場合の数字。「作家を続けている」という考え方だと九八年を起点にするのがフェアなんでしょう。

　まあ二五周年とは言っても何も特別な事はなく、淡々と次の作品、次の作品を書き続けるだけです。

　そうすれば「単著デビューから二五周年」「デビュー三〇周年」「作家継続二五周年」と、次々にアニバーサリーが迎えられてお得という都合のいい考え方もある訳ですし。




　最後に謝しや辞じを。

　いろいろと厳しい状況の中、続刊にゴーサインを出してくれた担当Ｎ女史をはじめとする関係者各位、こちらの意図を汲くんだ上で期待以上の美び麗れいなイラストを描いてくれたこたつねこ様（二巻はサービスシーン＆ちょいエロ風味の増量で大満足です！）、印刷製本流通などに携たずさわる多くの方々。

　皆様のおかげで、どうにか本作も軟着陸できました。

　そして何より購読してくださった読者の皆様に心からの感謝を。

　二五年目の第一歩を踏み出せたのは、何よりも読者の皆様あっての事です。

　既に次回作の準備には取りかかってますので、機会がありましたら次の本でまたお会いしましょう！
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